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　秋の深まりはじめたフィンスタニスは、その日、精せい霊れい祭さいの開かい催さいに活気づいていた。

　住民により構成された楽団が奏かなでる、音楽に満たされた領主館の広間──精霊祭の会場は、すさまじい賑にぎわいだった。

　ふいに、ヴァイオリンを弾ひいていた男が、楽団の演奏を止める。一いつ拍ぱくの後、いっそう陽気な曲が始まったかと思うと、広間の扉とびらから、四人の娘むすめたちが現れた。

　上は二は十た歳ち前後から、下は幼おさな子ごまで。目にも華はなやかな衣い装しように身を包む娘たちの登場に、会場は沸わいた。

　四人の中から、娘のひとりが前に出る。彼女の名前は、ルノアリア・ストライサ。まだ十七歳でありながら、フィンスタニスの領主代理を任まかされている。

　いつもはストレートの金きん髪ぱつはゆるやかに巻かれ、光の加減で不思議に色しき彩さいを変える貴石の装飾品が彼女を彩いろどっている。

　ドレスアップした領主の登場に、会場は再び大きく沸き、ヒュウッと口笛が鳴る。

　自みずからの瞳ひとみと同じ、きらめくような碧あお色いろのドレスの裾すそを引いたルノアリアは、喜びに胸を弾はずませていた。領民たちの歓かん声せいに、片手を上げて応こたえる。

「フィンスタニスの精霊たちのためにも、存分に楽しんでください」

　挨あい拶さつを終えたルノアリアは、会場の出入り口付近で、ひらひらと手を振っている青年に駆かけ寄った。

「《仕立て屋》さん、みんなにすばらしい衣装を仕立ててくださって、ありがとうございます！」

《仕立て屋》と呼ばれた若い男は、なかなかに整ととのった顔立ちにすらりとした立ち姿、清潔でいて洗練されたデザインの衣服を着こなしている。

　容よう姿しだけを見れば好青年の彼は、なにを隠かくそう、

「イヤだわ、ご領主様ったら。かしこまっちゃってぇ！」

　オネエであった。

　このオネエな《仕立て屋》は、フィンスタニスの住民のひとりなのである。

　彼はフィンスタニスに定住することなく、最新の流行を探さぐるため、また都みやこに多数いるという顧こ客きやくの採寸のため、一年のうち三分の一は街に出ているのだという。

　その彼が久々に帰郷してみると、見慣れぬ女の子がいるではないか！

　創作意欲をかきたてられた、と猛もう烈れつな速さでルノアリアのドレスを仕立ててしまった《仕立て屋》。出来はすばらしく、センスもさることながら、彼のドレスは、不思議にひとの心を惹ひきつける。

　そのドレスの魅み力りよくと、《仕立て屋》の仕事の速さには、秘密があった。

　彼の抱かかえるお針子の助手は、なんと、みな精霊なのだ！

　普ふ段だんは小ネズミの姿をしている中位精霊の助手たちは、仕事を手伝うときにだけ、人間の姿をとる。フィンスタニスの魔法使いと《医者》の共同開発した、魔力の凝ぎよう縮しゆくされた特製の丸薬、『魔力丸』──フィンスタニスの豊富な魔力で育はぐくまれた特とく殊しゆな薬草を使って処方されたもの──を飲むことにより、一時的に人間化できるだけの魔力を得るのだ。

　精霊たちの助力で作られたドレスを、精霊のためのお祭りで着ない手はない。ルノアリアは仕立ててもらったドレスを、『精霊祭』でお披ひ露ろ目めすることにした。

　ますます勢いづいた《仕立て屋》は、興奮のうちにフィーやライア、ニナのドレスまで、新たに仕立て上げてしまったというわけだ。

「みんな、素す敵てき……本当によく似合っているわ」

　ルノアリアの友人であり侍じ女じよでもあるフィーのドレスには、薄うす紅べに色いろの柔やわらかなラッフルが大きなバラ状に飾られている。十四という歳としの割に小柄な彼女は、いつもは無造作にくくられた柔らかな茶髪を肩かたに流している。

　可か憐れんな髪飾りを所在なげに触さわり、ペチコートの重みに身じろぐと、フィーは居い心地ごこち悪そうにつぶやいた。

「これでは、ルノアリアのお世話が満足にできません」

「まあまあ、今日は祭りなんだから」

　そう言ってなだめるのは、ルノアリアの従者であり、騎き士しのオルキアだ。

「よく似合ってる」

「ありがとうございます。フィーにはよくわかりませんが……」

　大柄な同どう僚りようの精せい悍かんな顔を見上げながら、フィーは不ふ審しんげに眉まゆをひそめる。

「……オルキアさん、今日はどうしてそんなに、にこにこしているんですか？」

「そりゃ、祭りだからね」

　従者ふたりの隣となりには、フィーよりも小さな女の子、ニナの姿がある。

　歳の頃は、五、六歳。亜あ精せい霊れいと呼ばれる存在の彼女の身体からだには、精霊の血が半分流れている。ニナは小さいながらもひとにあらざるものの魅力を持ち、普段からじゅうぶんに愛らしいが、今日は一段とかわいらしい。

　淡あわい水色のドレスはたっぷりとしたレースがふわりと揺ゆれ、まるで澄すんだ海中を華か麗れいに泳ぐ南国の魚さながら。

　人見知りするニナは、大勢の人間が集まる場に緊きん張ちようしているのだろう、養い親である《釣つりじい》に駆け寄ったかと思うと、ぴたりと寄り添そい離れようとしない。

　その姿に苦笑しながら、《仕立て屋》が言った。

「ニナもだけど、アタシ、ライアが参加するとは思わなかったわ」

　ドレス新調を持ちかけられれば、普通の女性であれば嬉うれしいはずなのに、ライアはこれまで《仕立て屋》が何度誘っても、興味を示さなかった。ところが、ルノアリアがドレスの採寸に誘さそってみると、彼女はあっさり領主館までついてきたのだ。

「ルノアリア」

　呼ばれて振り向くと、長い金髪に金色の瞳をした人物が手を振っている。会場はこの日一番どよめいた。

　住民たちの間を縫ぬい、光こう沢たくある布地のドレスの裾をなめらかに翻ひるがえしている人物は、まるで古いにしえの精霊の母──絵画から抜け出てきたかとみまごうほどだ。

「スゴイべな……！」

「あんな女、都でも見たことねえぞっ」

　感かん嘆たんのため息を吐はき出す住民たち。その視線の先にいる美女は、困ったようにほほえんだ。

「それはそうでしょうね。なにしろ僕は『女』ではありませんから……」

　この麗うるわしの美女の正体は、ルノアリアの従者のクレイル──れっきとした美男だ。

「クレイル、素敵だわ──月の女神様みたい」

　ルノアリアの口から思わず漏もれ出た言葉は、おおげさな表現というわけではない。実際、クレイルの身体には、『精霊』の血が四分の一流れている。

　彼はニナと同じく『亜精霊』と呼ばれる存在であり、平常から十二分に美しく、魅み惑わく的てきな青年だ。ルノアリアは、しみじみつぶやく。

「あなたみたいに綺き麗れいなひと、わたし他に知らないわ」

　月の女神はルノアリアの手に触ふれ、小さく首を振る。かつらの長い金髪がさらりと揺れた。

「ルノアリア、この会場の中で一番お綺麗なのは、あなたですよ。僕の目には世界中の誰よりも……今日のあなたは、まるで花の精霊です」

　手に手を取り合う主従が熱く見つめ合っていると、陰いん気きな声が割って入った。

「……貴様ら、アホなのか？」

　振り返ると、祭りにふさわしくない真っ黒なマントを纏まとう男が立っていた。彼の名はロゼ。フィンスタニスでは《偏へん屈くつ》と名高い魔法使いだ。

　ルノアリアは、瞳を輝かがやかせて、ロゼに駆け寄った。

「ロゼ！　よかったわ、招待を受けてくれたのね！」

「精霊祭などと、くだらぬことを……フィンスタニスは魔力に溢あふれている。精霊どもは機き嫌げんをとるまでもなく、この地を離れることなどできぬわ」

「それなら、なおさら仲よくしておいたほうがいいと思うけど」

　ルノアリアのつぶやきに、ふん、と鼻を鳴らしたロゼは、クレイルを睨にらみつけた。

「ふざけた格かつ好こうをしおって……おまえには、プライドがないのか」

「どんな誇ほこりも、ルノアリアの笑顔には代えられませんよ」

　堂々と言いきるクレイルに、呆あきれて首を振ったロゼは踵きびすを返す。

「とんだ時間の無む駄だ遣づかいだ」

「ロゼ、帰っちゃうの……？」

「ああ、アホが伝染する前にな」

「お願い、帰る前に、ひとめでいいからライアに会ってくれないかしら？　実はわたし、彼女を誘うとき『ライアがおめかししたら、ロゼが喜ぶわ』って言っちゃって……」

　ライアを誘うダシに名前を使った罪悪感から、もじもじと胸の前で両手の指を組み合わせるルノアリアを、ロゼは険けわしい表情で睨みつける。

「あの女が……この馬鹿騒さわぎに参加しているとでもいうのか？」

「ええ、会場の奥にいるわ──って、あら？　ロゼ、今日のこと、ライアに聞いていない？」

　問いに答えず、ロゼはルノアリアを押しのけ、会場に踏ふみ入ろうとする。しかし、それを《仕立て屋》のオネエが阻はばんだ。

「だめよっ！　アナタはだめ！　入場条件は、アタシのドレスを着ることっ」

「は？　ふざけるな。ドレスなど着ずに、出入りしている者ばかりではないか」

　眉をひそめるロゼにルノアリアは説明した。この祭りの開催前、最大の功労者《仕立て屋》により選ばれた者は、ドレスの着用を義務づける、と取り決めたのだ。

　取り決めに、さらに興奮した《仕立て屋》は、創作意欲をかきたてられる者には男女を問わず、ドレスを仕立てていたらしい。両手をわきわきさせているオネエを押さえ、ルノアリアは「いいのよ、ロゼ」と苦笑する。

「そうよね、ドレスを着るのなんて、男の人には恥はずかしいものね。ごめんなさい、勝手なことを言って。ライア、せっかくのお祭りなのにつまらなそうにしていて。わたし、ロゼの姿がないせいだと思っていたんだけど……」

　ルノアリアがため息をついた、そのとき、またも会場がどよめいた。

「芸人として、断るわけにもいかないからね」

　すらりとした肢し体たいに、ローブふうに流れたドレスを着こなす美女の正体は、素顔をさらした《詩人》だった。普段は麦むぎわら帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶる彼もまた、麗しい容姿の亜精霊──こちらもまぎれもない美男である。

　黒をベースに、情熱的な赤と、目の覚さめるような白のコントラスト──あでやかな色使いのドレスは、王都の歌姫さながらだ。

　会場の視線は、男性のクレイルと《詩人》がさらってしまった。

　ルノアリアは呆然としてつぶやいた。

「……お、女の子が四人もいるのに……」

　亜精霊の美び貌ぼう、おそるべし。

　ニナも文句なく愛らしいが、ふたりの放つ色いろ香かには幼おさなすぎて及およばない。

　肩を落としながら、ルノアリアは会場の隅すみを振り返る。

　そこには、普段の怠たい惰だぶりが噓うそのように、与えられた椅い子すに行ぎよう儀ぎよく背筋を伸ばしてかけるライアの姿があった。

　艶つややかな黒髪はアップにされ、白いうなじも露あらわにした彼女は、純白のドレスに身を包んでいた。

《酔っ払い魔女》と呼ばれるほど酒飲みで怠なまけ者のライアは、普段、変わった型の暗い色のドレスにとんがり帽子という、いささか怪あやしい格好をしている。

　年寄りのような言葉遣いと、不思議に老成した雰囲気の彼女は、こうして盛せい装そうすると意外にも若々しい。見た目は、二十歳前後といったところか。普段は帽子で隠された素顔は、これまた意外なことに、繊せん細さいな美しい面おも立だちなのだ。

　しかし、顔が露わになった分、闇やみ色の瞳の無表情さが気になった。

　祭りにふさわしくない静せい寂じやくぶりに、心配になったルノアリアが声をかけようとした、そのときである。

　クレイル、《詩人》に続き、みたび会場が沸いた。

　それは、まさかの事態だった。

　カッカッとヒールを鳴らし、颯さつ爽そうと歩いてくる人物がいる。

　惜おしみなく吐き出される、怒いかりのオーラを感じた全員が、その人物に道を譲ゆずった。

　涼すずしげな銀色の瞳。長い銀髪をさらりと背に流し、踝くるぶしまである豪ごう奢しやなドレスの裾を存外器用にさばきながら、会場のど真ん中を突っ切った美女は、ライアの前で止まる。

「……おまえ、なにをくだらんことに付き合っているんだ？」

　声をかけられ、緩かん慢まんに見上げた魔女は、小さく首をかしげる。

「そいつは、お互いさまだろう。ロゼ、よく似合ってるじゃないか」

　闇の瞳がほほえむと、ロゼは言葉を失った。
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　やがて彼は、周まわりの視線が自分に集中していることに気づき、はっと我に返る。

「貴様らっ、なに見てるっ!?」

　誰だれかが、ぽつりと言った。

「ロゼ、よっぽど、ライアのおめかし姿が見たかったんだべ……？」

　会場は不思議な感動に包まれ、割れんばかりの拍はく手しゆが巻き起こる。

　バンザーイ、バンザーイ、スケベ心、バンザーイ……！

　ロゼの男心を賞賛する拍手と歓声は、いつまでもやむことはない。

　げにおそろしき、ノリと勢い──誰が言い出したのか『ドレスお披露目祭り』は、いつの間にやら『女装大会』に変わっていた。

　満場一いつ致ちで、優勝の栄えい冠かんはロゼの頭ず上じように輝いたのだった。
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　精せい霊れい祭さいは盛せい況きようのうちに終了し、翌日の昼下がり。

　前日の祭りとは一転し、広間の雰ふん囲い気きはぴりぴりと険悪だった。

　すっかり片づけられた広間の、暖だん炉ろの前に設置されたテーブルを挟はさみ、館やかたのあるじであるルノアリアと、彼女から呼び出されたロゼが対たい峙じしていた。

　眉み間けんに深い皺しわを寄せたロゼは、うめくように復唱した。

「フィンスタニスの悪評を払ふつ拭しよくするだと……？」

「ええ。悪い噂うわさがあるせいで、フィンスタニス産の野菜が売れないのよね？　ならば、少しずつでも改善していきましょう」

　ロゼを呼び出した理由は他でもない、ルノアリアは一大作戦に着手しようとしていたのだ。

『魔物がばっこし、凶きよう暴ぼうな三人の魔法使いがいがみ合い、住みつくのは狂きよう人じんばかり』

　フィンスタニスは、王宮や街中で、そんなふうに囁ささやかれる悪あく名みよう高い地である。

　それが原因で、『農作物は魔物が舐なめている、食べれば呪のろわれる』という風評が流る布ふしており、フィンスタニス産の作物は市場に買い取ってもらえない。

　確かにフィンスタニスは、とある事情で魔物が現れるものの、作物は舐められていないし、食して呪われるわけでもない。むしろ、フィンスタニスに住まう精霊の加護により、野菜も穀こく物もつもよく育ち、よその地のものよりも味がいいくらいだ。

　精霊は干かんばつや冷害、水害、耕こう地ちの栄養不足から作物を護まもってくれる。だからフィンスタニスでは、精霊のご機き嫌げんをとるためのお祭り『精霊祭』を開かい催さいするのだ。

　魔力に溢あふれる不思議な土地、フィンスタニス。

　千年も昔には、当たり前のように存在した魔物や精霊──現在は数を減らしたそれらが、ここには多く存在する。

　そんなおかしな領地で、ルノアリアは赴ふ任にんしてきて以来ずっと課題としていた『農作物の換かん金きん』に乗り出そうとしているのだが──。

「わたし、ずっと前から、フィンスタニス野菜の評判をよくするためにいろいろと提案しているんだけど……住民のみんなが『ロゼがいい顔をしないから』って乗り気じゃないの。だから、ロゼ。あなたからみんなに勧すすめてほしいのよ」

「知らんな。おまえらで勝手にすればいいだろう」

　勝手にしろ、と言いながら、その顔には「できるものならやってみろ」と言わんばかりの皮肉な笑みが浮かんでいる。

　ルノアリアがこの地へ赴任して、ひと月半が経たつ。

　領主として仕事をしてきて気づいたことは、フィンスタニスにおいて、どうやらロゼの発言力が大きいということだ。ロゼが「ノー」と判断すれば、みながそれに従う空気がある。

　この谷の最古参であるロゼは、明言こそしていないが、住民たちの長おさのような立場にあるらしい。住民の中には、彼に命を救われたと証言する者もいる。

「ロゼ。わたし、フィンスタニス産のおいしい野菜が、外の街のひとたちに誤解されたままなんて、悔くやしいのよ」

　真剣に訴うつたえるルノアリアに、ロゼはしらけて返した。

「綺き麗れいごとをぬかすなよ。あんたは、手っ取り早く金を手に入れたいだけだろう。役立たずのくせにごうつくばり。あんたら貴族は、みんな同じだな」

　ルノアリアには、なにも言い返せない。

　確かに、お金は欲しいし、役立たずというのも真実なのだ。

　領主としての活動資金は不足しており、三人の従者たちへのお給料は未払いである。資金不足を補おぎなうために、領民たちの働きに頼りっぱなしな現状だ。

　たとえば今回の精霊祭のために仕立てた、高価な生き地じをふんだんに使ったドレスは《仕立て屋》がすべて無む償しようで提供してくれた。

　住民たちが、みな優秀で親切であるほど、ルノアリアの焦しよう燥そうは募つのる一方だった。

「あなたの言うとおり、わたしは頼たよりにならない領主で、いつもみんなに頼りきっている。だからこそ、地代として現金収入が欲しいの」

「このおれにどうしろと？　市場の仲なか買がい人にんに『フィンスタニス産のものを買い取らねば呪うぞ』と脅おどしをかけるか？　それとも産地偽ぎ装そうの片棒を担かつぐか？」

　皮肉に笑うロゼに、ルノアリアは目を剝むいた。

「な、なんて恐おそろしいことを言うの……！　冗じよう談だんでもそんなことを口に出すなんて、領主として許さないわよ！」

「ならば、おれにできることはなにもないな」

　話はおしまい、とばかりにロゼは立ち上がり、帰り支じ度たくを始める。

「待って、ロゼ！　どうしてそんな諦あきらめた言い方をするの？　豊かになれば、みんなが幸せになるはずよ。資金が入れば、この谷を、もっと暮らしやすい場所にできる。ひとも増えて賑にぎやかになるし……そうだわ、きっとライアだって喜んでくれる！」

　ライアの名に、扉とびらに向かうロゼの足がぴたりと止まった。

　そうだ、昨日の例もあるではないか。彼を説とき伏ふせるには、ライアを引き合いに出すのが有効なはずだ。ルノアリアはたたみかける。

「前にライアがね、ここを『墓場』だなんて寂さびしいことを言っていたのよ？　それって、ライアがフィンスタニスに不満があるってことじゃないかしら。ねえ、ロゼ、力を借して。彼女のためにも、ここをもっと素晴らしい領く邦にに──」

　振り返ったロゼの剣けん幕まくに、ルノアリアは続く言葉を飲み込んだ。

　激げつ高こうに青ざめ、睨にらみつける銀の瞳ひとみが鋭えい利りな殺気を放はなっていた。

　感情の昂たかぶりに震ふるえる魔法使いの手が、剣の柄つかを摑つかむ。

　唱となえた呪じゆ文もんに鞘さや走ばしった刀身がパリリと雷らい光こうを生み、目にも留まらぬ速さで刃やいばが垂直に一いつ閃せんされていた。

　目の前のテーブルが、ゴウンと音を立てて崩くずれ落ち──天板は、きれいに二等分されていた。

　剣を収め、自らを抑おさえつけるように食いしばった歯の間から、ロゼは息を吐はき出す。

「……これ以上、余計なマネをしてみろ……次にまっぷたつになるのは、貴様だ」

　突風が巻き起こると同時に、ロゼの姿は広間からかき消えていた。

　燃えるような憤ふん怒ぬと、凍こおりつくような殺気とを同時に叩たたきつけられたルノアリアは、膝ひざから力が抜け、その場にへたり込んだ。

「ルノアリア!?」

　破は壊かい音おんを聞きつけたのだろう、厨ちゆう房ぼうのほうからクレイルが広間に飛び込んできた。

　彼は床ゆかに尻しりをつけて座り込むあるじに、慌あわてて駆かけ寄る。

「いったい、なにがあったのですか!?　ロゼが、あなたに酷ひどいことを!?」

「違うのよ……わたしが、彼を怒おこらせてしまったみたいなの」

　いつも、なにかしらにカリカリ怒っているロゼであるが、今回ばかりはルノアリアの言葉に顔色を変えたのは明らかだ──失言だった。

『ライアがフィンスタニスに不満があるってことじゃないかしら』

　ロゼが怒るのも当然だ。以前、このフィンスタニスは『ライアのために用意した場所』だとロゼ本人が言っていた。この地を創った彼の仕事を全否定したも同然だ。

　ルノアリアの震えを怯おびえのせいだと思ったのだろう、かたわらに膝をついたクレイルが、あるじの頭をそっと抱だき寄せる。

「大丈夫ですよ、ルノアリア。あなたには、僕がついています」

「クレイル、ありがとう……」

　優しく頭を撫なでてくれる彼の手のひらのあたたかさと、おだやかな金色のまなざしに、こわばっていた気持ちが次し第だいにほぐれていくのを感じていた。

　──クレイルは、本当に優しいひとね。

　姿は美しく、心は優しく、従者としても優秀な彼は、文句のつけようがない完かん璧ぺきなひとだ。

　プロの楽士としての腕うで前まえを持ち、ダンスの相手までこなしてくれる。炎ほのおの精霊の血を引く『亜あ精せい霊れい』の彼は、炎を自在に操ることができる。

　身の回りの世話はおろか、用よう心じん棒ぼうとしても、ルノアリアにとって、クレイルほど頼もしい存在はいない。

　──気を抜いたら、このひとに甘えきってしまうわ。

　領主としての威い厳げんを保たもつべく「もう大丈夫よ」と笑顔を取り繕つくろい、立ち上がった。

　ロゼは《偏へん屈くつ魔法使い》と呼ばれるほど気難しく、貴族嫌ぎらいである。かつては、この地に赴任してきたばかりのルノアリアを排はい斥せきしようと躍やつ起きになっていた。

　紆う余よ曲きよく折せつを経へて、ロゼの態度は徐々にであるが軟なん化かしつつあったのだ。

「呼び出しを無視せず、ロゼは領主館まで来てくれた。文句を言いながらでも、昨日の精霊祭にだって参加してくれたし──わたしが彼を傷つけたせいで……また振り出しに戻もどってしまうのかしら」

「ロゼは、フィンスタニスに貴族を近づけたくないんですよ。ここは、海も森も山もある、資源に富んだ土地です。なにより精霊の加護が得られるという価値を知れば、喜んで自領にしたがる貴族がいるでしょう」

　そして、なによりも大きな秘密がフィンスタニスには隠かくされている。

　森の奥深く、魔力を生み出す《門》の存在だ。

　おかげで、フィンスタニスには魔力が溢れており、それを糧かてとする精霊が存在できる。

　いいことばかりではなく、《門》は、副産物として同時に魔物も生み出すという危険をはらむ。ロゼが、行動範はん囲いを制限するための結界を敷しいてくれているおかげで、現在、魔物の出現は森の奥深くに限られているのだ。

　結界の構築には、大量の貴石を使用している。

　貴石は、魔法使いにとっては貴重な魔法の媒ばい体たいであるが、美しく輝かがやくそれは、一般的には宝石として非常に高価なものなのだ。

　ロゼは領主として赴任してくる貴族に、その貴石を「自領のものだ」と奪うばわれること、そして魔物を生み出す恐ろしい《門》を壊されてしまうことを懸け念ねんしている。

《門》が壊されてしまえば、魔力の源を失った精霊たちは、たちまち糧を失ってしまう。精霊の血を引くクレイルとて、魔力不足に苦しむことになるのだ。

　フィンスタニスでは、ルノアリアが訪れる前まで、貴族たちを近づけぬよう、わざと魔物が谷中に放されていた。さらに、ロゼとクレイルは『凶暴な魔法使い』のふりをして、谷中で派手な魔法戦を繰くり広げてみせ、『地じ獄ごくのような場所』だと喧けん伝でんし続けた。すべては、《門》の秘密を護るために。

「ロゼが怒ったのも、無理ないのよね……」

　フィンスタニスを安全な場所だと広めれば、ロゼのこれまでの苦労が水すい泡ほうに帰す。

《門》の事情に理解を持つルノアリアが領主として治おさめている間はいいとしても、定められた任期を満了すれば、自分は国王陛へい下かより与えられた権限を失う。新たな領主がフィンスタニスを訪れれば？　その者が《門》の存在を承知するとは限らない。

　一年が経って「はい、さようなら」なんて無責任なことでは、信頼など得られるはずがない。

　ロゼに折られたテーブルの天板に視線を落として、物思いに沈しずむルノアリアに、クレイルが明るい声で提案した。

「気分転換をしましょう。お茶とお菓か子しを用意しますね。表でお仕事をしているフィーちゃんとオルキアさんも呼んできますから」

「ええ……そうね。ありがとう」

　クレイルは、いつでもルノアリアをおだやかなほほえみで励はげまし、優秀な従者として支えてくれる。

　一年が経てば……彼とのお別れの日も訪れる。途と端たん、たまらない寂しさが胸に込み上げてきて、気づけば彼の名が口を衝ついて出ていた。

「クレイル」

「はい、ルノアリア」

「あ、えっと……あのね……」

　意味もなく呼んでしまったことに、赤面してうつむく。

　クレイルが、そっとルノアリアの顔を覗のぞき込んだ。

「どうしました、ルノアリア？」

　息が吹きかかるほどの至近距離で、金色の瞳が艶つややかにほほえんでいる。

　なぜだろう──優しいひとだとわかっているのに、最近、クレイルにこんなふうに見つめられたり、名を呼ばれたりすると、追い詰つめられているような気分になる。

　嫌いになったわけではないのに、反射的に顔を背そむけてしまう。

　胸が軽く圧あつ迫ぱくされたように、息が苦しい。

　不可解な感覚に戸と惑まどっていた、そのときである。

「狼ろう藉ぜき者もの──！」

　フィーの怒声に、ぎくりとしたクレイルが素早くルノアリアから離れたと同時に、バーン！　と勢いよく広間の扉が開いた。

「あははははは！　いいよ、お嬢じようさん、すっごくイイ！」

　勢いよく飛び込んできたのは、高らかに笑う見知らぬ男だった。その後を、怒りの形ぎよう相そうのフィーが追い、ふたりは広い部屋の中をぐるりと周回する。

　男は、笑いながらフィーをあおった。

「ほーら、子こ猫ねこちゃん、僕を捕つかまえてごらん！」

　構図的には、波打ち際ぎわで追いかけっこする恋人同士さながらであるが、いかんせん、背後に迫せまる『子猫ちゃん』は手に鋭利な刃物を構えている。

　フィーの威い嚇かくを児じ戯ぎだと舐めてかかっているのだろうか、刃が間近に迫せまるにもかかわらず、男は余裕──いや、むしろ、幸せそうな表情だ。

　実際に捕まれば、獲え物ものは明日のスープにされかねない──フィーの凶暴性を身をもって知る美び貌ぼうの従者は怯えきり、小動物のようにかたかた震える。

　男の笑い声が、悪夢のように広間にこだまする。

　事態はあまりにも突然すぎて、ルノアリアはぽかんと口を開け、言葉を失うしかない。

　騒さわぎが聞こえたのか、オルキアが広間に駆けつけてきた。

「フィーちゃんが、またカエルでも見つけたか？」

　猟りよう犬けんのような娘むすめをなだめることに関しては、他の追つい随ずいを許さない男の登場に、ルノアリアは我に返ってほっとする。

「オルキアさん！　大変なの、男のひとが、フィーちゃんに襲おそわれていて……！」

　オルキアは、たとえ盗とう賊ぞくが大たい挙きよして押し寄せても動じない勇ゆう敢かんさを持つ騎士である。その彼の顔から、さっと血の気が引いた。

　しかし、ひるんだのは、ほんの一瞬だった。

「やめろ、フィーちゃん！」

　軌き道どうを読み、先回りしたオルキアは彼女の身体からだを捕まえる。

　両りよう脇わきを抱かかえられたフィーは、手足をばたつかせながら抗こう議ぎする。

「放せ、放してください、オルキアさん！　この男、絶対に許さな──っ」

　有う無むを言わさず、フィーは短剣を取り上げられた。

　フィーがどんな暴挙に出ようと、いつもはやんわり諫いさめる程度のオルキアなのに、今日は容よう赦しやがない。

「よせ、フィーちゃん、余計に喜ばせるだけだからっ！」

「なにを言っているんです、オルキアさん。刃を向けられて喜ぶひとなんていませんよ」

「……いや……あのな、おとなの世界にはイロイロあってだな──」

　追つい跡せき者しやを失ったくだんの男は息を切らして立ち止まり、「おお」と瞳を輝かせた。

「オルキアくんではないか！」

　こちらを振り返った男は、ハチミツ色のクセ毛、淡あわい緑色の瞳をした、品のよい顔立ちの青年だ。

「いやあ、まいったまいった！　フィンスタニスに着いて早々、庶しよ民みんのお嬢さんになじられるとは！」

　歩み寄ってくる青年の服は、生地も仕立ても上等だ。

「……相変わらずでいらっしゃいますね……」

　愛あい想そ笑いで返すオルキアに、青年はへろりとほほえみを返した。

「相変わらずなのは、君のほうだ。ますます、お父上に似てきたではないか」

　ふたりは世間話を始める。ルノアリアは、流れについていけず、

「あの方は、オルキアさんのお友達なのかしら」

　助けを求めて見上げたクレイルの表情は、オルキア同様にこわばっていた。

　あるじの視線に我に返ったクレイルは、声を抑えて囁きかける。

「ルノアリア。僕は、あの方のお顔を王宮でお見かけしたことがあります。僕の記き憶おくが確かなら──エンデ国第二王子、ノエル殿でん下かでいらっしゃいますよ」

「おうじ……ええーっ!?」

　エンデ国の第二王子──風の噂に聞くその評判は、あまりいいものではない。

　幼少時は、騎き馬ばに剣、学問に芸術、舞ぶ踏とうに至るまで、優秀な王子であった。

　しかし、十五の歳としに訓練生として軍隊に入れられた途端、『うつけ王子』と呼ばれるようになる。それを境に、滅めつ多たに王宮に姿を現すこともなくなり、遊学という名目で周辺諸国や田舎いなかの保養地で遊び回っている、という噂だ。

　一方、ノエルの兄王子アランは真ま面じ目めで実直であり、評判も高い。王宮では、兄弟王子はなにかと比ひ較かくされている。

　弟王子の幼おさなき日が神童であっただけに、王宮の落らく胆たんは大きく──つまり、ノエルは『残念な弟』というわけだ。

『残念な妹』のルノアリアが複雑な気分になっていると、フィーを小脇に抱えたまま、オルキアは王子に訊たずねた。

「殿下……今日は、どうしてまた、こんなところにいらっしゃったのですか？」

「うむ。ちと観光にな。無理を言って、連れてきてもらったのだよ」

　途端、猛もう烈れつな悪お寒かんがルノアリアの背をぞくりと駆け抜けた。

　嫌いやな予感に衝き動かされ、広間の扉を振り返る。

　不幸なことに、予感は的中した。

　無む駄だに美男子で無駄に有能で、どちらの資質も無駄に腐くさらせているあの男が、腕組みして立っているではないか！

「お、おお、お兄様──!?」
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　悲ひ鳴めいのようなルノアリアの叫さけびに、兄リュシアン・ストライサは形のよい眉まゆをひそめる。

「やれやれ……おまえは、相変わらずの愚ぐ妹まいだな。なにをそんなに驚おどろいている？」

「だ、だって、そんな……どうして──」

「この地は我がロワ伯はく爵しやく家けが拝領した。嫡ちやく男なんのわたしが視察に訪れて、なんの不思議があるというのだ」

「しさつ……？」

　ルノアリアは呆ぼう然ぜんと反はん芻すうした。

　この兄とは、昔から折り合いが悪い。

　そしてなにより、ルノアリアがこの地の領主となった、諸悪の根源たる人物である。

　そもそもフィンスタニスは、享きよう楽らくと放ほう埓らつに明け暮れる王宮の貴族たちにとって『地獄のように恐ろしい土地』として罰ばつゲームじみて拝領させられる、格好の『面おも白しろネタ』的な領地なのだ。

　父伯爵が国王陛下より、その『面白領地』をうっかり拝領したばっかりに、ルノアリアの運命は大きく変わることになる。

　自領を治めるよりも遊ぶことが大好きな父伯爵は、悪名高いフィンスタニスを訪れることを断固拒きよ否ひした。そこで彼は、自分の身代わりとして息子のリュシアンを派は遣けんしようとしたのだ。

　大切な嫡男を危険にさらすつもりはなく、国王陛下の手前、形だけでも「勇敢にもうちの長男が赴おもむいちゃいました！」というポーズを取りたかった父伯爵の当ては外はずれることとなる。

　なぜならリュシアンは、父に負けず劣おとらず、遊び好きの放ほう蕩とう者もの──赴任を父同様に断固拒否したのだ。

　さて問題は、ここからだ。

　こともあろうにリュシアンは、かるーく提案した。

『そうだ。ルノアリア、おまえが行けばいいではないか』

　実の妹を、いわくつきの土地に送り込もうとする兄が、この世のどこにいる？

　ここだ、ここにいる。

　今まさに、美しい顔に忌いま々いましいほど綺麗な笑みを浮かべ、ここに立っている！

　なんでもそつなくこなすことのできる見み目め麗うるわしい兄。

　なんでも凡ぼん庸ようにしかこなすことのできない、十人並みの妹。

　実家では、ルノアリアは『残念な妹』として扱あつかわれ続けた。

　ただ口うるさいばかりの『残念な妹』を煙けむたがっていた兄は、ルノアリアのことなど、どうなってもかまわないと思っているに違いないのだ。

　兄を前にして蒼そう白はくなルノアリアに、オルキアが励ますように声をかける。

「そんなにビビんなって。『視察』っつーけど、この放蕩者が相手なんだぜ？」

「オルキア。そういう悪口は本人のいないところで言うものだろう？」

「視察に来ること、口外無用だっつったのはおまえ自身だろ」

　リュシアンが「おや？」と、首をかしげた。

「本当に言わなかったのか？　君はルノアリアの味方だとばかり思っていたが」

「おまえなぁ……なにが、『日常を精査するため、抜き打ちであることに意味がある』だよ」

　呆れてため息をつくオルキアに、まばたきしたルノアリアが問う。

「オルキアさん……お兄様がいらっしゃることを知っていたの？」

「ああ、黙ってて悪かった。おれ、一応騎士だろ？　こいつの命令に従っとかなきゃなんねえのよ。今のおれの預かりは、ロワ伯爵家だからさ」

「オルキア。君という男は……律りち儀ぎなのか、適当なのかハッキリしたまえ」

「おまえが、こんな奇き襲しゆうじみたことをしない、正々堂々とした兄貴になるっていうなら、キッチリ敬うやまってやるぜ？」

　友人同士のリュシアンとオルキアが軽口を叩き合う姿に、ルノアリアは、自分がショックを受けていることに気がついた。

　兄の言うとおり、オルキアはいつでも自分の味方だとばかり思っていたのだ。

　けれど実際、騎士の立場のオルキアは、ルノアリアよりも伯爵家の嫡子リュシアンの命令を優先した。

　オルキアがいつでも助けてくれているのは、ルノアリアが伯爵家の娘だから。

　いかに自分が伯爵令れい嬢じようという立場に護られているか、よくわかっていたつもりなのに──改めて『ルノアリア』個人の無力さを痛感せざるを得ない。

　唇くちびるを嚙かみしめてうつむくルノアリアに、リュシアンが「ところで」と訊ねる。

「この地では、テーブルはこのように設置するのが正しいのか」

「え……」

　兄の指さす壊れたテーブルに、ルノアリアはますます青ざめる。

　正直に話すわけにはいかない。

　それは、自分が頼りにならない領主なばかりに、領民が壊したものなのだから。

　ロゼとの反目が露ろ見けんすれば、ろくろく統とう治ちしきれていないことが丸わかりではないか。

　冷や汗を流しながら、ルノアリアは「そ、それよりも」と話題をそらそうとする。

「お、お兄様、王子殿下とはどういったお知り合いでいらっしゃるの？」

　みなの会話を興味深そうに眺ながめていた王子殿下が、リュシアンに代わって答えた。

「リュシアンとは、訓練生時代に出会って以来、懇こん意いにしているのだよ。ちなみに、オルキアくんとも、同じ時期に出会ってね」

　ルノアリアには初耳だった。

　エンデ国において貴族の子弟は、兵卒と共に軍事訓練に参加するのが慣例だ。

　リュシアンは他に代わりのいない大切な嫡子なので、母をはじめ、一族中から参加を反対されていたのだが、本人の強い希望により退しりぞけられた。伯爵位を継つぐからには、世間知らずではいられないと。

　──そうよ、あの頃のお兄様には、志こころざしがあったわ。

　イヤミな性格こそ今と変わりないが、老ろう執しつ事じオーティスに統治についての教えを乞こい、爵位を継ぐ準備を着々と整えていた。

　ところが訓練を終えて帰郷した途端、リュシアンは放蕩に走りはじめたのだ。

　家には寄りつかなくなり、外では女道楽にうつつをぬかす。

　ルノアリアは、はた、と思い至った。

　志ある兄が放蕩に走った、その転換期は、優秀だった王子がうつけ王子に堕おちた頃と……同じ、ではないか？

　ということは、殿下を悪い遊びに誘さそい込んだのは……。

「都みやこや保養地へ赴おもむくのに、遊び仲間がいらっしゃるとは知っていましたが、まさか──」

　リュシアンに代わり、王子がへろりと答えた。

「そのとおり。あなたの兄上とは、よく一緒に遊びに繰り出すのだよ。ふむ？　妹君は、それが、このノエルとは知らなかったか」

　──知らなかった！

　なにしろルノアリアは、王宮の宴えん会かいを好まず、自領に引きこもりがちだったのだ。

　ごくたまに、父が招まねかれた舞踏会にお供として出向いたが……そのときはロワ伯爵家の当主の手前、リュシアンの話題は上のぼらなかったのだろう。

　ルノアリアは、ハッと我に返った。

「そ、そうですわ、お兄様！　抜き打ちの視察はともかく、突然、連絡もなく王子殿下をお連れになるなんて──殿下をお迎むかえする準備もしていないのに……殿下のおそば仕づかえや、護ご衛えいの方はどちらにいらっしゃるんですか？　その方々にも、おもてなしをしないと──」

　おろおろしていると、兄は言った。

「フィンスタニスを訪れたのは、殿下とわたしのふたりだけだ」

「ええっ!?」

　驚くルノアリアに、ノエル王子はへろりと笑って手を振った。

「なに、気を遣わないでくれたまえ。リュシアンとふたりだけで旅をするのは、今回に限ったことではないんだ。それに、今回の訪問は公務ではない、ただの遊びであるよ」

「おそれながら申し上げますわ、殿下。フィンスタニスには魔物が出るのです」

　集落からはだいぶ魔物が減りこそしたものの、この谷は、まだ安全な土地だとは言いきれないのだ。

　深刻なルノアリアに、しかし王子は「そこなんだよ」と身を乗り出す。

「あなたがいかにして凶暴な魔法使いや魔物を飼かい慣らしたのか、大変に興味深いのだ。どんなに勇ましい騎士も、優秀な地代の取り立て人もはだしで逃にげ出すという悪名高いフィンスタニスに赴任してから、ひと月半──あなたは、順調に逗とう留りゆう記録を塗ぬり替えているではないか。『ロワの女王』の娘であり、リュシアンの妹君だというあなたの手しゆ腕わんを、ぜひとも目まのあたりにしたくてね」

　好奇心を丸出しに瞳を輝かせるノエル王子がルノアリアの手を取ると、オルキアに小脇に抱えられたフィーが「気安く触さわるな！」と声をあげる。

「ルノアリアは立派にお役目を果たしているのです。それを『興味深い』とは──我が君は、見み世せ物ものではないのですよ！」

「お、おやめなさい、フィーちゃん。王子殿下の御ご前ぜんですよっ」

「いや……いいのだよ、ルノアリアどの、止める必要はない」

「ですが──」

　緑色の瞳をふっと斜ななめ下に伏せ、ノエルはため息をこぼす。

「確かに、そのお嬢さんの言うとおりだ。あなたは悪名高い地で、勇敢にも役目を果たしているのに、わたしは遊び気分の物見遊ゆ山さんで訪れた。だから、ルノアリアどの、そのお嬢さんを責めるのはやめてくれたまえ。責めるなら、このノエルを責めてはもらえまいか」

「殿下……」

　真剣な王子殿下のまなざしに、ルノアリアは感動した。

　噂でこそ、放蕩だうつけだと囁かれている王子殿下だが、庶民の娘であるフィーをかばうその姿──なんて、お優しい方なのかしら！

「そうだ、ルノアリアどの。責めるなら、そのお嬢さんと一緒に責めてもらえまいか？　存分に罵ののしって……いや、いっそ、踏ふんでもらえまいか、こう、ぐりぐりと──」

　心なしか、息の上がりはじめた王子をさえぎり、オルキアが声をあげた。

「おそれながら、殿下っ！　わたしとこの娘は下がらせていただきますのでっ！」

　オルキアは、口の中でぼそりと続ける。

「変態の毒どく牙がにかけられてたまるか……」

「ん？　なんだい、オルキアくん。悪口なら、罵ば倒とうするくらいの声量で頼たのめるかい」

「心得ておきます、殿下」

　オルキアは、フィーを抱えたまま拝礼した。

　退室するオルキアとフィーの姿を心細い気持ちで見送るルノアリアは、「裏切り者め」というリュシアンの恨うらみがましいつぶやきに気づかなかった。

「かさねがさねのご無ぶ礼れいをお許しください、殿下」

　詫わびるルノアリアに、ノエルはへろりと笑って言う。

「いやなに、気にしないでくれたまえ……それにしても、あの庶民のお嬢さん、わたしが王子と知っても容赦がなかったね。そして言い分が直球で正論な分、心にざっくり突き刺ささる。ああ、いっそ、あのまま刺してくれてもよかったのに──」

　あらぬ方向に向かってぶつぶつつぶやくノエル王子の緑色の瞳は、夢見るようにきらめいている。

「……殿下？」

　首をかしげるルノアリアに、リュシアンがため息交まじりに声をかけた。

「もういい、ルノアリア。殿下のことはもう視界に入れるな。なにかおっしゃっても、ショウジョウバエの羽は音おとだとでも思って耳に入れるな」

「…………！」

　驚きよう愕がくに顔がん色しよくと言葉を失ったルノアリアは、悲鳴のように叫んだ。

「ななな、なんてっ、なんてことをおっしゃるんです!?　見み損そこないましたわ、お兄様！　いくら殿下と懇こん意いにしていただいているからといって……不ふ遜そんがすぎます！」

　兄は、心底嫌そうに視線を外して冷たく言った。

「……自分の仕事も満足にこなせぬ未熟者は黙っていなさい。この世には、知らぬほうがいいこともある。特におまえのように抜けたところのある娘はな」

「リュシアン、妹君を責めるのはやめたまえ」

　割って入った王子が、拳こぶしを握にぎりしめて叫ぶ。

「『抜けている』？　淑しゆく女じよを辱はずかしめるなんて、君はいったいどういう了りよう見けんでこの僕の旅の供をしているのだっ!?　いつも言っているだろう、責めるのなら、わたしを責めたまえ。わたしをなじりたまえ、罵りたまえ！　な、なんだったら、その、ふ、踏めばいいではないか！」

　怒りのあまり気が高ぶっているのだろうか、「さあ、どうぞ、早く、ほら!!」と、挑ちよう発はつするノエルの頰ほおが上気している。

　──殿下、わたしをかばってくださるなんて。本当に、お優しいお方だわ……。

　心打たれたルノアリアのまなじりに涙が光る。

　刃を向けた庶民の娘のフィーを笑って許す、海のような心の広さ。

　悪口を言うなら聞こえるように、と注意する正々堂々とした態度。

　陰いん険けんな兄とは、まるで正反対！

　ルノアリアは確信する。ノエル王子が『残念な弟』なんて噂は、でたらめに違いない。

　すっかり感動したルノアリアは、憧あこがれに輝くまなざしでノエルを見つめた。

「殿下は、お兄様と違って高潔でいらっしゃるのですね」

「……高潔……」

　リュシアンはうめくように妹の言葉を反はん芻すうし、ノエル王子は柔らかなクセ毛を得意げなしぐさで払ってみせる。

「ははは、エンデ紳しん士しとして当然のふるまいであるよ」

「……王子殿下、これ以上、エンデ国の品位を貶おとしめるのはやめてください。もう黙っていてください。息もしないでください。あなたの吐いた空気を吸ってしまうと想像しただけでも、生きていることに絶望できますから」

「お、お兄様！」

　兄の非礼をとどめようとする妹に、ノエル王子は、ばっと腕を伸ばして制した。

「よい……よいのだ、妹君……。そう、だな……わたしはもう黙っているとしよう。存分に放置──ああ、いや、兄妹同士、積もる話もあるだろう……」

　片手で目元を覆おおい隠す殿下の両りよう肩かたが、なにやら震えている──本当は、兄の暴言に頭にきているところを、自制しているのだろうか。

　──殿下……本当に、お心が広くていらっしゃるんだわ……。

　幸福にもルノアリアは知らない──この場合、はるかに心が広いのは兄であることを。

　行ぎよう儀ぎよく椅い子すにかける、王子殿下。

　とばっちりに怯えるクレイルは、人じん畜ちく無む害がいオーラ全開で空気と同化している。

　ろくでもない面メン子ツにざっと視線をめぐらせたリュシアンは、ため息をひとつつき、妹に視線を戻した。

「ルノアリア。おまえは、どうして報告書のひとつもよこそうとしない？　オーティスが気を揉もみ、自分がフィンスタニス赴任を代わると息巻いている。『ロワの女王』の名めい誉よにかけて、とね」

『ロワの女王』とは、ルノアリアの亡なき母エレオノールが民衆からつけられたあだ名である。

　ロワ伯爵本家の唯ゆい一いつの血筋であったエレオノール・ストライサは、統治能力に欠けた婿むこ養よう子しの夫に代わり、見事にロワ地方を治め続けていた。

　その見事な手腕、そして彼女自身の威い風ふう堂どう々どう、女王様然としたふるまいから『ロワの女王』と呼ばれることとなったのだ。

　そしてオーティスとは、母の生まれる前からすでにストライサ家で執事として働いていた老執事だ。厳格であるが、筋の通った公平な仕事をする彼は、『ロワの女王』の腹心であり右腕であった。

　早くに父を亡くしたエレオノールにとって、オーティスは父のような存在であったのかもしれない。ルノアリアにとっても、父伯爵よりよほど頼もしい老執事は、祖父のような存在だ。

　そんなオーティスに心配をかけたくなかった、というのがルノアリアが実家に報告書を送付できなかった理由のひとつであるが──とても報告できるような現状ではない、という事実も否定できない。

　収入はすべて農作物などの『現物』と、領民に仕事を手伝ってもらう『賦ふ役えき』。従者への給料はいっさいが未払い。

　新たに雇やとったクレイルへの報ほう酬しゆうはルノアリアの『おいしい心』。

　現時点でのルノアリアの領主らしい功績は「領民の精霊化による破は壊かい行こう為いを未然に防いだ」……。

　こんな非常識な現状を報告すれば、常識的で現実的な老執事を困こん惑わくさせることは明らかだ。

　ましてや、オーティスがルノアリアに代わり、この地を訪れたとなれば──。

「まさか、お兄様までオーティスに交代を、だなんて考えておられるの!?」

「場合によっては」

「彼は高こう齢れいです」

「おまえは未熟だ」

「……おっしゃるとおり、わたしはまだまだ未熟ですが、みなの助けでなんとかやってきています。このまま一年間、やり抜いてみせます」

　簡単に屈くつしてなるものか！

　ルノアリアは、背筋を伸ばして言い放つ。

『ロワの女王』の名誉にかけて、やすやすと退ひくわけにはいかないのは、ルノアリアとて同じなのだ。

　力不足はあれど、やましいことなどなにもない。

「わかりましたわ。お気の済むまで『視察』をなさってください」

　手に入れた地代は、ルノアリアの好きに使っていいと、赴任前に約束をもらっている。

　金欠を咎とがめられさえしなければ、死角はどこにもないはずだ。

　臆おくせず挑いどむ視線を返す妹と、まっぷたつに天板の割れたテーブルとを交互に見比べてから、リュシアンは小さく首を横に振る。

「『市場の仲買人に脅しをかける』？　『産地偽装の片棒』？　『次は貴様をまっぷたつ』？　おまえは、領民とずいぶん物ぶつ騒そうな話をするのだな」

　それは、先ほどのロゼの発言ではないか。

　ルノアリアはぎょっとして叫んだ。

「お兄様、盗ぬすみ聞きしていらしたの!?」

「人聞きの悪いことを言うな。あれだけ大声でやりあっていて、聞こえないと思うほうがおかしい。相手は、いったい、どこのヤクザ者だ」

「そ、それは……」

　この場で名を出していいのか、ためらわれた。

　なにしろロゼは、怒りっぽく貴族嫌いの《偏屈魔法使い》。

　そして、リュシアンは口を開けば厭いや味みばかりの、ひとを怒らせる天才だ。

　想像するだに相あい性しようの悪そうなふたりを対面させれば……？

　怒り狂くるったロゼが、テーブルで済まず、領主館を全壊させてもおかしくない。

　青ざめる妹に、リュシアンは冷たく笑う。

「答えられぬ相手なのか？　気の済むまで視察しろと言った、舌の根も乾かぬうちに、これか」

「こ、答えられますっ。彼は領民のひとりなんです。その……少し気難しいひとで」

「気難しい。いとまの挨あい拶さつに、テーブルをまっぷたつにするほどに？　フィンスタニスは国王陛下より統治を仰おおせつかった領地。たとえ相手が先住者だとしても、いいように脅され、舐められているというのなら、ゆゆしき問題だな」

「大丈夫です、問題ありません」

「それを判断するのは、わたしだ。そして問題があれば、おまえをロワへ連れ帰る」

「勝手ですわ！　わたしが赴任することを提案したのはお兄様よ！」

「三日も経たずに音ねを上げると予言した」

「わたしは、音を上げていません！」

「それよりも悪い。『産地偽装』だと？　小悪党のような汚お職しよくに手を染めようというのか？　浅ましい……ロワ伯爵家や、母上の名に泥どろを塗るつもりか？」

　大変な誤解であるが、尊敬してやまない、崇すう拝はいしていると言っても過言ではない母を引き合いに出されたルノアリアは、ぎくりと息を吞む。

「有意義なひと月半だったということだ。おまえに統治の仕事は荷が勝ちすぎると、よくわかったのだからな」

　まるで、もう引き上げが決定しているような言いざまに、悔しさのあまり腹の底から震えが込み上げる。

　兄は、言ったものだ。

『どんなにあがいても、おまえでは、母のようにはなれないよ』

　そんなことは知っている。自分では、偉い大だいな『ロワの女王』に及ぶことなど到とう底ていできないだろう。

　それでも、母に誇ほこれる自分になりたい。

　彼女に、そして自分にも恥はじぬよう生きたいのだ。

「わたしは……ロワ伯爵家を出ることを覚かく悟ごで、『フィンスタニスのルノアリア』を名乗っています。任期満了までロワへ帰るつもりはありません。お兄様がわたしを認めてくださらなくても、国王陛下からご許可をいただいているのですから」

「陛下より拝領したのは、ロワ伯爵家であるということを努ゆめ々ゆめ忘れるな。おまえは『代理』にすぎない」

「そ、それでもっ、お兄様の命令に従ういわれはありません。当主はお父様なんですから」

　訴えるルノアリアに、リュシアンはふっとため息をついて首を振った。

「父上には……今年いっぱいで退位していただく」

「……は？」

　エンデ国では、原則として父親が亡くなるまで、嫡子が爵位を継ぐことはない。

　しかし、ロワ伯爵家は例外──なにしろ父ヴァンサンは婿養子だ。

「以前から、その話は上がっていた。父上は伯爵位をわたしに譲ゆずり、都の別べつ邸ていに移り住みたいと希望しておられた」

　──お兄様が伯爵位を継ぐ？

　それでは、賭かけの行方ゆくえはどうなるのだろう？

　ルノアリアは、今回のリュシアンの来訪は、彼が賭けに負けたくないばかりに、難なん癖くせをつけに来たのだと思っていた。

『国王陛下が定められた一年間、ルノアリアがフィンスタニスの領主としてしのぎきることができれば、リュシアンは伯爵家の嫡男として自覚を持ち、自領のために真面目に働く』という賭け。

　ルノアリアの失敗を、伯爵位継けい承しようを引き延のばす口実に使おうとしている？　それとも、継いだところで真面目に働く気はない、ということか？

　ルノアリアは混乱した。

　兄リュシアン──その言動は、昔から不可解で、たまにちぐはぐに矛む盾じゆんする。

　亡き母を愛し、誇っているにもかかわらず、「ロワの安あん寧ねい」という母の願いを裏切るように放蕩に走る。

　ルノアリアのすることに、強く反対をしていたかと思えば、ぴたりとなにも言わなくなることもあった。

　たとえば一年前、ルノアリアが乗馬の稽けい古こをしたときの話だ。

『ロワの女王』は、自みずから馬を駆り、自領内の見聞を広めたという。

　それに憧れ倣ならおうと、乗馬の稽古を始めたルノアリアを、兄は止めた。

「馬に乗ったところで、おまえは母のようにはなれぬ。怪け我がをするのがオチだ」

　それが悔しくて、ルノアリアは躍やつ起きになった。

　結果──兄の予言どおり、遠乗り中に落馬し怪我をしてしまう。どれだけ勝ち誇られ、ねちねち厭味を言われるかと身構えていたが、痛めた足を引きずる妹にリュシアンがかけた言葉は、たったのひと言だった。

「以後、気をつけなさい」

　母によく似た面おもざしには、それまで見たことがないほど暗いものが差していた。

　日ごろからルノアリアを『愚妹』と放言しながら、こんなときに限って、言葉もなく失望する──それは、なじられ、咎められるよりもずっとつらいことだった。

『ロワの女王』を母に持ちながら、優秀でもなければ美しくもない凡庸な自分は、兄に疎うとまれている。それを思い知らされるたび、わだかまりは澱おりのように胸にこごった。

　兄妹仲は冷え込み、ルノアリアは乗馬の稽古をやめた。

　──そうよ……この視察は、挽ばん回かいのチャンスなんだわ！

　これ以上、失望されたくない。

　今こそ、ルノアリアが立派に統治しているさまを、見せるべきときなのだ。

　自分が、誇りある『ロワの女王』の娘であると示すことができれば、母を愛した兄とて、誇りあるロワ伯爵として働く気になるはず──そうだ、今度こそ……！
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　夕食が済んだ後、厨房で後片づけをするクレイルに、ルノアリアは詫びていた。

「ごめんなさいね、クレイル……予告もなく、おもてなしの晩ばん餐さんの用意なんて、大変だったでしょう？　もう、お兄様ったら！　いきなり王子殿下をお連れするなんて、本当に非常識なんだから！」

　ぷりぷり怒るあるじに、クレイルは仕事の手を休めずに、おだやかに言った。

「僕は、リュシアン様はすばらしいお方だと思いますよ。お出しした夕食を残さず召めし上がってくださいました」

　ルノアリアは苦笑する。ご飯を全部食べたことを褒ほめるなんて、子供相手ではあるまいし──。

「当然よ。クレイルの作ってくれる食事は、とってもおいしいもの」

「ありがとうございます、ルノアリア。ですが、食材は『悪名高い』フィンスタニス産のものなのですよ？」

「え？　あ……」

　言われてみれば、そのとおりだ。

　リュシアンだけでなく、王子殿下も普ふ通つうに食事をしていたではないか。

　今さら驚くルノアリアに、クレイルはほほえんで言った。

「お兄様は、あなたのことを、よほど信頼しておいでなのでしょう」

「そうかしら……信頼していたら、抜き打ちの視察なんてしないと思うけど……」

「きっと、ルノアリアを心配していらっしゃるのですよ」

　心配しているには違いない。

『おまえに統治の仕事は荷が勝ちすぎる』と兄は言った。

「……そうね。悔しいけど、お兄様のおっしゃることは正しいのよね……」

　クレイルの前では、つい弱音が口を衝いて出てしまう。

　覚悟だけでは、大切なひとを護ることはできない。

　望まぬ婚約者が訪れた折に、ルノアリアは「ストライサ家を捨て『フィンスタニスのルノアリア』となる」と、兄のいる前で宣言した。

　しかし、実際に『伯爵令嬢』という身分を捨てれば、自分はただの娘にすぎぬと再確認したばかりだ。

　フツーの娘のルノアリアが、優秀な従者や領民たちの力を借り、無む謀ぼうな領主生活をつつがなく送ってこられたのは、肩書きのおかげ。

　けれども、だからこそ──。

「みんなに、伯爵家の娘としてではなく、『ルノアリア』として、なにかを返したいわ」

「僕はたくさん、あなたに返していただいていますよ」

　優しいクレイルの気遣いに、沈む気持ちを心の奥に追いやって、ほほえみを返す。

　ルノアリアが暗い気持ちになれば、唯一、亜精霊のクレイルに報酬として返すことのできる『おいしい心』すら、なくなってしまうから。

「わたし、ロゼとふたりきりでもう一度、じっくり話をしてみるわね」

　リュシアンには、ロゼとの会話で誤解を与えたままなのだ。

　ルノアリアは兄を早々に追い返すため、とりあえずの課題を定めた。

　まずは、ロゼとの関係を良好にし、それを示してみせよう。それにはロゼとの距きよ離りを縮めねばならないのだが……いったい、どうするべきだろう？

「ロゼって、あんなふうに乱暴にふるまっているけど……本当は律りち儀ぎなひとなんじゃないかしらって思うのよ」

　昨日の精霊祭でも、きちんとルールを守って、女装までしてくれた。

　魔法の技わざを持つロゼは、会場に入りたければ、暴力で押し入ることだってできたはずなのに。

「ねえ、クレイル。ロゼのドレス姿、素す敵てきだったわね」

　クレイルという超絶美青年がいつもそばにいるので、美的感覚が麻ま痺ひしかけていたが──。

「いつも幽ゆう霊れいみたいに暗い顔をして、真っ黒なマントを着ているけど……ロゼって実は美男子だと思わない？」

　ルノアリアは家事の手を止めないクレイルの端整な横顔を見つめ、麗うるわしい月の女神のような姿を思い出す。

　──ロゼも素敵だったけど、やっぱり一番素敵なのは、クレイルだわ……。

　作りものめいて整った顔立ち、象ぞう牙げのようにきめの細かな肌はだ、金糸のような艶つややかな髪──。

　クレイルは、王宮で楽士を務つとめ、王女殿下に見染められたほどの美男子だ。

　そんなひとが、この自分に仕え、今まさに目の前で家事をこなしてくれているのだから……いまさらながらに夢のような話だ。

　ふと、皿に落ちていた彼の金色の視線が、ルノアリアに向けられた。

　目の合ったルノアリアは、かあっと頭に血が上のぼり、慌てて視線を外す。

　やはり最近、クレイルに見つめられると、胸がきゅっと締しめつけられたように、少し苦しくなる。

　こんなふうになったきっかけは──アレだろうか。

　以前、赤い髪のクレイルに、ベッドの上で『キスする』と囁かれたことがある。

　あれは、『おいしい心』が目当てであったとわかっている。わかっているけれど、男性とお付き合いしたことのないルノアリアには、あまりにも刺し激げきが強すぎた。

　眠ねむる前にベッドの中であのシーンを思い出すと、なかなか寝ねつくことができないほどだ。

「ルノアリア？　どうしました、ぼうっとして」

「え!?」

　いくら優しいクレイルが、ルノアリアのどんなことでも受けとめてくれるとしても『あなたにキスされることを妄もう想そうして眠れません』だなんて、教えられるわけがない。

　──恥はじ知しらずで、はしたない娘だなんて軽けい蔑べつされたら、絶対に嫌だもの……！

　耳まで赤くなりながら、罪悪感に黙り込んでいると、彼は寂しげにほほえんだ。

「ルノアリアは……ずいぶんロゼのことが気になるみたいですね」

「へ？　ロゼ……？」

「以前も、『ロゼのことが一番気になる』とおっしゃっていましたね」

「えっと──」

　──そんなこと、言ったかしら？

　すっかり記憶から抜け落ちているのだが、さっき考えていたことを知られたくなくて、クレイルの見当違いに大きくうなずく。

「ええ、そうなのよ。ロゼのこと、すごく気になるわ！」

　まったくの噓を言っているわけではない。実際、ロゼについて気になっていることはある。

　ロゼとライアの、謎なぞの関係についてだ。

　ライアとは恋人でも夫婦でもない、とロゼは、はっきりと否定していた。

　しかしルノアリアは、以前、ロゼがライアを強く抱きすくめている姿を目もく撃げきしたことがある。恋愛沙ざ汰たに疎いルノアリアでさえ、ロゼの激しい情熱を垣かい間ま見た。

　対して、ライアは冷ややかですらあった。

　ふたりの温度差は顕けん著ちよで、どうもロゼのほうが片想いをしているようなのだ。

　おせっかいだとわかっていても、仲を取り持つ方法があれば、手助けしたい。

　──ライア、ロゼに気に入らないところでもあるのかしら？

　ロゼは、いつも眉間にしわを寄せた仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

　怒ってばかりいて、口が悪くて、乱暴で、漆しつ黒こくのマントが陰いん気きで幽霊みたいで……。

　──あら、けっこうありそうね。

「わたしが言うのもなんだけど、ロゼは普段からもう少し身み綺ぎ麗れいにすればいいのよね。美男子が、もったいないと思わない？」

「え、ええ……」

　考えに没ぼつ頭とうするルノアリアは、相あい槌づちを打つクレイルの憂うれい顔に気づかなかった。

「それに、あんな怖い顔をしないで、もっと素敵な笑顔だったら──」

　たとえば、クレイルのように。

　──ロゼは、少しくらいクレイルを見習えばいいんだわ。

　ライアのおめかし姿を見たときにだって、褒め言葉のひとつもなかった。

　あれだけ情熱的に抱き寄せることはできるのに、どうして言葉で表せないのだろう。見ているこっちが、もどかしい。

　ライアとロゼが、うまくいけばいい。ふたりが幸せになれば、きっとライアは『ここは墓場』だなんて寂しいことを言わなくなるはずだから。

　──そうなれば、素敵なことだわ……。

　ルノアリアは、うっとりと夢想する。

　伯爵令嬢の彼女にとって、恋愛ごとはおとぎ話と同じくらいに他人ごとだ。

　だからこそ、つい他人に理想の姿を預けてしまうのかもしれない。

　羨せん望ぼうと憧どう憬けいに頰を染めていると、かまどの火がパチリとはぜた。

　なにげなくそちらに視線をやったルノアリアは、ふと思い出す。

　赤い髪のあのひとの、心を焦こがす熱いまなざし。

　耳の奥に、甘い囁きが蘇よみがえる。

『キスするから』

　もしも、あのままクレイルに抱きすくめられ、情熱的にキスされていたら──。

「ルノアリア？」

　呼ぶ声につられ、半分呆ほうけた状態で見上げてみると、クレイルのまなざしがこちらを覗き込んでいた。

　彼の腕が伸びてくる。

　頰に触ふれるあたたかな指は、あの日、ベッドの上で頰を撫でた熱い指と同じ。あのとき、彼の熱い唇が、この肩にキスをし──。

「ぅきゃあああああ!?」

　夢とうつつが混こん濁だくし、錯さく乱らんしたルノアリアは彼の手を激しく振り払っていた。

　驚いたクレイルは、ぱっと手を引き距離を取る。

「も、申し訳ありません！　ご無礼を──」

　顔色を失うクレイルに、ルノアリアは慌てて首を振った。

「ち、違うのよ、ごめんなさい！　わたしっ、別のことを考えていて──」

「ずっと……ロゼのことを考えているんですか？」

　はしたない妄想に呆けていました、なんて口が裂さけても言えやしない。

　うまい言い訳が見つからなかったルノアリアは、またも誤解に乗っかった。

「そう！　そうなのよ！　わたし、ずっとロゼのことを考えていたの」

　クレイルのほほえみは、いつもと変わらぬおだやかなものだが、瞳には暗いものが差していた。

　彼は、『おいしい心』を効こう率りつよく手に入れたくて、ルノアリアに触れるのだ。

　自分はお給料代わりの『賄まかない飯めし』──いわば『ごはん』にすぎず、自じ意い識しき過か剰じようにも悲鳴をあげてしまったものだから、クレイルを傷つけたに違いない。

　いつまでも、ただの『ごはん』のままではいたくない。

　姿も心も美しく完璧なこのひとにふさわしいような、立派なあるじになりたい。

　そう願う一方、頭の中で、妄想恋愛の相手をさせるなんて──。

　──わたし、最低だわ！

　恥ずかしさと情けなさのあまり、だんだん目の前が暗くなってきた。

「ルノアリア？　顔色が悪いですよ」

　クレイルが伸ばしてくれた手を、ルノアリアは今度はそっといなしてほほえむ。

「ありがとう、平気よ。少し疲つかれているだけで……」

　優秀なクレイルは、ルノアリアの食べ物や飲み物の好みも、起床や就しゆう寝しんなどの行動パターンも、驚くほどよく把は握あくしてくれている。

　今、彼に触れられれば、このやましい下心だって悟さとられてしまうかもしれない。

　ルノアリアは、ぐっと背筋を伸ばして、意識を切り替えた。

　──ごめんなさいね、クレイル……わたし、がんばるから！

　兄を追い返すためにも、強くて頼れる領主であることを証明してみせる！

「わたし、もう休むわね。クレイル、おやすみなさい」

「お部屋まで、お送りします」

「ひとりで大丈夫」

　──そう、大丈夫よ。今晩は、あなたのことを思い出したりしないから。

　ルノアリアは振りきるように、クレイルに背を向けた。







　自室に戻るあるじの背中を、クレイルは呆然として見送っていた。

　──……悲鳴をあげられてしまった……。

　彼女に振り払われた手に視線を落とし、ため息をつく。

　ルノアリアは、将来、実家と領地のためにふさわしい結婚を考えているという。

　だから自身の恋愛には興味がない、とうそぶいているものの、彼女とて年頃の娘だ。興味がないのではなく、自らに禁じているのだろう。

『わたし、ずっとロゼのことを考えていたの』

　最近、避さけられているとは思っていたが……精霊祭にロゼが現れたときの、喜びよう──ルノアリアはロゼに惚ほれ、その影えい響きようで、異性である従者に対しても意識してしまい警けい戒かいしているということか。

　これまで、絶大な信頼につけいり、触り放題だったのに──。

　──調子に乗って、べたべたしすぎたツケが回ってきたのだろうか？

　クレイルの知る限り、ルノアリアの好みの男性像は『誠実な紳士』。

　もしも、ライアに対するロゼの態度がルノアリアの目に『誠実で一いち途ずな愛』に見えているというのなら、間違いを正したいところだ。

　あの《偏屈魔法使い》は、偏へん執しつ的てきなだけなのだ。

　しかし、偏執的だろうが粘着気質だろうが、ロゼはクレイルよりも、はるかにルノアリアにふさわしい。

　なぜなら彼は人間で、自分はひとにあらざる亜精霊。

　クレイルは、精霊や亜精霊にルノアリアを触れさせたくないとは思うものの、人間に対して嫉しつ妬とすることはない。

　これは、今回に限ったことではない。この五十年の間、クレイルは、どんな女性と恋をしようとも、対たい抗こうする人間の男性が現れれば例外なく退ひいた。

　自分には、どんなにあがいても絶対に越えることのできない壁かべがある。

　ルノアリアは、その向こう側にいる。

　その諦てい観かんは、嫉しつ妬との炎が身の内で燃え上がるのを制してくれるのだ。

　虚むなしい現実を振り払おうと、クレイルは前向きに考えてみる。

　──仮に、ロゼとルノアリアが婚こん姻いんしたとなれば、どうだろう？

　貴族でこそないものの、ロゼは能力も財力も兼かね備そなえている。

　そしてルノアリアは、フィンスタニスという地が気に入っている様子だ。

　フィンスタニス維い持じという目的のため、ふたりが政略的に結婚することは、まったく実現しないこともない。

　ルノアリアがロゼの妻になったとしても、慎しん重ちように積み重ねてきた信しん頼らいさえ崩さなければいい。クレイルは従者として、彼女のそばにいられる。

　これまで通りに『あなたの心がお給料代わりの賄い飯なんです』という口実で、彼女に触れることができるのだ。

　亜精霊のクレイルは、魔力溢れるフィンスタニスを訪れる前は、慢まん性せい的てきな魔力不足にあえいでいた。

　魔力の代だい価かエネルギーは『人間の喜びの心』である。

　魔力に溢れるフィンスタニスでは必要不可欠なわけでないが、長年の習慣で染みついたのは、もはや病やまい──その名も『女性に触りたい病』。

　人間離れした美貌と、楽士の師し匠しようゆずりの重度の女性好きにより、一番手っ取り早く『喜びの心』を得る方法として、女性に仕えることを選んできた。

　あるじに選んできたのは大抵、貴族夫人か、未亡人だった。

　エンデ国において貴族や富ふ豪ごうの夫婦というのは、若い妻が夫を『保護者』の位置に置き、夫婦揃そろってよそに恋人がいる──というケースが珍しくない。

　結婚と恋愛は別物というわけだ。

　そういう女性を相手にしていれば、結婚を迫せまられることもない。

　なによりクレイルが何者であるかなど、気にする者はいない。ただ相手の望むとおり『夢まぼろしの存在』としてふるまっていれば、それでよかったのだ。

「……これまでと同じ。なにも変わらない」

　自らに言い聞かせるように、つぶやきを漏もらす。

　ルノアリアが誰と結婚しようが、なんら問題はない。

　亜精霊のクレイルにとって『結婚』は、自分とは無む縁えんの、別次元のお話なのだ。

　そのはずなのに……どうしてこんなにも心が乱れるのだろう？

　あの綺麗な碧あおい瞳を思い出せば、胸がざわめくのは、なぜだろう。

　──五十以上も年下の、十七歳の女の子を相手に……。

　本当は、気づいている。まったく逆だった。

　十七歳の、それも純真な女の子だからこそ、クレイルは戸惑っているのだ。

　なにしろ、クレイルは生まれてこの方、まともな恋──いわゆる純愛というものを知らずに生きてきた。

　踏むべき段階をことごとく飛ばし、不純な恋しかしていない。

　ひとにあらざる亜精霊の身で、ひとの世を渡るための手段だったから──。

　過去を振りきるように頭を振ったクレイルは、意識を切り替える。

　しばらく彼女に触れることは自じ粛しゆくしよう。それは苦行に他ならないが、今はルノアリアの兄君が滞たい在ざいしているのだ。用心するに越したことはない。

　せつなくため息を落としつつ、ふと思い至る。

　──女装していたときは、いくら彼女に触っても平気だったような……。

「いっそ、普段から女装で過ごしてみましょうか」

　女性に触れるためならば、割と安あん易いにプライドを捨てられる超絶美青年がつぶやいた、そのとき。背後から声をかけられた。

「それは興味深い。その話、ぜひ詳くわしく聞かせてくれないかな」

　声に振り向くと、そこには瞳を輝かせるノエル王子の姿があるではないか。

　いつから厨房にいたのだろう、考えに没頭しすぎて、警戒がおろそかになっていた。

　クレイルが緊きん張ちようしていることに頓とん着ちやくせず、王子はへろりとほほえんだ。

「フィンスタニスとは、興味深いところであるよ。食事は美味であるし、魔物の遠とお吠ぼえは聞こえてくるし、君のような美青年には、女装願望がある」

「あ、あの、それは──」

　弁解したいクレイルに向かい、ばっと腕を伸ばしてノエルはそれをさえぎった。

「よい、みなまで言わずとも！　たとえ理解されずとも、周りに敵が多くとも、男には貫つらぬきたい信念があるものだ」

　同類視されても困るクレイルを置いてけぼりに、ノエルはいささか興奮ぎみに続ける。

「フィンスタニスはまことに興味深いところだ。そこの井い戸ど端ばたで、なにに罵られたと思う？　カエルだよ!?　これまで、わたしはエンデ国内を方々訪問してきたが、水すい棲せい生物から罵倒されるのは初めての経験だ。なんとも新しん鮮せんな心持ちだよ」

　彼にとってカエルが口を利きいたことより、着目する価値があるのは、それに罵られたことらしい。

「殿下、ひとつ伺うかがっても？」

「ふむ、なにかね」

「侍じ女じよの娘をワザと怒らせたとおっしゃいましたが、いったいなにをなさったのですか？」

　ルノアリアの侍従であり、猟りよう師しの娘であるフィーの暴力の矛ほこ先さきは、あれでも一応無差別に向けられるものではない。

　彼女の刃の向く先は、あるじに危害を加える者か、食糧になる獲物かだ。

「ふむ。これはできれば誰にも教えたくないのだが……食事を馳ち走そうになった礼だ。より紳士的に、よりスマートに。庶民のお嬢さんを傷つけることなく、恥をかかせることなく、純じゆん粋すいな罵声を浴あびせられるためには、どうすべきかを伝授しよう」

「……はい？」

　クレイルは、なにか自分が踏み入れてはならないところに足を突っ込んでしまったことに気がついた。

　聞きたくない。知りたくもないのに、もう遅おそい。

　王子殿下は回想に遠い目をする。

「あれは、避ひ暑しよ地ちレンセンを訪れたときのことだ。たまたま洗せん濯たく仕事をしているお嬢さんがいてね。わたしは干されている衣類をじーっと見つめた。穴が空あくほどにね！　するとだ。彼女はわたしを口汚く罵り、たらいの水をぶちまけた。そう、わたしは大発見したのだよ。これと同じことを別のお嬢さんに実じつ践せんしても、かなりの確率で罵られることに！」

　固く拳を握りしめる王子殿下ののたまった持論を要約すると、『あえて下着泥どろ棒ぼうと誤解を招く行動が、幸せへの近道』なのだそうだ。

　逆らうべからずな人物に対するとき用の、あたりさわりのないほほえみを美しい顔に貼はりつけたクレイルは、うなずく。

「殿下が紳士でいらっしゃることは、よくわかりましたが……あの娘に対しては、もうおやめになったほうがよろしいかと。彼女を怒らせると、たらいの水をかけられるどころか、たらいが粉ふん砕さいするほど殴なぐられてしまうのですよ」

「ほう。ずいぶん刺激的だね」

「おそれながら、殿下。刺激どころか命にかかわりますから」

　経験者は語る。

　ルノアリアに変態の魔の手が伸びると察知すれば、一国の王子が相手であっても、あの猟犬のような娘は容赦なく殺やりかねない。

「クレイルくん、君は案外保守的なのだね」

「案外……。殿下、女装の件を念頭になさっているのなら、それは誤解です」

「知っているよ、《月光の君》」

　それは、クレイルが王宮にいた頃につけられたあだ名だ。

　王子殿下はへろりとほほえんだ──その瞳だけに、心を透すかすような鋭い光を宿して。

　月光のような淡い笑みでクレイルは応こたえた。心を覆い隠すための、心の伴ともなわないほほえみだ。

　この王子殿下とは、お互い遠目に姿を見ただけであるが──クレイルは、クレイル本人の意い図とせぬところでこの男にひとつ、借りを作っていた。

「ロゼから聞いています。殿下が、わたくしを牢ろうから救ってくださったと」

　同時に、ロゼからは警告されている。

　あの第二王子は油断ならない、と。

　エンデ国の王宮にいる、ロゼの顧こ客きやく──このノエル王子こそが、その正体なのだ。

　今回の、王子殿下のフィンスタニス来訪に、実は領主館内の誰よりも緊張していたのはクレイルだった

「クレイルくん。君は、わたしの妹に牢に放り込まれても、反論も弁解もしなかったそうだね。どういう嗜し好こうの持ち主かとは思っていたが──そうかしこまるな、まあ、楽にしたまえ」

　ノエルは、勧すすめられた椅子にかけ、クレイルにも椅子を勧めて続ける。

「君を牢から出すこと自体は、たいして難しくはなかったのだよ。形ばかりとはいえ、公おおやけの裁判にかけられる前で幸いだった。君にとっても、妹にとっても」

　愚おろかなことをしたものだ、とノエルは苦笑する。

「安易な噓うそだとすぐに知れるものを。君が巻き上げたとされる宝石の類たぐい……君はすべて返へん却きやくしたね？」

「僕には、どれも過ぎた代しろ物ものでした。すべて妹君に──イレーヌ王女殿下にはその場でお返ししたのですが……」

「聞き届けられなかった」

　そうだ、クレイルの言葉は恋に狂った王女には届かなかった。

　魔力の薄うすい現世界、なによりもクレイルが与えてほしかったのは宝石ではなく、彼女の『心』だったのに──王女殿下は与えるよりも、クレイルから奪うことに腐ふ心しんした。

　罪を着せられ反論しないクレイルの行いを、愛ゆえと履はき違えさえした。

「君の真意がどうあれ、誰もがイレーヌの噓には気づいていた。王族から騙だまし取るなどと命知らずなことをして、宝石にはなにひとつ手をつけなかったのだから」

　王族側に、突かれては痛いところがあった。

　亜精霊を監かん視しする魔法使い協会に糾きゆう弾だんされれば、事態はこじれていただろう。

　清く正しくを重んじる魔法使い協会の『所有物』である亜精霊を、王族のおもちゃにするとはなにごとか、と。

　王族側は、沽こ券けんのために、クレイルをひそかに王宮から追い出したのだ。

「『与えられた貴金属類は手つかず』という証言は、公文書として残している。あの事件について蒸し返そうとする輩やからがいれば、いつでもわたしに訴えたまえ」

　悠ゆう然ぜんと笑うノエルに、クレイルは困惑する。

「どうして、わたくしごときに、そこまでお心を砕くだいてくださるのですか？」

「ふむ……実は、君が牢から出て王宮を去った後、国内の貴族や富豪はおろか、隣りん国ごくシェーヌ国やラファール国から、続々と王宮に問い合わせがあったのだよ。『《月光の君》が、処しよ刑けいされるという噂の真しん偽ぎ』についてね。エンデ国が公に君を処刑した後、冤えん罪ざいが判明していれば、国際問題に発展していたかもしれないな」

　冗談めかして笑う王子に「まさか、そんな」とほほえみを返しながら、クレイルは内心だけで冷や汗を流す。

　問い合わせてきたのは──五十年の間に仕えてきた女性たちに違いない。

　下へ手たなことは言えないと、ごまかし笑いで黙もく秘ひを決め込むクレイルに、ノエルは「ところで」と問いかける。

「君は問い合わせ元の国、すべてに行ったことがあるのか？」

「え？　ええ、はい……」

　クレイルは、エンデ国内、そして周辺諸国を五十年かけて旅して回った。

　五十年の半分を、各地の楽団の客員楽士として勤めて過ごし、残りの半分は各地で気に入られた未亡人やご夫人に仕えていた。

　あまり褒められた生活ではないので、早々にこの話題は終わらせたいが、笑みをおさめた王子殿下の真剣な様子に、ごまかすこともためらわれる。

「その国々で、会話ができるということか？」

「……辺へん境きようの、あまり強い訛なまりでなければ、だいたい」

「読み書きは？」

「専門用語などの難解なものでなければ」

「ふむ」

　顎あごに手を当てるノエルに、クレイルはおそるおそる尋たずねる。
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「あの……それが、なにか──？」

「いや、なに、ただの個人的な興味だ。それはそうと、イレーヌは懲こりずに今も君を恋しがっていたよ。自分の行いで君が牢に入れられたことは、もう頭にないらしい」

「……王女殿下は、ご自分のことで精いっぱいでいらっしゃるでしょうから」

　王女は、異国の王との婚姻が決定している。父王よりも、まだ年上の老王──明らかな政略結婚だ。

　望まぬ婚姻が控ひかえている王女は──父王へのあてつけで、破は滅めつ的てきな恋をしてみせた。

「陛下もそれをわかっていらした。君は、そのとばっちりを受けたにすぎない」

　父王も、それを強く止めることをせず、王女の好きにふるまわせた。

「妹の火遊びに巻き込んだ詫びと言ってはなんだが、ひとつ、リュシアンについて教えておこう。先ほど彼は君にひと言も声をかけなかったけど……すでに、観察を始めていたよ」

「リュシアン様が、わたしを観察……？」

　しらじらしく首をかしげてみせるものの、リュシアンの視線には気づいていた。

　人畜無害オーラを最大出力に引き上げていたにもかかわらず、たやすく穿うがつ殺気交じりの鋭利な視線を。

　ノエルは、その顔にへろりとほほえみを戻して、警告した。

「気をつけたまえ、クレイルくん。リュシアンは、粗あら探しの名人なのだよ」
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　翌日、リュシアンは精査と称し、ルノアリアに帳ちよう簿ぼを提出するよう求めた。領主代理として赴ふ任にんしてからこれまでの間に、領民たちの所得と、徴ちよう収しゆう物ぶつとを控ひかえたものだ。

　ルノアリアの目の前で、兄は帳簿を開くや否いなや、猛もうスピードで繰くっていく。

　──内容が頭に入っているのかしら……？

　疑うたがわしく思っていると、リュシアンの手がぴたりと止まった。

　紙面に落とした碧あおい瞳ひとみを細めての黙もつ考こうは、ほんの数秒だった。

「数字が合っていない」

　指し摘てきに、ルノアリアは唇くちびるを嚙かみしめる。

　父ちち伯はく爵しやくに許されなかったため、ルノアリアは算術の教育を満足に受けていないのだ。計算能力には自信がないので、何度も検算したのだが──。

「……計算違いがあれば、やり直しますわ」

　口くち惜おしく申し出る妹に、兄は鼻で笑って首を振る。

「計算以前の問題だ。とりあえず目につくのは──」

　開いた帳簿を指で弾はじいてみせて、リュシアンは命じた。

「ワイン造りをしている者を、ここへ連れてきなさい」







　クレイルが使いに走り、領主館に召しよう喚かんされたのは、《蔵くら元もと》と呼ばれる老人だった。

　よわい六十を過ぎているとは思えない頑がん丈じような体たい軀くに白髪の彼は、フィンスタニスでワインやエールなどの酒造を生なり業わいとしている。

　広間のテーブル──ロゼに壊こわされたものは撤てつ去きよされ、代わりのものが設置されている──を挟はさみ、リュシアンと《蔵元》が対たい峙じする。

　先月、ルノアリアはブドウ収しゆう穫かくに必要な人手を集めるため、手を貸したばかりだった。

　当初は、手伝いをつっぱねられていたので、この老人の気難しさをルノアリアは知っている。

　緊きん張ちようする妹に、リュシアンは言った。

「どうやら、おまえは『世間知らずの小こ娘むすめ』だと、見くびられているようだ」

「え……？」

「去年のワイン、申告にごまかしがある」

　決定的な口く調ちようの指摘に《蔵元》は眉まゆをわずかに動かしただけで顔色を変えず、ルノアリアは驚きを露あらわに声をあげる。

「そ、そんな……いったい、なにを根こん拠きよに！」

「申告では、去年と今年のブドウの成せい木ぼくの数はほぼ同じだが──今年収穫のブドウと比ひ較かくして、去年のワインの酒造量はあまりにも少ない。ご老体、昨晩、食前にあなたの造ったワインをいただいた。申し分ないあの味……去年のブドウは不作ではなかったはずだ。なにか、言い分があれば聞こう」

「……身に覚えがない」

　ぼそりとつぶやくような否定に、リュシアンは呆あきれて返す。

「覚えがない？　あなたの畑のブドウだろう？」

　岩のように硬かたい表情を崩くずさなかった《蔵元》が、皮肉めいた笑みを浮かべる。

「このフィンスタニスに、自分のものを持っておる者など、ひとりもおらん。……畑でもワインでも、欲しければ取り上げるがいいよ、お偉えらい方」

　両者は冷ややかに睨にらみ合った。

　痛いような沈ちん黙もくの後、らちが明かぬとリュシアンはルノアリアに言う。

「おまえは先日、ブドウの収穫に立ち会ったそうだな。そのせいで、今年は収穫量をごまかせなかったのだろう。この調子だと、ブドウだけでなく、他のものにもどれだけ申告にごまかしがあることか。……もう帰ってもいい。追つい徴ちよう金きんを払うように」

　一方的に《蔵元》に命じたリュシアンは、手を振った。

　黙だまって踵きびすを返した老人を、ルノアリアは慌あわてて追いかける。

「《蔵元》さん！　待って！　待ってちょうだい！」

　広間の扉とびらを出たところで、なんとか呼びとめ、声をひそめて問うた。

「本当に、実際よりも少ない量をわたしに申告していたの？　去年のワインは、谷のみんなで飲んでしまったのかしら？　それならそれで、いいと思うわ。今年のワインも、みんなでいただきましょう。だから──」

　ルノアリアのまなざしを見つめ返していた気難しい老人は、やがてその視線をいくぶん柔やわらかくして口を開く。

「お嬢じようさんには教えよう。去年のワインは、ほとんどロゼにくれてやったんだ」

「えっ、どうして──？」

「詳くわしくは話せない。ワシにもヤツにも、事情がある。だが……ワシはあんたを見くびっていたわけではない。今期から、正確な数を提出すべきだと思っていた。今年の仕事をずいぶん楽にしてくれた、あんたにならな」

「《蔵元》さん……」

「ほう、なるほど」

　声に振り向くと、リュシアンが腕うで組ぐみをして立っていた。

「その『ロゼ』とやらに、『事情』を聞く必要があるようだな」







　再びクレイルが使いに走り、今度はロゼが領主館に召喚された。

　ルノアリアは気が気ではない。

　なにしろ、ロゼが怒りにまかせテーブルを破は壊かいしたのは、昨日の今日の話だ。

　──話の途中で怒おこりだして、お兄様に喧けん嘩かを売ったりしないかしら……？

　懸け念ねんしているのは、ルノアリアだけではないらしい。オルキアとフィー、クレイルの三人が、呼び出されてもいないのに広間に集合していた。

　彼らの脇わきには椅い子すが置かれ、王子殿でん下かがへろりと笑顔を浮かべて座っている。

　不思議な緊張に包まれる中、貴族嫌ぎらいの《偏へん屈くつ魔法使い》が、伯爵家の嫡ちやく男なんと対峙する。

「フィンスタニスの魔法使い、ロゼ、といったか。ワインがいったいどこに消えたのか、存分に聞かせてもらおう」

　リュシアンに問われたロゼは、小こ馬ば鹿かにするように鼻で笑う。

「答える筋合いはない。即そつ刻こくフィンスタニスから出て行け」

「領主の命令に従えぬと言うのなら、出て行くのは君のほうだろう。この領地は、我らストライサ家が国王陛へい下かより拝領した」

　ロゼの瞳が、射い殺ころすほどに強くリュシアンを睨みつける。

「……リュシアン・ストライサと言ったな。貴様のマヌケな妹だけでも目ざわりなんだよ。兄妹揃そろって能無しのくせに、権利ばかり主張しやがって」

「よりよい領く邦ににするため、領民の収支を把は握あくするのは領主の務つとめだ」

「笑わせるなよ、侵しん略りやく者しやの掠りやく奪だつ者しやが。即そつ刻こく出て行かぬと、八つ裂ざきにして魔物の餌えさにしてくれる」

「やってみたまえ、野や蛮ばんな妖よう術じゆつ使い。ロワ伯爵家が黙っていない」

「するに事欠いてマヌケ娘を領主代理に差し向けるような腰こし抜ぬけ伯爵家など、恐るるに足りぬ」

「その娘ひとり追い返せないのは、どこの腰抜けだ？」

　リュシアンの浮かべる薄うすいほほえみに、ロゼは声をあげて笑う。

「ははは！　おれが手を下すまでもない！　マヌケ娘を即刻、故郷へ連れ帰ったほうがいいぜ。いくら役立たずでも、政略結婚の駒こまくらいにはなるのだろう？　そこの亜あ精せい霊れいにたぶらかされ、傷ものになる前にな」

　クレイルを指さしながらのロゼの侮ぶ辱じよくに、ルノアリアは青ざめる。

「ロゼ……！　わたしのことはなんとでもお言いなさい。だけど、クレイルを悪く言うことは許さない！」

　クレイルも、ロゼを鋭するどくたしなめた。

「リュシアン様とルノアリア様にお詫わびしてください。言っていいことと悪いことがあります」

「こんな連中に詫びるくらいなら、フナムシの足でも舐なめているほうがマシだ」

　緊きん迫ぱくする部屋の中、ガタン、と椅子を蹴けり立ち上がる者がいた。

「フ、フナムシだと!?　足を舐め──そ、それは興味深い……詳しく聞こうではないか！」

　興奮ぎみに叫んだのは、王子殿下だった。

「…………」

「………………」

　しん、と気まずく静まり返る室内、ほほえんだオルキアが、そっと王子の両肩を押さえ、椅子に座らせた。

「はいはい、殿下、もうわかりましたから。混ぜっ返さないでくださいねー」

　お昼ごはんはもう食べたでしょ、というような、老人介かい護ごの扱あつかいだった。

　妙な空気の中、リュシアンとロゼの間にだけは、乱されることのない緊張が張り詰つめていた。

　ロゼが放つ濃のう厚こうな殺気に、リュシアンはいささかも動じない。

　揺ゆらぐことのない碧い瞳は『ロワの女王』を彷ほう彿ふつとさせる。

　子供の頃は畏い怖ふの対象であった、エレオノール──美しかったあの母ひとは、いつでもなにに対しても毅き然ぜんと向かい合っていた。

　ルノアリアは今さらながらに思い知る。

　美しく優秀なこの兄ひとは、まぎれもなく『ロワの女王』の血を引いているのだ。

「魔法使い。どうあってもワインの行方ゆくえを吐はく気がないのなら、横おう領りようの罪で罰ばつしてもいいが、どうする？」

　ロゼが、クッと喉のどで笑った。

「どうする？　……ふん。ならば、こうするとしよう！」

　言うなり、彼は傍かたわらにいたルノアリアに手を伸ばした。途と端たん、ルノアリアの視界がぐるんと反転する。

「ちょ、ロゼ……っ!?」

　気づけば彼女は荷物のように、ロゼの肩に担かつがれていた。

　リュシアン、そしてクレイルとフィーが動くよりも早く、ロゼは懐ふところから一枚の紙切れを取り出した。それは、魔法の印が記しるされた、雷らい光こうを呼ぶ札ふだだった。

　床ゆかに叩たたきつけられた札から稲いな妻づまがほとばしり、広間を駆かけ抜けた。

　閃せん光こうに目を射られ、室内の誰もが動けない。

「この娘は、おれがもらいうけるぞ、ロワのリュシアン・ストライサ！　マヌケな妹をこの地に送り込んだ、おのれのうかつを悔くいるがいい！」

　漆しつ黒こくのマントが翻ひるがえり、広間に旋せん風ぷうが巻き起こる。

　悪人じみた哄こう笑しようと共に、魔法使いと虜とりこの姿は、広間からかき消えていた。





　　　　[image: ]






　担ぎ上げられたと思った途端めまいに襲おそわれ、ルノアリアはぎゅっとまぶたを閉じた。

　瞳を開いたときには、見覚えのある場所にいた。

　そこは暗い森の中に建つ小屋──ロゼの住すみ処かの中だった。

　思わぬ展開に呆ぼう然ぜんとしていると、寝しん台だいの上にぽいっと放り出された。

「きゃああっ！」

　頭から落とされたルノアリアは勢い、硬いマットレスに額ひたいをぶつけてしまう。

　痛む額を撫なでさする彼女の目の前で、ロゼは漆黒のマントを脱ぬぎはじめた。

「どういうことなの、ロゼ……？　こんな誘ゆう拐かいじみたことをするなんて──」

「貴様は余計なことを考えず、そのままじっとしていればいい」

　薄暗い部屋の中、薬草の臭においが鼻をつく。

　ベッドの上、見上げたルノアリアの視線の先では、銀色の瞳が底光りしている。

　ま、まさかロゼは──なんて愚かなことをっ！

「わたしを人ひと質じちにお金を取ろうとしたって、無む駄だよっ!?」

「……はぁ？」

「お兄様は、わたしのために身みの代しろ金きんなんて払わないわよ。誘拐されるとはなにごとだ、なんて、わたしに難なん癖くせつける材料が増えるだけだわ！」

　そして、また落らく胆たんされるのだ。

　おまえは、なんて凡ぼん庸ようでつまらぬ愚ぐ妹まいなのか、と。

　自分で言って、自分で落ち込むルノアリアにロゼはかくりと肩を落とす。

「またつまらぬ勘かん違ちがいを……どうでもいいが、あまりわめかないでくれ。あんたのキンキンした声を聞いていると、頭が割れそうになる」

　こめかみを押さえてため息をついたロゼは、口の中で小さく呪じゆ文もんを唱となえた。

　そこかしこに設置された透とう明めいの石に光が入り、室内を淡あわく照らし出した。

「誰だれが、金目当ての誘拐なんざ、ケチなマネをするか」

　ぼやきながら外がい套とうかけにマントをかけ、腕まくりをすると、ロゼはルノアリアに背を向けた。

　慣れた手つきで作業台に機材を並べ、棚たなから透明な瓶びんを取り出す。

　瓶の中の粉末──その毒々しい紫むらさき色！　ルノアリアは震ふるえ上がった。

「誘拐じゃないのなら、わたしのことが目ざわりで、毒薬を飲ませるつもりで……!?」

「だから、しょうもない勘違いばかりするなと言っているだろうが。どうして貴様みたいなマヌケのために、このおれが殺人のリスクを負おわねばならんのだ」

　悔くやしいことに、正論だ。

「……それもそうね……疑ったりして、ごめんなさい」

　ルノアリアは、しゅんとして素す直なおに詫びる。

　ロゼは顔をしかめて、不ふ機き嫌げんに言った。

「安心しろ。もし仮に、あんたを毒殺するならば、跡あとを残さず巧こう妙みように飲ませてやる」

　冗じよう談だんなのか、本気なのか。

　まるで励はげましのような口調で言われ、ルノアリアはひきつった笑みを返す。

「あ、ありがとう。ええと……じゃあ、その紫色のものは、なに？」

「魔法薬の材料だ。くだらぬ貴族から受けた、くだらぬ依い頼らいの納期が近い」

　答えつつも、ロゼは仕事の手を休めようとしない。

　そういえば彼は、フィンスタニスを維い持じするために、いくつか仕事を持っているとクレイルに教えてもらった。

　──ロゼって普段、どんなお仕事しているのかしら。

「薬って、どんなもの？」

　興味のままに質問すると、しばしの間の後、ロゼは嫌いやそうに答えた。

「……惚ほれ薬」

「惚れ……そ、それ、効きくの？」

「猫ねこがマタタビに寄せられる程度にはな。欲しければ売るぞ？　値ねは負けんがな」

「買えるわけないわ。わたしが金欠だって知っているでしょう」

　唇を尖とがらせるルノアリアに、ロゼは肩で笑った。

「なるほど、ご領主様が領民から地代を巻き上げたがっているのは、惚れ薬が欲しいからか」

「そ、そんなわけないじゃないっ」

　真っ赤になったルノアリアは頭を振って、脳のう裏りに浮かんだクレイルの姿を振り払う。

「そんなことよりも、ロゼ。どうしてわたしをさらったりしたの……？」

　作業台に向かうロゼの背中が答えた。

「あんたの兄貴に、思い知らせるためだ。妹が危険にさらされていると知れば、さすがに強制的に故郷へ連れ戻もどすだろう」

「それは違うわよ、ロゼ」

　ロゼは『ストライサ家の残念な妹』が、どれだけ疎うとまれているか知らないのだ。

「わたしが危険な目に遭あったって、お兄様はなんとも思わない」

「……あんたら兄妹の関係には、これっぱかしの興味もないが……この世には、口実がないと動けない人間がいる。あんたの兄貴は、そういう人種なんだろう」

「口実……？」

「面めん倒どうだから、理解せずともいい」

　首をかしげつつも、ルノアリアはぱっと笑顔になって手を叩いた。

「そうだわ！　ちょうどよかった。わたし、ロゼとふたりきりになりたかったところなのよ！」

「……は？」

「ロゼ、昨日は、話の途中で怒りだして帰っちゃったでしょう？　でも、ここはあなたの家だもの。途中で帰ったりせず、ゆっくりお話できるわよね」

　ロゼとの距離を縮める絶好の機会ではないか！

「……おれと貴様はオトモダチではないのだぞ？　『危険にさらされている』ことを見せつけるために、連れてきたのだぞ？」

「だって、それはフリで、わたしを殺す気なんてないんでしょ？」

「貴様、嫁よめ入いり前の娘だろう。殺される以外の危険は頭にないのか」

「どういうこと？」

　きょとんとするルノアリアに、ロゼはまたも肩を落とす。

「……マヌケなのか豪ごう胆たんなのか……。あんたの兄貴が気を揉もむ理由が、わからんでもないな」

　作業台に乳鉢とすりこぎを放り出したロゼは、手近な椅子にどさりと座る。頭痛に耐たえるように、こめかみを手のひらで押さえて言った。

「もういい、話したければ好きに話せ。てきとーに聞いてやる」

「お仕事は、いいの？」

「する気も失せた」

　仕事の邪じや魔まをしてしまったみたいで気が咎とがめるが、せっかくの機会だ。ルノアリアは、はりきって質問する。

「消えてしまった《蔵元》さんのワイン、本当はどこに行ったの？」

　また皮肉で混ぜっ返されるかと思ったが、予想外にもロゼはあっさり答えをくれた。

「売った」

「へ……？　フィンスタニス産の物品は、市場では買い取ってもらえないはずよ」

「街の市場に流したのではない。好こう事ず家かに売ったのだ」

　フィンスタニスワインは、品質自体は文句のない豊ほう潤じゆんな味わいだ。

　産地はフィンスタニスという、王宮でも街でも悪評高いミステリアスなワイン。希少性は抜群で、刺し激げきに飢うえた特権階級の欲望をあおり、とんでもない高値がつくのだという。

『呪のろわれても飲んでみたい』──闇やみ市場ではそう囁ささやかれているというのだから……。

「……金持ちの考えることは、わけがわからん」

　ぼそりと漏らしたロゼのつぶやきに、ルノアリアは心の中で同意した。

　父伯爵の金に飽あかせた浪ろう費ひ癖ぐせにやきもきしている彼女は、貴族令れい嬢じようなのに貧びん乏ぼう性しようなのだ。

　それからロゼは、ワインの他に、《仕立て屋》のドレスや《蜂はち飼かい》の蜜みつ蠟ろう、《ヤギ飼い》のチーズなども、好事家相手に高値がつくのだと教えてくれた。その収入を、《門》から現れる魔物をフィンスタニスの外へ出さないための、結界維持に充あてているのだと。

　だから、フィンスタニスの農作物を市場に出されたくないと彼は続ける。

「正規市場で出回れば、闇での価値が下がるんだ」

「どうして今まで、そのことをわたしに教えてくれなかったの？」

「……忘れたのか。貴族には《門》の存在を明かさぬ、という約束を」

　ルノアリアが収支を帳簿につけたとする。

　それを今回リュシアンが訪れたように、視察官に精査され、資金の流れを洗い出されれば、芋いもづる式に《門》の存在が知られてしまうのだ。

「……この際だ。おれのほうの『言いたいこと』も言うからな。貴様な、兄貴はおろか、王族までもフィンスタニスに入れるとは……いったいどういう了りよう見けんなんだ？」

　王族──ノエル王子のことか。

　ルノアリアは、フィンスタニスを訪れた当初、この地への滞たい在ざいを認めてもらうためにロゼに条件を提案したことを思い出した。

『わたしを一年間、領主として認めてくれさえすれば、その間、他の貴族がフィンスタニスへ踏ふみ入ることを許さないわ』

「あんたは約束を反ほ故ごにしたというわけだ。どう落とし前をつけてくれる？」

「ええっと……殿下は観光でいらしただけだし、お兄様さえ追い返すことができれば、殿下も王都にお帰りになるはず──そうだわ、ロゼ、一緒にお兄様を追い返す計画を立てましょう！」

　冷や汗を流しながら提案してみるも、怒いかれるロゼには通用しない。

「面倒を呼び込んだのは、貴様だろう。おれにそんな義理はない」

　正論にひるむルノアリアは、懸けん命めいに言い訳する。

「だ、大丈夫よ。お兄様はそれはそれはイヤミで底意地の悪いお兄様だけど、ごうつくばりではないから。万が一、《門》のことが知られたとしても、材料の貴石を取り上げようなんて考えないわよ」

「やかましい、兄もろとも、さっさと出て行け！　そして魔物に食われてしまえ！」

「ロゼ、わたしが魔物に食べられたら困るって言ったのは、あなたじゃない！　身内が傷ついたら、貴族は体面を保たもつために報復に来るだろうって──でも、それも大丈夫だけどね……わたしが死んでも、お兄様もお父様も報復なんてしないから」

　口うるさい娘がいなくなったと、喜びこそすれ、悲しむことはあるまい。

「……もしも本気でそう思っているなら……あんた、つくづくマヌケだな」

　口の中でつぶやくロゼは、もはや癇かん癪しやくを起こす気力もついえたらしい。

　椅子の背に体重を預けて額を押さえ、ずいぶん疲つかれた様子だ。

　彼はフィンスタニスに《門》という重大な秘密を抱かかえ、それを護まもり続けている。

　リュシアンの視察のせいで、余計に心労をかけているに違いない。

　申し訳ない気持ちになったルノアリアは、おそるおそる言った。

「ねえ、ロゼ。そんなに慌ててわたしを追い出そうとしなくて……いいんじゃないかしら？」

「……は？」

　イライラと返され、ルノアリアはしどろもどろに両手の指をこねまわす。

「あなたの言うとおり、確かに、その……約束を違たがえてしまったし、わたしは役立たずかもしれないけど……任期はたったの一年だけだし」

　そもそも、ルノアリアは望まぬ婚こん約やく者しやから逃にげるようにフィンスタニスを訪れた。そして、その婚約者を追い返すために力を貸してくれた領民たちに、なにかを返したいのだ。

「みんなの暮らし向きのことがだいぶわかってきたから、井戸や橋なんかの公共物を増やしたり、精霊や亜精霊が暴れ出したときのために、本格的な防災訓練だとか、いろいろと考えてはいるんだけど……」

　一年の間にどれだけのことができるかわからない。だけど、せめて任期の間はフィンスタニスのために、精いっぱい務めたい。

　夢まぼろしの谷と呼ばれるこの地を去り、故郷に帰れば──ルノアリアは、家と所領の安あん寧ねいのために、ふさわしい相手と結婚することになる。

　途端、胸に悲しみが押し寄せた。

　──クレイル……。

　たまらない寂さびしさと共に、心に浮かんだのは、彼の名だった。

　そうだ、一番にお返しをしたいひとは、クレイルなのだ。

　彼は、よそからやってきたルノアリアを最初に優しく迎むかえ入れ、それからずっとそばについていてくれる。

　なぜだろう。さっきまで一緒にいたのに、今すぐ彼に会いたくてたまらない。

　魔力に溢あふれるフィンスタニスにいる限り、いつでもクレイルに会うことができる。

　反対に、フィンスタニスを離れれば、もう彼と会うこともできないだろう。

　ルノアリアが嫁とついだとすれば、なおさらに──。

　クレイルとの永遠の別れが、生々しく突きつけられた気がした。

　目の前にいる《偏屈魔法使い》が偉い大だいに思えた。

　彼はライアと一緒にいるために、この地を創り、維持しようと戦っているのだから。

　──ライアは、愛されているんだわ。

　これは羨せん望ぼうだろうか、それとも嫉しつ妬とか。ないまぜになったふたりに対する気持ちは、ぐるぐると心の底に渦うずを巻く。

「……ロゼって──ライアとどれくらいの間、一緒にいるの？」

「なぜ貴様にそんな話をせねばならんのだ」

「そう……それなら今度、ライアに訊きくことにするわね」

　途端、ロゼはむっと顔をしかめて答えをくれる。

「……あの女とは、二十年の付き合いだ」

「まあ、二十年も！　ふたりは、幼おさな馴な染じみというわけね」

　ロゼは一いち途ずなんだわ、と、うっとりするルノアリアに、彼は違う、と首を振った。

「あいつとは、友人だとか、そういう関係ではないんだ」

「それじゃあ、なに？　もしかして、婚約者とか……」

「そんなわけがあるか。貴様に話す義理はない」

「わかったわ。今度、ライアに訊くことに──」

「やめろ！　ライアには余計なことを訊くなっ！」

「どうして？」

「あ、あの女は……おれのガキの頃を知っているから……って、あああ！　くそっ、そんなことは、どうでもいい！　ライアは、おれの恩人だ。ガキの頃、命を救われたんだ！　なにが幼馴染みなものか……あの女は、出会ったときには、もう大人の姿をしていた。今と、まったく変わっていない」

　ロゼは、自や棄けのように吐き捨てる。

　それでは、ライアは四十歳を過ぎているという計算になるが……見た目と実年齢が一いつ致ちしていない、ということは。

「ライアも亜精霊だっていうこと？」

　例えば、亜精霊であるクレイルもニナも、見た目よりもはるかに長く生きているのだ。

「知らなかったわ！」

　驚いて声をあげると、ロゼはまたも違う、と首を振った。

「あの女は、精霊の血など引いていない。精霊でも、亜精霊でもないが……純じゆん粋すいな人間とも、違う」

　重たい調子の告白に、ルノアリアは軽い調子でうなずいた。

「まあ、そうだったの」

「…………」

「……え？　なに？」

「いや……なんというか、もっとこう……驚おどろくとか、恐おそれるとか、しないのか？」

「ええ、もちろん驚いているけど──」

　このフィンスタニスで、ルノアリアはひとを食らう魔物に襲われたり、精霊や亜精霊という不思議な存在を目まの当たりにしてきたのだ。

　いまさら《酔っ払い魔女》が『普通の人間ではありませんでした』と明かされたところで、それほど驚きはしないし、ましてや恐れることなどありえない。

　フィンスタニスに来た当初、ルノアリアはライアに親切にしてもらった。ルノアリアの望まぬ婚約者を追い返す助けにもなってくれたのだ。

「だから、あなたがライアのことを好きになるの、わかる気がするのよ」

　ライアが命の恩人だというのなら、なおさらロゼが彼女を好きになるのも無理はない。ルノアリアとて、大好きなクレイルには何度も命を救われている。

　親近感を覚えてにこにこしているルノアリアに、ロゼが苦い笑みを返した。

「あんたのやることなすこと、なにもかも気に食わんが……ひとつだけ、いいと思えるところがある。あんたは、ライアになにかをしろと命令しない。これまでに来た役人はライアを前にすれば、眉をひそめて気味悪がり、いない者として扱うか、『女の分際で、昼間から酔よっ払って怠なまけているとはなにごとか』と怒りだすかの、どちらかだった」

　ライアを語るロゼの穏おだやかな表情には、皮肉なものが含ふくまれていない。

　初めて見るようなこの笑顔のほうに、よほど驚かされたルノアリアは、彼の想いを垣かい間ま見た気がした。

「ロゼは──ライアのことを本当に愛しているのね」

　いつもどおりの皺しわを眉み間けんに戻したロゼは、ふん、とそっぽを向く。

「愛だの恋だの、くだらぬことにばかりうつつをぬかしおって……だから、クレイルのようなヒモ野郎にたぶらかされるんだ」

　ルノアリアはむっとして言い返す。

「たぶらかすなんて、人聞きの悪いことを言わないで。彼は綺き麗れいで優しくて頼たよりになって、本当に素す敵てきなひとだから、みんなが好きになるのは当たり前じゃない。ロゼだって彼のことが好きなんでしょう？」

　ロゼは、薄気味悪そうに顔をしかめた。

「前々から、不ふ愉ゆ快かいな勘違いをしおって……男のおれが、あんな柳やなぎ腰ごしになど惚れるはずがなかろう。貴様が惚れているからといって、誰もが同じだと思うなよ」

　ロゼの指摘に、心臓が、どきりと跳はねる。

　動どう揺ようを押し隠かくしながらもルノアリアは反論した。

「なにを根拠に、わたしがクレイルに『惚れている』だなんて言うのよ」

「根拠だと？　そんなものなくとも、誰がどう見てもわかるだろう」

「だ、誰が……どう見ても──？」

「一いち目もく瞭りよう然ぜんだ」

　きっぱりと言いきられ、ルノアリアはがーんとショックを受けた。

　ルノアリアはクレイルのことが大好きだし、尊敬もしている。しかし、『惚れている』ということは、つまりは『恋している』というわけで──。

　──わたしは自分の恋愛には、興味ないはずなのに……。

　目もくらむほどに美しいクレイルに恋したところで、自分では相手にならないのはわかっている。この気持ちは、崇すう拝はいに似た『憧あこがれ』だと思っていたけれど──。

　そもそも、『憧れ』と『恋』との違いは、なんだろう？

　そうだ、せっかく二十年も片想いをしている大だい先せん輩ぱいが、ここにいるのだ。

「ねえ、ロゼ？　わたし、クレイルのことを考えるだけで、その……ぽーっとしちゃうっていうか……頭がくらくらふわふわするんだけど──」

　彼に抱だきしめられてキスしてもらう妄もう想そうにとらわれて眠れません、なんて、さすがにはしたなさすぎて口には出せない。

「それは、あなたが言うように……わたしがクレイルに、ほ、惚れているから、なのかしら？」

　思いきっての質問に、眉をひそめるロゼは、にべもない。

「知るか。くだらん」

「そ、そんな！　わたしがクレイルに惚れているって、あなたが言ったんじゃない！　わたし、自分ではよくわからなくって──ロゼも、ライアに『くらくらふわふわ』する？　あなたも抱きしめられて、キスされたいって思う？　あっ、やだ、言っちゃったわ！」

　ルノアリアのひとり相ず撲もうをしばらく呆あきれ顔で傍ぼう観かんしていたロゼであるが……やがて、なにもない空間を睨みつけた。

「ロゼ？」

　呼びかけられた彼は、ハッと我に返る。

「くくく、くだらんっ！」

　ロゼの顔がみるみる赤らんでいく。この反応は──！

「するのね？　くらくらで、ふわふわなのね!?　ライアに、キスされたいのね!?」

「貴様のようなマヌケと一緒にするな！　違うと言っているだろうっ」

「じゃあ、されたいんじゃなくて、キスしたいの？」

「ち、違っ！　阿あ呆ほう！　貴様、耳が腐くさっているうえに、頭まで腐っているのか!?」

「くらくらふわふわじゃなかったら──ええっと……他になにがあったかしら……ドキドキ？　めろめろ？」

「やかましいっ、くだらん本の読みすぎだろっ！」

「ドキドキでも、めろめろでもなければ……モヤモヤ？　ムラム──」

　しつこく食い下がられて、とうとう根負けしたのか面倒になったのか、歯ぎしりしていたロゼは絞しぼり出すように白状した。

「……イ……イライラ」

「イライラ……？」

「……あいつのことを考えると……自分がガキの頃とまるで変わっていないのではないかと、イライラする。なにもできない無力なままなのだと……それが、もどかしい」

　その気持ちはよくわかる。ルノアリアとて、自分がクレイルにとって『頼りにならない領主』なのだと思うと、もどかしくてたまらない。

　ロゼはライアを護らねば、という心があるから、がんばれるのだろう。

　ルノアリアはロゼの手をとった。

　きらきら輝かがやく碧いまなざしは、すっかり同志に向けるものだった。

「わたし、ロゼの恋が実るように応おう援えんするから！」

「……くだらぬことを言っている暇ひまがあるなら、自分の心配をしていろ」

「そ、それもそうね」

　ロゼにまで見抜かれているのなら、従者として優秀なクレイルがルノアリアの恋心を悟さとっていたって、なんら不思議はない。

　すでに、このはしたない下心を見抜かれて軽けい蔑べつされているのでは……？　そう思うと、目め頭がしらがじわりと熱くなる。

　たまらず涙がこぼれるルノアリアに、ぎょっとしたロゼはうろたえる。

「おい、こら、ここで泣くな！」

「……ご、ごめんなさい……」

　どんなに恐ろしいものが襲い来ても、領主は決して泣いてはならない。

　しかし、込み上げる恐きよう怖ふと悲しみをこらえることができなかった。

　ルノアリアにとって一番恐ろしいのは、クレイルに対しての恋心を認めることだ。

　立派な領主として、ロワ伯爵家の娘として、許されることではないのだから。

「……お願いよ……ロゼ、今日ここで話したことは……誰にも、言わないでね」

「誰が言うかっ、惚れたの腫はれたの、馬鹿げたことを──」

「『イライラもどかしい』は？」

「……っ！」

　激げつ高こうしたロゼの足が壁かべを力いっぱい蹴りつける。小屋全体が、ごうんと揺らいだ。

「く、くそ……！　自分が、許せん……どうしてだ？　おれは、どうしてこんな度を超えたマヌケに、べらべらとくだらんことをくっちゃべってしまったんだ……？」

　ルノアリアを睨みつけたロゼは腹立ちまぎれに、彼女の両りよう頰ほおをぐにっとつまむ。

「みゃああああ!?」

「ここで話したことを誰にも言うなだと？　それはこっちのセリフだ、マヌケ娘……！」

　地味な折せつ檻かんの手をゆるめず、悪あつ鬼きのような剣けん幕まくのロゼは低くうなるように言った。

「……いらぬことを口外してみろ……その腐った頭を魔物の口に突っ込んでやるからな」

　こくこくと首を縦に振ると、ようやく解放された。

　ルノアリアは、両手で痛む頰をさすって涙ながらに抗こう議ぎする。

「ひ、ひどいわ、ロゼ。わたし、お母様にもつままれたことないのに」

　そのとき、ぴくりと肩を動かしたロゼが、小屋の扉を振り返る。

　瞬しゆん間かん、扉は勢いよく開き、室内に入ってきたのは、リュシアンとクレイルだった。
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　クレイルの目に飛び込んできたのは、赤らんだ頰に自みずからの両手を当てているルノアリアと、その隣となりに寄り添うロゼの姿だった。

　目を見開いたルノアリアが声をあげる。

「お兄様！　クレイル！　どうしたの？」

「どうしたの、ではない。魔法使い、妹になにをした？」

　問うリュシアンに、ロゼはげんなりと返した。

「……さあ、なんだろうな」

　睨み合っているリュシアンとロゼの視線をかいくぐり、ルノアリアはそっとクレイルに近づき囁いた。

「クレイル、迎えに来てくれたのね……ありがとう」

　なぜかクレイルを直視しようとしない、彼女の碧い瞳は潤うるんでいる。頰には、涙のあとが見受けられた。

　小屋の中に、ロゼとふたりきりだったルノアリア──彼らに、なにがあったというのか？　勘ぐりながらも、クレイルはあるじにほほえみかける。

「遅おくれて申し訳ありません。すぐにお迎えに来たかったのですが──」

　ロゼがルノアリアを連れ去った後、フィーは激げき怒どし、ひねくれ者のリュシアンは苛いら立だちながらもルノアリアを助けに行くと言いだせず、その苛立ちをオルキアにぶつけてイヤミを言い、羨うらやんだノエル王子が「わたしにもひとつ頼む」と懇こん願がんして場を混乱させた。

　混乱に乗じ、こっそり広間を抜け出そうとしたクレイルは、フィーに見咎められて襲いかかられ、またもノエル王子がそれを羨み──負の連れん鎖さからようやく脱だつ出しゆつしたところでクレイルは、リュシアンに呼び止められた。

「妹のところへ赴おもむくのなら、わたしも行こう」と。殺気立つ視線に逆らえず、こうしてふたりでルノアリアを迎えに来ることになったのだ。

　ようやく救出に来たというのに、ルノアリアの様子がどこかおかしい。クレイルの胸に、焦しよう燥そうが湧わき上がる。

　ふたりきりなら、迷わず彼女を抱き寄せていただろう。

　衝動をぐっとこらえて、クレイルはあるじの顔を覗き込む。

「元気がないですね、ルノアリア？　ロゼに、きついことを言われましたか？」

「ロゼはなにも悪くないわ。彼にはむしろ、いろいろ教えてもらって」

「どんなことを教えてもらったんですか？」

　努つとめておだやかに問うクレイルに、ルノアリアは赤くなった頰を押さえてうろたえる。

「ご、ごめんなさい。ロゼとの約束で、教えられない……ふたりだけの秘密なの」

　──ふたりだけの秘密。

　甘あま酸ずっぱい響ひびきは、クレイルにとって痛つう恨こんの一いち撃げきだった。

　めまいに襲われる美青年の袖そでを、小さく引いたルノアリアが、力強く言った。

「わ、わたし！　あなたに……こ、こ、恋なんて、していないのよ!?」

「…………は？」

「わたし、クレイルのことは大好きだけど、男性として意識なんてしていないわ。本当よ？」

　──男性として意識していない？

　知っている、わかっている。当然だ。

　自分は、ひとですらない、亜精霊なのだから。

「ええ……もちろん、存じ上げてますよ、お嬢様」

　ようやく、そう答えると、ルノアリアはほっと安あん堵どの息をついた。

　以前、彼女自身が言っていた。クレイルに寄せる好意は、『お花や宝石が綺麗だと感じることに似ている』と。

　ルノアリアは、この身の内にある、精霊の性質に惹ひかれているにすぎない。

　越えられない壁の向こう側には、どんなに手を伸ばしてみても届かない。

　空くう虚きよな心のずっと奥底で、もうひとりの自分が声をあげた。

　──ぐずぐずしやがって……この中途半はん端ぱの臆おく病びよう者もの！

　自分にできることは、あるじの理想どおりの男を演じ、ふるまうことだけ。

　これまで仕つかえてきた女性にやってきたことと、なにひとつ変わらない。

　──冗談じゃねえぜ。『なにひとつ変わらない』？　これまでみたいに、売っぱらわれようが、牢ろうに放り込まれようが、文句ひとつ言えやしないってか……？

　そのとおり、と涼すずしく答えてみせると、炎の精霊は侮ぶ蔑べつをこめてわめき散らす。

　──スカしやがって！　てめえは不満やら怒りやら、全部オレに押しつけて逃げてきただけだろうが！

　心の声を努めて無視したクレイルは、愛いとしいあるじにほほえみかける。

「さあ、ルノアリア。館やかたへ帰りましょう」

「ええ」

　ルノアリアは幸せそうにほほえみを返して言った。

「今日はロゼとたくさんお話ができて、本当によかった。わたし、立派な領主になれるように、もっとがんばるわ──ロゼと一緒にね」

　彼女の声がずいぶん遠くから聞こえているように感じた。

　──そんなに、見捨てられるのが怖こわいのか？

　怖い。怖くて、たまらない。

　認めてしまうと、もうひとりの自分の声が、やけに近くに聞こえた。

　てめえの代わりにオレが奪うばってきてやる、と。

　クレイルの胸の奥底、チリチリとくすぶっていた炎ほのおが一気に燃え上がった。







「おい、こら、ご主人様」

　耳元に囁いたのは、怒りのにじんだクレイルの声──乱暴な口調にルノアリアが振り返ると、赤い瞳がこちらを睨みつけていた。

「炎の精霊のクレイル……？」

　いつもは金色の彼の髪が、炎のように赤々としている。

　クレイルは、普ふ段だんはおだやかすぎるほどにおだやかな好青年である。

　しかし、亜精霊の彼の内には炎の精霊が潜ひそんでおり、それが表に出てくると、別人のように短絡的な乱暴者になってしまうのだ。

　変身のきっかけは、激しい怒りや危機感などの感情の昂たかぶりだと言っていたが──。

「どうしたの、クレイル？　なにか、恐こわいことや嫌なことがあったの？」

「ああ、嫌なことならあったぜ。ひとに言えないようなことを、あの根暗野郎に教わったんだってなぁ、ルノアちゃん？」

　咎めるような視線と口調に、ルノアリアは「へ？」と戸と惑まどい、首をかしげた。

「男として意識してないだあ？　悪かったな、人間の男じゃなくて」

「人間のって……クレイル？　なにか勘違いをしているんじゃ──」

「ま、オレはヒツジ野郎と違って、どう思われようがかまやしねえけど。『物』だろうが、『バケモン』だろうが、あんたが、オレのもんであるならな」

　言うなり、凶きよう悪あくに笑ったクレイルがルノアリアに手を伸ばした。

　有う無むを言わせず腰を引き寄せられたかと思うと、背から腕を回され、抱きすくめられていた。

「きゃあっ、どうしたの、クレイル、放してっ」

　腕の中でもがきながらも、ルノアリアの脳裏には、以前、彼にキスを迫せまられた記き憶おくが蘇よみがえっていた。猛もう烈れつな恥はずかしさが襲ってきて、めまいを起こしかけていると、

「……それは、なんの真ま似ねだ？」

　兄の声に、はっと我に返る。

　氷のように冷たい視線が向けられていた。

　自分はあくまでクレイルの『ごはん』。

　しかし事情を知らない兄が、この状況を見て誤解するであろうことくらいは、ルノアリアにだって想像がつく。

　クレイルの腕にとらわれたまま、錯さく乱らんぎみの頭はうまく働かず混乱するばかり。それでも、とにかく弁解せねばと彼女は首を振った。

「ち、違うんです！　お兄様！　これは、特別なことではないんですっ」

「特別ではない、だと？　つまり、普段からそんな真似をしているというのか？」

　──いったい、どこからどう説明すればいいのかしら……!?

「え、ええっと……そもそも、これは、彼に仕えてもらうための条件で──」

　背後のクレイルが「そうそう」と相あい槌づちを打つ。

「ご主人様は、オレの働きへの報ほう酬しゆうは、カラダで支払うって約束してくださったんだ」

「なにを言っているの。あなたが食べるのは、カラダじゃなくて、心できゃあああ!!」

　長い髪かみを手て櫛ぐしにかきあげられたルノアリアの反論は、悲鳴に取って代わった。

　クレイルの舌が首筋を撫でたのだ。

「クレイルっ、なんでいつも首を舐めるのっ!?」

　恐きよう慌こうするルノアリアにクレイルは悪びれない。

「うまそうだから」

「いつも……？」

　ふたりのやりとりに、兄の視線はますます冷え込んだ。

「…………とりあえず、妹から離れなさい」

　殺気の交じったリュシアンの命令を無視し、クレイルは挑ちよう発はつじみた調子で言う。

「そう怒るなよ、お兄ちゃん。自分のものに触さわったり味見したりして、なにが悪い？」

「君のもの？　なにかの間違いだろう。それは、うちの妹だ」

「その妹が、オレのものになるって約束した」

「本当か、ルノアリア」

　鋭く問われ、ルノアリアはぶんぶんと首を横に振る。

「ちちち、違います！　クレイル、どうしてそんな噓うそをつくのよっ！」

「噓……？　他に欲しがる野郎がいなけりゃ、オレのものにしたってかまわないって言ったのは、ルノアちゃんじゃねえのか？」

　強気で乱暴者の彼とは思えないほど、問う声こわ音ねはせつなく頼りなげだった。

　ひるんだルノアリアは、しどろもどろにうなずく。

「それは……確かに言ったけど……」

　言げん質ちを取った途端、クレイルはけろりと元の調子に戻って言った。

「ほらなー？　そういうことなんだよ、お兄ちゃん」

「……ルノアリア。おまえは、いつからそんな恥はじ知らずな娘になったというのだ？」

　今まで感じたことのないほど、兄の怒りを感じたルノアリアはすくみあがる。

「心です、お兄様！　わたしは彼に『心』をあげると約束しただけなんです」

　弁解はしかし、兄をますます青ざめさせた。

「心？　約束？　まさか──誓ちかいを立てたのか!?」

　ルノアリアが否定するよりも早く、クレイルが先に肯こう定ていした。

「そのとおり。なあ、ルノアちゃん──オレにキスをくれたもんなぁ？　そういうわけなんだ、お兄ちゃん。あんたのかわいい妹は、心も体もオレのものになったんだ。わかったら、とっとと故郷に帰りやがれ」

　しっし、と手を振るクレイルに、リュシアンが唸うなるように言った。

「……このようなことが、許されると思っているのか？」

　怒りも露わに、クレイルをねめつけた碧い瞳がぎらついている。

　ルノアリアは震え上がった。兄のこんな表情、今までに見たことがない。

　ロワ伯爵家の体面を潰つぶされることが、よほど頭にきたのだろう。

　一方、クレイルはルノアリアから離れようとせず、どこまでも涼しい顔をする。

「別にぃ？　オレ、精霊だもん。あんたの許しなんていらねーし」

　リュシアンは手袋を外はずし、クレイルの顔に向け、叩きつけるように投げつけた。

　クレイルは、見事な反射でパシリとそれを受け止める。

　──決けつ闘とうの申し込み……!?

「お兄様！　やめてください、誤解なんです、彼はなにも悪くな──きゃっ！」

　ルノアリアの目の前で、リュシアンの絹の手袋が燃え上がった。

　ぱっと舞い散る火の粉こは、クレイルの手の内で一瞬で灰となる。

「なあ、ご主人様。あんたの兄貴も、骨まで灰にしていい？」

「なんて恐ろしいことを言うの！　ダメに決まっているじゃない！」

　リュシアンはしかし、冷ややかに返した。

「骨まで灰？　できるものなら、やってみたまえ」

「お兄様、あおらないでください！」

　乱暴者の赤い髪のクレイルならば、本当に殺やってしまいかねないのだから！

　ただの脅おどしだとでも高をくくっているのか、リュシアンはひるまない。

　ひとにあらざる能力を持つ者との決闘──。

「わたしと君とでは、多分にハンデがあるのは明らかだ……ふむ」

　思案したリュシアンは、やがて、むっつり押し黙っていたロゼを振り返る。

「魔法使いロゼ、君は金次第であらゆる依頼をこなす男だと聞いている。この不届き者との代理試合を依頼したい」

　ロゼは、ふん、と鼻で笑う。

「兄妹揃って、厚顔な……貴様、このおれになんと脅したか忘れたのか」

「脅し？　ワインの件ならば、あれはただの警告。……そうだな、この無礼な男に勝利すれば、ワインの行方について、いっさいを不問にしてもかまわない」

　職権濫らん用ような提案に、《偏屈魔法使い》は口角を吊つり上げた。

「貴様に問題にされようがされまいが、知ったことではないが……まあ、いいだろう。貴様の妹のマヌケぶりに、腹の虫が治おさまらぬところだったんだ」
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　晴天の下もと、刈かり取りの終わった広大な牧草地に、ルノアリアは呆ぼう然ぜんと立っていた。

　──どうして、こんなことになったのかしら……？

　森深くのロゼの小屋から、領主館の隣となりにある牧草地に場所を移していた。

　にじみ出るほどの闘とう争そう心しんを剝むき出しに、クレイルとロゼは互いに睨にらみ合う。

　ふたりの間にある緊きん張ちよう感かんとは正反対に、ルノアリアの周まわりは騒そう々ぞうしい。

「ロゼとクレイルのケンカ、久々だべな」

「嬢じようちゃんが領主におさまってから、ぴたっとやめちまったもんな」

　領主館の周りには、楽しい見み世せ物ものでも始まるように続々と住民たちが集結していた。

「《フィンスタニスの小さな女王レネツト》を賭かけての決けつ闘とうだよ！」

　勝手に面おも白しろおかしく脚きやく色しよくしているのは《詩人》だ。いったいどこから話を聞きつけたのか、谷中に喧けん伝でんしているらしい。

　一方、住民たちも負けずに噂うわさ話ばなしに花を咲かせる。

「嬢ちゃんを巡めぐっての三角関係だってよ」

「ありゃ？　ロゼはライアにぞっこんじゃなかったべ？」

「四角関係ってヤツか？」

「お嬢ちゃんの兄貴も来ているらしい。『カワイイ妹をくれてやるものか』ってなもんさ！」

「どろどろだべ」

「愛あい憎ぞう劇げきだべ！」

　娯ご楽らくに乏とぼしいど田舎いなかである。面白おかしく噂話を交かわす住民たちは、ルノアリア本人を前にしても、声をひそめようともしない。

　無責任に盛り上がる住民たちに向かって、突然、なにかが飛来した。

　矢のような猛もうスピードで野や次じ馬うまたちの間を縫ぬい、はるか向こうに立つ大木に軽快な音と共に突き刺ささる。

　スタンッ！

　それは、複雑な文もん様ようを記しるした紙片──魔法じかけの札ふだだった。

　バチバチと電らい光こうを生んだかと思うと、光が膨ふくれ上がり、轟ごう音おんと共に爆発した。

　木こっ端ぱを撒まき散らし、幹みきには大穴が空あいている。

　しん、と一いつ瞬しゆんで場が静まり返った。

「……やかましい。貴様ら、筒つつ抜ぬけだぞ」

　殺気に満ちた視線で、ロゼが住民たちを睨みつけている。

　しかし、懲こりない彼らは音量控ひかえめに「おおー」と歓かん声せいをあげる。

「今日のロゼは、気合い入っとるべ」

「んだな、アツい勝負になりそーだ」

「なあなあ、お嬢さんよ、この試合でバクチしてもええべか？」

　律りち儀ぎに許可を求める住民を、ルノアリアはぴしゃりと諫いさめた。

「いけませんっ！」

　──そうよ、いいわけがない……！

　いまさらながら、睨み合うふたりに向かって声を張り上げる。

「クレイル！　ロゼ！　領主命令よ、こんな危ないことは今すぐにおやめなさ──」

「水を差すな、ルノアリア」

　制するリュシアンに、妹は嚙かみついた。

「決闘だなんて、なにを考えているのですか!?　気に入らないことがあるのなら、わたしを罰ばつすればいいでしょう！　クレイルを責めるなんて、おかしいわ！」

「我が家の娘むすめを辱はずかしめられ、黙だまっていられるか」

「ですから、彼は、わたしを辱めようとしたわけではないんです！」

「誓ちかい合えば、不純ではないとでもいいたいのか？　おまえたちがふたりで立てた誓いなど、わたしは絶対に認めない」

　やけに必死なリュシアンの顔を、ルノアリアは冷ややかに見つめ返した。

　この兄ひとは、さっきからなにを言っているのだろう？

　邪じや推すいされると、余計につらく虚むなしいのに。

「お兄様、いい加減になさってください、そんな恥はずかしい勘かん違ちがい……クレイルみたいに綺き麗れいなひとが、わたしみたいな娘を相手にするわけないでしょう……昔から何度も繰くり返して『おまえみたいな凡ぼん庸ようでつまらぬ娘を相手にする男など、この世にひとりもいない』とおっしゃっていたのは、お兄様ではないですか」

　リュシアンは額ひたいを押さえ、口の中で苦く悩のうをつぶやく。

「……スケコマシに引っかからぬよう、刷すり込み続けたのが仇あだになったか……」

「お兄様？　よく聞こえませんわ、なにをおっしゃっているの？」

「……おまえは知らずともいいことだ」

　そのとき、ドウンとすさまじい地響きと共に破は壊かい音おんが鳴り響ひびいた。

　領主館の前の道に砂すな煙けむりが舞い上がり、震しん源げん地ちは大きく陥かん没ぼつしていた。

　ロゼの魔法……！

　ルノアリアは青ざめて叫さけんだ。

「どうして決闘の場所が、領主館の隣なのよ!?」

「まあまあ、よいではないか、ルノアリアどの。ここのほうが観客を集めやすいだろう」

　口を挟はさんできたのは、へろりと笑うノエル王子だった。

　彼は木こ陰かげで他の住民たちと一緒になり、地面に直接尻しりをつけて膝ひざを抱かかえ、ただの観客と化していた。

　見事に場に溶とけ込んだ王子殿でん下かは、住民に煙草たばこなど勧すすめられている。

　ルノアリアはハッとした。

　あまりの住民との打ち解とけぶりに、うっかり忘れかけていたが──このお方は、高潔な心を持つ王子様ではないか……！

「で、殿下、いけませんわ、ここは危険です。安全な場所へ避ひ難なんなさって！」

　慌あわてるルノアリアに、ノエル王子は緊張感なくへろりと笑う。

「わたしは王宮で話に聞いている『凶きよう暴ぼうな魔法使い同士の喧けん嘩か』を見ておきたくてね。せっかくのパフォーマンス、存分に楽しませてもらおう」

「王子殿下！　今回は、パフォーマンスではありませんのよ！　……え？」

　クレイルとロゼの、魔法による派手な戦い。

　確かに、以前まではフィンスタニスを訪れる貴族たちを怯おびえさせて追い返すために、わざと見せつけるものだった。ルノアリアは内情を教えられたが……どうして、ノエル王子が『パフォーマンス』と知っている？

　ルノアリアの頭に疑問が渦うず巻まいたそのとき、館を囲う柵さくの一角がすさまじい爆ばく破はに吹き飛んだ。

　余よ韻いんに吹きつける熱波が頰ほおを撫なで、爆風にギャラリーの髪かみがあおられる。

　クレイルが生んだ炎が、連続して上空ではぜ、轟音が周囲を震ふるわせた。

　このままでは、被害が領主館に及んでしまう──！

　思ったそのとき、美しい声が、朗ろう々ろうと呪じゆ文もんを歌いあげる。

　途と端たん、ごうっと突風が巻き起こった。

　爆破の代わりに、炎ほのおの光だけが、ぱっと空に拡散する。

　まるで、音のない花火のようだった。

　風の障しよう壁へきにより、可燃物を捕とらえ損そこねた炎はたちまち消え失せた。

　ルノアリアの隣に立った人物が、ふう、と息をつく。

「呪文で補助しないと、やっぱりしんどいなぁ。わたしみたいに精せい霊れいの血が薄うすいと、ただ命じるだけじゃ低位精霊たちは素す直なおに動いてくれないんだよ」

　つぶやきを漏もらす、麦むぎわら帽ぼう子しの《詩人》は「やれやれ」と帽子とほっかむりを取り払った。

　美しい顔を露あらわにし、腕の筋を伸ばす体操など始めている。

「本ほん腰ごし入れて結界を張らないと。今日のクレイルは火力が違う。よほど負けたくない事情でもあるのかな？」

　ルノアリアを見る《詩人》の琥こ珀はくの瞳ひとみが、からかいの色を宿していた。

「クレイルは、喧嘩のときは遊びのつもりで挑いどむひとだけど……今日は真剣にロゼを倒たおすつもりらしい。短期戦で一気に押しきろうとしてるみたい。ロゼの魔法は小こ技わざに秀ひいでているから、長引くほど不利なんだよねー」

「小技？」

「そう。ロゼの剣には、魔法の技が組み込まれている。マントの中にお札だとか、魔法道具だとか、山ほど仕込んでるし……あれだけ属性の違う精霊を次から次へと使し役えきして、よく心を乱されないものだっていつも感心するよ」

　たとえば、と《詩人》は赤い髪のクレイルを指さした。

「亜あ精せい霊れいの彼は今、炎の精霊の性質に引きずられて、乱暴者になっている。亜精霊だけじゃなく、精霊の性質は人間の精神にも影えい響きようを与えるんだ。だから、いろんな属性の精霊を行使しすぎると、心に大きな負担がかかる。無茶すると命を縮めかねない」

「そこまでして……ロゼはクレイルと戦っているの？」

「精霊は基本的に、強い者に従うからね。亜精霊と手っ取り早く付き合うのに一番有効なのは、自分のほうが圧倒的に勝まさるって最初に見せつけておくことなんだ。イヌと同じだね」

「亜精霊は、イヌじゃないわっ」

「イヌとも違うけど、人間でもない。ロゼは、わたしたちの中にいる精霊というものをよく酌くんでくれている。そのうえで、亜精霊たちに接してくれる。魔法使い協会の人間は、人間の尺度で測るひとばかりなのに。彼は違うんだ」

　そう言えば、ロゼは以前に魔法使い協会の亜精霊に対する扱いを苦々しく非難していた。

　彼は、文句を言うばかりではなかったのだ。

「ロゼはこれまでそうやって、フィンスタニスの亜精霊を護まもり続けていたというわけね。これからは、わたしがロゼを助けないといけないわ……」

　しみじみと思い知るルノアリアに、《詩人》が言った。

「先日の、ニナが精霊化した事件──あのとき、ロゼがフィンスタニスにいれば、あっという間に収束していたよ。有う無むを言わさず、力ずくでニナを抑おさえていたはずだから。それは精霊に対する正しい対処法だけど……それを続けていれば、わたしたちはいつまでもロゼを頼たより続ける。お嬢さんは、自分で自分を抑えることができると信じてニナに呼びかけてくれた。それこそが、ひとと共に暮らすため、亜精霊の自立のために一番必要なことだと、わたしは思うんだよ」

　ロゼとクレイルの戦いに目を向けていた《詩人》は、ふいに腕うでを払う。

　次の瞬間、空中に火花が飛び散り、連続して爆発が巻き起こる。

　絶ぜつ妙みようなタイミングで《詩人》の生んだ風の結界が、それを阻はばんで火の粉を吹き飛ばしたので、観客たちに被害が及ぶことはなかった。

　次々と墜おちる炎。

　残光の軌き跡せきを見つめながら、《詩人》が言った。

「精霊の性質は精神に影響を与えるって言ったよね。たとえば……炎の魔法を使いすぎて、おかしくなっちゃった魔法使いの一団がいた」

「魔法使いの一団……？」

　話の切り出しは唐とう突とつで、いつもの歌うような節ふし回まわしの語り口ではなかった。

「炎でおかしくなったって……赤い髪のクレイルみたいに？」

「炎に狂くるった人間は、精霊よりも、もっとやっかいなんだよ。炎の精霊の場合、『燃やしたい』って単純な欲求だけで動く。だけど、その人間の魔法使いたちは、自分たちの力に酔よって危険な思想を持った。『万理を制する魔法は、天から与えられた力。その力を持つ自分たちこそが、至上の存在だ』と。だから自分たちこそが世を制するのだとね」

　しかし、それを安あん易いに許さない者たちがいる──魔法使い協会だ。

　魔法の濫用、悪用を防ぎ、世のバランスを保たもつことを旨むねとする魔法使い協会は、彼らと敵対し、彼らは協会に対抗するため、新たに仲間を増やそうとした。

「そこで目をつけられたのが、協会に属していなかった者たち。辺境に住まい、古いにしえの魔法を使う小さな部族だった」

「古の魔法……？」

「うん。旧世界の頃から長きにわたり、精霊と共に生きようと、魔法使い協会とたもとを分かって、ひっそりと存ながらえていたひとたちなんだよ」

「そのひとたちは、どうして協会と分かれてしまったの？」

「わたしも詳くわしいことは知らない。彼らのことは文ぶん献けんには残っていないからね。なにしろ魔法使い協会は、協会に属さない者を魔法使いとは認めないから、協会の歴史では、その部族は存在すらしないことになっている。だけど……彼らは、たとえ建前であっても亜精霊を『所有物』だなんて言うひとたちじゃなかった」

「すばらしいひとたちなのね。まるで、ロゼみたいだわ」

「そのとおり。ロゼは、その部族の出身なんだよ」

「ええっ!?」

　ということは……ロゼはかつて世界征服を目論もくろむ団体に、勧かん誘ゆうされた……？

　魔王のような漆しつ黒こくのマントを標準装備しているロゼ──恐ろしい想像に、ルノアリアはびくびくしながら《詩人》に訊たずねた。

「その、『古の部族』のひとたち、世界征服に手を貸しちゃったの？」

「ううん、そんな馬鹿げた話は断った」

　──ロゼの正体が『魔王』じゃなくてよかった！

　ルノアリアがほっとしたのも束つかの間ま、《詩人》は続けた。

「誘さそいを断ったばかりに、古の魔法使いたちは、みな殺されてしまった」

「な、なんですって!?」

「『天から使命を与えられた我らに逆らう者は、みな悪』だから殺したらしい」

「そんな……！　めちゃくちゃだわ！」

「そのめちゃくちゃな理り屈くつで、ロゼは故郷を失い、彼ひとりが生き残った」

　結界の余波の風にあおられる白金の髪を押さえながら、《詩人》は続ける。

「そのせいなのか──彼は他人と取引はするけれど、信じることができないみたい」

　だから、ロゼはなんでも自分ひとりで背負い込もうとする。

　フィンスタニスの創始者の自分こそが、この地のすべての面倒を見なければならないと強固に思い込んでいる。

「ロゼは、口では住民のみんなに『役立たずどもが』だなんて酷ひどいことばかり言うけどね。……だから、わたしもクレイルも、ベルティナも心配していた。いつか彼は背負いきれずに潰つぶれてしまうんじゃないかって」

「《詩人》さん……」

「ロゼの助けになるって言ってくれて、ありがとう。あなたが来てくれて、フィンスタニスの住民たちは喜んでいるんだよ。わたしも、少しだけ心配が薄れた」

　最後のひと言に、ルノアリアは「ん？」と眉まゆをひそめた。

「少しだけ？」

「なにしろ、あなたは《フィンスタニスの小さな女王レネツト》──あなたが母君の《ロワの女王》のように、《フィンスタニスの女王》と呼ばれる日が楽しみだよ」

《詩人》は、ルノアリアに希望を持ち、信じてくれている。

　母に『少しだけ』でも近づけている。

　誇らしい気持ちが胸に溢れ、ルノアリアは決意に背筋を伸ばす。

　理不尽にも故郷を失ったロゼが創りだした、フィンスタニス──ここは、彼の新たな故郷なのだ。

　──二度と、ロゼの故郷を奪わせたりしない……！

「おーほほほほほ！」

　この場にいる住民たち全員に聞こえるよう、そしてロゼの耳にも届くよう、魔法戦の爆音に負けないほどの声量で、ルノアリアは哄こう笑しようした。

《ロワの女王》をリスペクトした、渾こん身しんの高笑いだ。

「『少しだけ』だなんて言えるのも今のうちよ！　『どうかフィンスタニスから出て行かないで』って、あなたたちに言わせてみせるんだから！」

「あはは、それは頼たのもしいな」

　愉ゆ快かいそうに笑った《詩人》は「そうだ」とつぶやき、付け加えた。

「わたしが魔法で結界を張ったこと、賦ふ役えきに入れなくてもいいけど、魔法使い協会にはナイショにしてね。ロゼの話をしたことも、彼には秘密だよ。バレたら、ロゼは絶対に怒り狂うだろうから──わたしは、あんなえげつない戦い方の男と喧嘩するなんて、まっぴらごめんだ！」

《詩人》の視線が向けられた先で、ざばあっと盛大に水が降ふり注そそいだ。

　滝たきのような勢いの水流の直下にいたクレイルは、水圧に押し潰されて、たまらず片膝をつく。

「──がっ、てめっ、反則だぞ……！」

　咳せき込みながらの抗こう議ぎに、ロゼが首をかしげた。

「ほう。炎の精霊というのは、喧嘩に作法があったのか？　初耳だな」

　しらじらと言うロゼの手には、大きなカエルが摑つかまれ突き出されていた。さながら、どこかのご隠いん居きよの印いん籠ろうである。

「カエルごときに頼るとは、焼きが回ったじゃねえか、ああ!?」

　クレイルの悪態に、ロゼに代わり、握にぎられたカエルが甲かん高だかく怒ど鳴なり返す。

「わたしはカエルではないっ、偉い大だいなる水の精霊だ！」

「偉大な中位精霊様が、人間ごときに使役されてんじゃねえよ！　てめえ、下位精霊に落ちちまったのか？」

「誰が使役などされるか！　この者とは、利害が一いつ致ちしただけだ。クレイル、先日はよくも『蒸しガエルにする』だの『焼きガエルにする』だのナマイキ言ってくれたな！」

「そんなしょーもない報復のために、他人の喧嘩に水差してやがるのかよ!?」

　怒れるカエルが、ロゼに摑まれた格好のまま、両りよう前まえ脚あしを振り上げた。

　途端、ざばーっと大量の水が再びクレイルに降ってくる。
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　とうとうクレイルは、両膝、両手まで地についた。

「いい加減にしやがれ──」

　睨みつけた赤金色の視線の先、ロゼは頭痛をこらえるようにこめかみを押さえている。

　水に咳き込みながらも、クレイルはロゼを指さしてげらげら笑った。

「てめえ、精霊を使役しまくったのが効きいてんじゃねえか！　ダッセー！」

「……やかましい。炎で押すことしかできぬ、単たん細さい胞ぼう馬ば鹿かめ」

　唸うなるように言い返すなり、ロゼは用済みとばかりに、ぽいっ、とカエルを放り捨てた。

　地面に叩きつけられ猛抗議するカエルには見向きもせず、ロゼは続けた。

「この、恩知らずの馬鹿が。キサマ、そもそも貴族娘を追い出すことに協力する約束だったはずだろう。それを、ほいほいへらへらヒモなんぞにおさまりおって……」

「んなもん、あっちのオレに言え。……ま、このオレも、ルノアちゃんを手離すつもりはねえけどよ」

「目を覚ませ、あんなマヌケのどこがいいというのだ。先ほどとて、なにやらわけのわからぬ高笑いをしていたぞ」

「そういう抜けたとこがカワイイんじゃねぇか。それよか、てめえの趣味のほうが、よっぽどどうかしてるだろ。あんな不ぶ気き味みで陰いん気きくさい酔っ払い女の、どこがいいんだっつーの」

　ライアへの悪言に、ロゼの顔色が変わった。銀色の瞳が、殺気を帯びる。

「貴様……誰だれのおかげで、フィンスタニスの魔力の恩恵を受けている……？　今すぐ、消えたいか？　フィンスタニスから叩たたき出してやってもいいのだぞ？」

「ははっ！　やれるもんならやってみろ！　小娘ルノアひとり追い返せねえクセによぉ」

「おのれ、ヒモ野郎……ああ、そうか。貴様は、女だったら誰でもいいのだったな。なにしろ、マヌケ娘が来る前は、出で稼かせぎと称して女に触さわるために街に出ていたくらいだ。そのとき、男嫌ぎらいのクセに、街で男だん娼しように間違われていたらしいではないか！」

　クレイルは、情報源をねめつける。

「カナリア野郎！　てめっ、余計なこと広めて回りやがったな!?」

　素顔をさらした麗うるわしの《詩人》は、爽さわやかに手を振り返す。

「面白い話があれば、知らせて回るのがわたしの使命なのさ！」

「なにが使命だっ、ゲスな趣味持ちやがって……！」

　一方、戦いを静観していたリュシアンの、抜け目のない瞳が底光りしていた。

「男嫌い……ほう。ルノアリア、あの男は『女だったら誰でもいい』のだそうだぞ。ただの節操なしだと。悪いことは言わん、彼には即そつ刻こくヒマを出しなさい」

　諭さとす兄の正論に、しかし、恋する妹は首を振る。

「クレイルは『誰でもいい』んじゃなくて、『誰にでも』親切なんです！　女性に対して紳しん士し的てきなのよ！　優しくて素敵なクレイルに、女のひとなら誰だって惹ひかれる──誤解を生んでも、仕方のないことだわ！」

「……フィーは女ですが、あのにやけづらを見ていると蹴けり飛ばしたくなりますよ」

　フィーのつぶやきに気づかず、ルノアリアはため息をついた。

「あれだけ綺麗なんだもの。女性だけじゃなくて男性に好かれても無理ないわよね……」

　男嫌いだなんて──ああ、なんてかわいそうなクレイル！

　男娼に間違われたという屈くつ辱じよくを味わったせいで、彼は男性が苦手になったに違いない。

　だから、彼は男性ではなく、女性に仕つかえる『ヒモ野郎』というものになったのだ。彼女たちに『おいしい心』を提供してもらい、魔力の薄い世界に存えてきた──。

　──わたしがフィンスタニスからいなくなったら……クレイル、誰から『おいしい心』をもらうのかしら……。

　この先、フィンスタニスを訪れる女性が現れるかもしれない。

　その女性は、ルノアリアよりも『おいしい心』の持ち主かもしれない。

　正体のない者の存在を憂うれい、嫉しつ妬とするなんて、どうかしている。

　わかっているけれど、不可解な気持ちは心の奥でぐるぐると渦を巻く。

　重苦しい胸を押さえていると、赤い髪のクレイルが、ロゼに向かって怒鳴った。

「女だったら誰でもいい？　馬鹿言うな、オレはヒツジ野郎と違って惚ほれた女しか口く説どかねえんだよ！」

　と、そのとき、地面に落とされていたカエルが高く跳とび上がった。

「『惚れた女しか』だとぅ？　笑わせるな、この女たらしめ……！　水の精霊よ、ここに集つどい、この救いがたい軟なん派ぱ者ものを成敗しろ！」

　水の粒りゆう子しが四方八方から飛来し、上空にぐんぐんと集結する。

　水の塊かたまりは、先ほどよりもはるかに大きく、一気にクレイルへと降り注いだ。

　ドシャ──！

　地面を叩く水の轟とどろきが、あたり一面にこだました。

　大量の水が流れ広がり、野次馬たちの足あし下もとを水みず浸びたしにする。

　地面に座っていた者は慌てて立ち上がり、足を躍おどらせている。

「うわわっ」

「ひょえー……カエルどん、まだあのこと、根に持ってるんだべ？」

　住民たちがひそひそ話す『あのこと』とは──長期間、女性に触ふれられないことに正気を失ったクレイルが、ニナに愛の詩うたを捧ささげて口説こうとしたという悲しい事件のことである。幸い《釣つりじい》にぶん殴なぐられたおかげで大事には至らなかったが──。

「いくら『病やまい』っていっても……あんなちびっこ口説くのは、ヤバいべな」

「犯罪だよな」

「気の毒だぁ。色男が台なしだよ……」

　しみじみと憐れむ住民たちに、ルノアリアが声をかける。

「なんの話をしているの？」

　住民たちは揃そろって、ご領主様に同情交まじりのほほえみを向ける。

「嬢ちゃんがフィンスタニスに来て、ホントによかったなって、話してたんだよ」

　一方、水圧に押し潰されたクレイルは、これまでの疲ひ労ろうの蓄ちく積せきもあるのだろう、とうとう地面に倒たおれ伏ふし、動かなくなった。

　とどめとばかりに、ロゼが剣を振り上げる。

　弾はじかれたように駆かけ出したルノアリアは、クレイルの身体からだに覆おおいかぶさった。

「ロゼ！　お願い、もうやめて！」

　スカートの裾すそが泥どろにまみれるのもかまわず、ルノアリアはクレイルをかばう。

　水たまりの中に倒れるクレイルの身体は、ぐったりと力ない。

　ふん、と鼻を鳴らして剣を収めたロゼは、クレイルを見下ろし、不可解そうに眉をひそめた。

「水をかぶって気を失ったのに……精霊化が解けない……？」

　クレイルの髪の色は、相変わらず赤いままだった。

「なにをしている、さっさとヒトの状態に戻もどらんか」

　クレイルの脇わき腹ばらを蹴けり上げようとするロゼの足を、ルノアリアが必死に払いのけた。

「やめて、もう勝負はついているでしょう!?　乱暴しないで！」

　ルノアリアは涙ながらにクレイルを揺ゆさぶる。

「クレイル、クレイル、目を覚さまして！」







　気を失ったクレイルは、すぐに領主館内の彼の部屋に運び込まれた。

　寝台に横たわるクレイルの髪の色は、やはり赤いままだった。

「そいつは、単に力を使い果たして動けんだけだ」

　説明を聞いてほっと胸を撫で下ろすルノアリアに、ロゼは続けた。

「しかし、このまま精霊化が解けねば、精霊の力の負ふ荷かに耐たえきれず、身体を壊こわしかねん。長引けば、死に至る」

「死って……う、噓うそよ──」

　呆然とするルノアリアの脇で、兄が寝しん台だいを覗のぞき込み、聞こえよがしに言った。

「ほう？　それは気の毒だな」

　その隣で、フィーが粛しゆく々しゆくとして黙もくとうしている。

「安心して息絶たえてくださいね。おいしいスープにしてあげますから」

　クレイルを敵視するふたりに、オルキアがやんわりと声をかけた。

「リュシアン、フィーちゃん、少し外に出てようぜ」

　肩に伸びた友人の手を、リュシアンは払いのける。

「そもそも、オルキア。このスケコマシが調子に乗って、わたしの妹に慣れ慣れしくしているのは、君の管理不行き届きが原因ではないのか？　なんのために君をルノアリアにつけたと思っている」

「おまえは『気の済むまで妹に付き合ってくれ』って言っただろ？　男を寄せつけるな、なんざひと言も聞いちゃいない」

　けろりと返すオルキアを、リュシアンは睨みつける。

「……それを本気で言っているのならば、わたしは君を見み損そこなった」

「見損なうのは、おれのほうだぜ、リュシアン。まだてめえの思おも惑わくどおりにことが運ぶと思ってやがるのか？　馬鹿げた賭けまで持ちかけやがって」

「これは我が家の問題だ。君に口を出されるいわれはない」

「そうだな。これはロワ伯はく爵しやく家けの問題だし、おれはその家の預かりだ。だから、おまえの決めたことには従うぜ」

「ならば、命令だ。黙っていたまえ」

「……ここからは、おれのひとりごとだ、リュシアン坊ちゃん」

　友人を見み据すえるオルキアのまなざしが、いつになく怒いかりを宿す。

「ルノアリアは、これまで家のためだの、領地のためだの、母ちゃんの名前のためだの、自分じゃないもんのために生きてきた。それはルノアリアの決めたことだから、口出しするつもりもないけどよ、女の子なんだぜ？　一生そのままってのは、あんまりだろ。フィンスタニスはルノアリアの領く邦になんだ。ここにいるときくらい、好きにさせてやってもいいんじゃねえのか」

「オルキアさん……」

　いつも見守ってくれている頼もしい騎き士しに、ルノアリアは心からの礼を言う。

「……本当にありがとう。でも、立場を考えず、わたしが誤解されるようなことをしたから、いけなかったの」

　クレイルの手を取り、ルノアリアは静かに詫わびた。

「ごめんなさいね、クレイル。……お兄様、咎とがめるならば、わたしだけを。亜精霊のこのひとは、ただわたしから『心』を得ていただけなんです」

　もしも咎めるものがあるとすれば、クレイルにとって『ごはん』でしかいられない、頼りにならない、この自分だ。

「クレイルは、いつもわたしを助けてくれました。護ってくれました。彼がいなければ、わたしは今、ここに立っていないでしょう」

　命だけではない。

　彼は、ルノアリアの心と誇ほこりをも護ってくれた。

「もしも、このままこのひとに、なにも返せず故郷に戻らねばならないというのなら──わたしは、もう二度と自分を誇ることはできません。お願いです、お兄様。彼が苦しんでいるんです……せめて、彼のそばにいさせてください」

　伯爵家の兄妹の、母と同じ碧あおい瞳が視線を交かわし合う。

　やがて兄は無言で踵きびすを返し、部屋を出て行く。

　フィーをうながしそれに続くオルキアに、リュシアンは小声で囁ささやいた。

「……ルノアになにかあれば、ぜんぶ君の責任だぞ」

「はいはい」

　一連の流れを興味深げに眺ながめていたノエル王子も、続いて部屋を出て行った。

　さらに、背を見せ立ち去ろうとするロゼを、ルノアリアが引き止める。

「ま、待って、ロゼ！　お願い……クレイルを助けてほしいの！」

「ふん。少しずつ弱りはするが、無理をせず安静にしていれば、すぐに死ぬことはない。そのまま数日間、精霊化が解けなければ、さすがに危険だがな」

「ほ、本当に？　じゃあ、数日中に金きん髪ぱつに戻ればいいのね」

「ああ……明日になっても戻らなければ、知らせろ。処置を考える」

「ありがとう、ロゼ……！」

　安あん堵どの涙を流しながら、ルノアリアが去りゆくロゼの背中を見送っていると、笑い交じりのかすれた声が耳に届いた。

「……野郎、カッコつけやがって……力使い果たして、転移の術も使えないでやんの」

　振り返ると、赤い髪のクレイルがベッドから半身を起こしていた。

「よかった、目が覚めたのね……クレイル。起きたらダメよ、安静にしていて」

「冗じよう談だんだろ？　まだまだ喧嘩の途中なんだ。ロゼに、追い打ちかけてやる。このまま終わらせてたまるか」

「冗談を言っているのは、あなたでしょ!?　無理したら、死んでしまうかもしれないのよ!?」

「上等だ。あんたの兄貴には、死んでも負けたくないんでね」

「死んでも、だなんて──どうして、そこまで……」

「ムカつくんだよ。どいつもこいつも、役目だ大たい義ぎだ、ぐじぐじつまんねーことばかりたれやがって……」

　立ち上がろうとするクレイルは、しかし額を押さえて苦しげなうめきを漏らす。

　──もしも、このまま弱って、クレイルが死んでしまったら……？

　想像すると、腹の底から震えが込み上げ、全身の力が抜けてゆく。

　ベッドの前に膝をついてへたり込んだルノアリアは、引き止めるようにクレイルの手を取った。甲に額を押し当て嗚咽おえつを殺す。

「お願いだから、無理しないで……死ぬ、だなんて冗談でも言わないで……金髪のクレイルに戻ってちょうだい」

「嫌いやなこった。あっちのオレも、あんたの兄貴と一緒だ。あんたをさらえやしない」

「さらうって──わたしを？」

　驚おどろいて見上げたクレイルの赤金色の瞳が、せつなく笑っていた。

「……オレにさらわれるのは、嫌か？」

　現実味のない提案に、ルノアリアは泣き笑いで返す。

　まるで、どこかで聞いたことのある話──。

「──精霊とお姫様の、おとぎ話みたいね」

「ああ……あの、胸クソ悪いホラ話か」

　人間の姫君と精霊の、許されざる恋──姫をさらった精霊が城の兵に殺されてしまう、悲しいお語だ。

『精霊にたぶらかされてはいけない』という寓ぐう話わ的てきな意味を持つので、ひとと精霊との恋物語には、幸せな結末を迎むかえるものはひとつも存在しないという。

「……ルノア。あんたもひとに惚れた精霊なんか、殺されちまえばいいと思うか？　精霊と共に生きるなんて、ろくでもないって思うか？」

　ルノアリアは首を振る。

「思うはずないでしょ。さらわれるまでもないわ。わたしはあなたと一緒にいたい」

　──いつまでも、一緒にいたいのに……。

　流れていた涙が、さらに溢あふれ出す。

　ルノアリアは震える声で続ける。

「もしも、誰かがあなたを殺そうというなら、わたしが必ず護ってみせる」

　誰よりも綺麗で、優しくて、頼もしいクレイル。

　誰よりも愛しいひと──。

　──あなたは、わたしがいなくなった後、誰に『おいしい心』をもらうの？

「クレイルと一緒にいられることは、夢みたいに幸せよ。幸せすぎて──」

　──誰にも渡したくない……触れさせたくない。

　胸の奥底にこごる狂おしい独どく占せん欲よくに打ちのめされ、ルノアリアは顔を両手で覆う。

　怖い。別れの日が訪れることが、苦しくてたまらない。

　ベッドのうわかけに顔を伏せ、涙を落としていると、クレイルの声が問うた。

「なあ、ルノア。あんたは、ロゼに惚れてるのか？」

「……へ？」

　がばりと顔を上げたルノアリアに、クレイルは不ふ機き嫌げんに首をかしげる。

「んな顔するなよ。あっちのオレが、勝手にそう思い込んでやがるんだ」

　困惑に首を横に振り、ルノアリアは答えた。

「……ロゼがライアを愛しているから──だから……それが羨うらやましいとは思うけど──」

　ロゼの片想いを、自分の叶わぬ恋に重ねた。だからせめて、彼には幸せになってほしいのだ。

　クレイルへの認めてはならない恋心を思い知り、さらに悲しみに沈しずむ。

　泣いたせいでふらふらする頭を手のひらで押さえながら、ルノアリアはつぶやいた。

「……金髪のクレイル、どうしてそんな勘違いをしたのかしら？」

「さあな。あんな自じ己こ憐れん憫びん野郎の考えることなんざ、知ったこっちゃねえ。でも、あんたのことなら知ってる……ルノアリア」

　赤い瞳が色いろ香かを宿してほほえんだ。

　ルノアリアの手の甲に、優しくキスを落とし彼は囁く。

「あんた、オレのことが好きなんだろ？」

　言い当てられ、耳までカッと熱が上のぼる。

　驚きのあまり、ただでさえふらふらしていたルノアリアの頭は、余計に混乱した。

　──クレイルはわたしのことを、本当になんでも知っているんだわ……！

　抱だきしめられてキスされたいと思う、下心も。

　他の誰にも渡したくない、醜みにくい独占欲も。

　もしも、すべてを見抜かれているというのなら──。

「ええ、好きよ。わたし、あなたのことが好きなの。愛しているわ」

　心の内をさらけだして、ほんの一瞬の後、ルノアリアは猛もう烈れつに後こう悔かいした。

「ご、ごめんなさい、クレイル！　ち、違うのっ、今のナシ！　忘れてちょうだい」

　後先を考えない告白をしてどうする!?

　心優しく、誠実な金髪のクレイルを困らせるだけではないか！

「……オレに噓ついたのか？」

「噓じゃないけど、金髪のクレイルには言わないで。……彼に、はしたない娘だって思われたくないから……」

　クレイルの綺麗な顔に「へえ？」とからかいの色が浮かんだ。

「あいつはダメでも、このオレはあんたのこと、はしたない女と思ってもいいってこと？」

「や、やだっ、そういう意味じゃなくて──もう、クレイルの意地悪！」

　視線を外はずすと、照れに赤く染まった耳が、くすぐるように撫でられた。

　こそばゆさに「きゃ」と声が漏れる。

「……あんたにキスできないなら、このまま死んだほうがマシって気分になってきた」

　疲労に潤うるむ赤金色の瞳が、愛おしげにほほえんだ。

　かすれた声は艶つやっぽく、ルノアリアの背筋をざわめかせる。

　クレイルとの、はしたない妄もう想そうにとらわれ続けたせいで、キスと聞いただけで、めまいがしそうだ。

　──わたしの馬鹿！　こんなときに、なにを考えているのよっ！

「死ぬだなんて、冗談でも言わないで。金髪に戻る方法を一緒に考えましょう」

「そう言われてもなぁ。あいつが勝手に拗すねちまってるだけなんだけどな……世話の焼ける野郎だぜ」

　赤い髪のクレイルは、突然、声をあげた。

「おい、こら！　臆おく病びよう者もののヒツジ野郎！　ルノアはな、オレサマのことが好きなんだってよ、ザマーミロ！」

　ルノアリアは、ぎょっとする。

「きゃあ！　噓っ！　やだっ！　金髪のクレイルには、言わないでってば！」

　腕を摑んで揺さぶるが、クレイルは意に介さない。

「聞こえてるだろ、逃にげてばっかの弱虫！　いつまでも、そうやってぐじぐじやってるつもりなら、マジでルノアをオレのもんにしちまうからな！」

　クレイルは、唐突にルノアリアの腕を摑んで自分の胸へと引き寄せた。

「きゃっ、クレイル！　『喜びの心』は後にしてちょうだい」

「んなもん、いらねえよ。オレは、あんたにキスしたいだけなんだ」

「だから、冗談言ってる場合じゃないのよっ」

「冗談なもんか。オレは惚れた女しか口説かねえっつったろ？　それに──」

　強引にうなじを引き寄せられたかと思うと、情熱に燃える瞳が間近に迫せまっていた。

「──惚れた女にしか、キスしねえよ」

　驚きに見開かれたルノアリアの碧い瞳は、視界の端はしに揺れる赤金色の前髪から、ふわりと赤みが抜け落ちてゆくさまを、ただ見ているしかなかった。







　重なり合った唇くちびる。

　感かん慨がいに浸ることもできず、クレイルは戸と惑まどっていた。

　精霊の挑ちよう発はつに乗り──いや、はっきりきっぱり、奴やつにルノアリアを奪われたくない一心で、戻ってきてしまった。

　戻ったはいいが……この状況、どうすればいい!?

　唇を離し、言い訳するより早く、ルノアリアが胸に抱きついてきた。

「クレイル、よかった……戻ってきてくれたのね……」

　嗚咽に声はかすれ、背に回ったあたたかな手にぎゅっと力がこもる。

　まるで、この身をうつつに引き止めるかのように、力強く──。

『さらわれるまでもないわ。わたしはあなたと一緒にいたい』

　彼女はこんなにも、共にありたいと願ってくれている。

　愛しい気持ちが心に溢れ、クレイルはすがりついてくるルノアリアの頭をそっと抱いた。

　置いていかれることが、怖くてたまらなかった。

　失いたくなくて、精霊の自分に心を預けて逃げ出した。

　どうして、このあたたかな手から逃げ出そうと思ったのだろう？

　──僕はまだ、なにひとつ手に入れていないのに……。







　わずかに隙すき間まを残していた扉とびらが、突とつ如じよドカンと蹴り開けられた。

　部屋の中になだれ込んで来たのは、抜き身の短剣を構えるフィーと、鬼のような形ぎよう相そうをしたリュシアンだった。

　抱き合うルノアリアとクレイルを前に、彼らは猛たける。

「おのれ……不ふ埒らちな不届き者！　もう我が慢まんがなりません！」

「どうしてくれるんだ、オルキア。さあ、責任を取ってもらおうか」

　殺気立つふたりに、オルキアは悪びれずに肩をすくめた。

「あれくらい、いいじゃねえの。取って食われたわけじゃなし」

「このっ、無責任なクマめ……！」

　リュシアンの忌いま々いましげなうめきに、フィーが短剣を振り上げる。

「無責任なクマに代わって、このフィーが不届き者をスープにしてくれます！」

「無責任なクマよりもずっと頼もしいな。許そう、さあ、存分に煮に込こみなさい」

「リュシアン、おまえ、女の子に手を汚させるつもりかよっ」

「はははは！　使える者は子供でも使うよ。自領の安あん寧ねいのためなら、使えるものはなんでも使う。それが『ロワの女王』のやり方だった」

「ふんぞり返って言うことかよ、この外げ道どう！」

　すると、ほてほて部屋の中に入ってきたノエル王子が、深刻な表情で申し出た。

「オルキアくん。その『外道』というセリフ……わたしにもひとつ頼めるかな？」

「はいはい、殿下。今は忙しいから、また後にしましょうね。こら、フィーちゃん、よせってば」

　空気を読まないノエル王子をたしなめ、猟りよう犬けんのごとくクレイルに跳とびかかろうとするフィーを押さえ、殺気立つリュシアンを視線でとどめる。

　面めん倒どうなひとたちをオルキアが抑えてくれるのをいいことに、クレイルはしゃあしゃあとルノアリアの頭を撫で続けていた。普ふ段だんは弱腰のくせに女性に触れることにかけてだけは、まことに図太いのだ。

　イチャつくふたりに、とうとうフィーの怒りは頂点に達した。

「オルキアさん、責任を取って、あの柳やなぎ腰ごしを吊つるすのに手を貸してください！」

「つ、吊るすだと……!?」

　ノエル王子のうすぼんやりとした瞳が、突とつ如じよカッと見開かれた。

「それ、わたしにも頼めるものかい、頼んでもいいかい、オルキアくん!?」

「……殿下、ですから、そういうことはまた後で──」

「オルキアくんは、そればかりだな。ならばこちらにも考えがある」

　ノエル王子はオルキアに抱えられたフィーの手を取った。

「この庶民のお嬢さんから直じかに、手取り足取り教えてもらうことにしよう。そうだ、お嬢さん。指南ついでに、わたしも罵ってもらえまいか、できるだけ口汚く。なんなら、踏んでも構わぬのだよっ、ぐりぐりと！」

　さあ、ほら、早く……！

　期待にきらめく緑の瞳。興奮に息の上がる王子に、本能的な危険を察したフィーは、びくりと怯おびえてオルキアの腕にしがみつく。

「殿下、子どもの前で教育上よろしくないふるまいはおやめください」

「ほう？　オルキアくん、君の主義では『取って食われたわけ』でなければ、この程度、構わぬのではないのかな？」

「…………っ」

　してやったり顔の揚あげ足取りに、オルキアの口角が、ぴくりとひきつった。

　彼は、国境沿いの辺境バルダーヌ出身だ。森にはひとを食らう魔物が現れ、他国との小こ競ぜり合いが頻ひん発ぱつする土地でたくましく育ったのだ。

　忍にん耐たい力は人一倍の武人が、ついに礼れい儀ぎを忘れ、誰もがしたくてもできなかった禁断のツッコミをする。

「ノエル王子、あんた──いったいフィンスタニスに、なにをしに来たんだ……!?」

　そのときである。

　大きく開きっぱなしだった扉が、トントンとノックされた。

　返事を待たず部屋に入ってきた思わぬ人物に、ルノアリアがまばたいた。

「ジョニーさん？」

　隻せき眼がんの通称《よろず屋》ジョニーは、フィンスタニスで唯ゆい一いつの商店を開く男だ。現金収入のない住民たちのため、慈じ善ぜんといっていいほどの赤字経営をしている。

　意外な人物の来訪は、ルノアリアを正気に戻させた。

　赤くなりながらも、クレイルから離れて背筋を伸ばす。

「どうしたの、ジョニーさん。なにか困ったことがあったのかしら？」

「ああ、困ったことと言えば、困ったことだが……その王子様に用があってな」

　当のノエル王子は驚く様子もなく、ほほえんでうなずいていた。

「オルキアくん、わたしはなにをしにフィンスタニスに来たのか、と言ったね。実は、彼の知らせを待っていたのだよ」

「え？」

　全員の視線を浴あびた《よろず屋》ジョニーは、王子に向かって確認を取る。

「ここで話しても？」

「うむ、かまわぬよ」

　しばし、ルノアリアの顔を切れ長の瞳で見つめていたジョニーは、低く言った。

「……一週間後、王太子が宰さい相しようをはじめ、少数の官かん吏りと多数の近衛このえ騎士を引き連れ、このフィンスタニスを視察に訪れる」

「は……？」

　いったい、なんのお話ですか？

　リュシアンを除く全員が呆あつ気けにとられているのを尻目に、ノエルはつぶやいた。

「王族の騎士を動かすとは……兄上が次期国王だと、わたしに当てつけるためか。放ほう蕩とうで変態の第二王子を吊るし上げるために、わざわざご丁てい寧ねいなことだな」

　変態の自覚があったのか、というみなの視線をけろりと無視し、ノエルは続ける。

「好きにさせては後に響く。前々から、あのごうつくばりで気どり屋の宰相の首根っこを一度、摑んで揺さぶっておきたかった。とはいえ……どう迎え撃うつのが得策か」

　迎え撃つ、というおだやかではない言葉に、ルノアリアは青ざめた。

「視察？　吊るし上げるって──ジョニーさんが、どうして……？」

　答えあぐねるジョニーに代わり、ノエルが言った。

「彼の眼帯に隠かくされた瞳は、特とく殊しゆでね。千せん里り眼がんと言ったか──遠くの物事や、未来を見通す力があるのだそうだ。すばらしい能力だろう」

「……殿下」

　ジョニーにたしなめられ、ノエルはしらじらしく首をかしげた。

「おお、そういえば、職業柄、能力を明かされたくないと言っていたかな？」

「誤解を招まねく言い方はよせ。おれは賭と博ばくでこの能力ちからを使ったことはない」

　未来を見通す力。ルノアリアは、はた、と思い至る。

「もしかして！　ジョニーさん、先日、精霊狩人かりゆうどのことを教えてくれたのも？」

　酒場で手に入れた情報にしては、非常にタイミングのいい、正確なものだと感心していたのだが──。

「……ああ、視みえていた」

　あまり言いたくなさそうに告白したジョニーに、ルノアリアはうなずいた。

「そうだったの。あのときはありがとう。おかげで、谷のみんなで盗とう賊ぞくに備えることができたわ。ジョニーさんがいてくれて、本当によかった」

　含ふくみのない純じゆん粋すいなほほえみに、ジョニーは一瞬、毒気を抜かれて目を見開く。

　この能力を知れば、私腹を肥こやすために近づいてくる者ばかりを目まの当たりにしてきた彼は、切れ長の瞳を和なごませた。なんでもないことだ、と肩をすくめる。

「そういうわけで、一週間後には、あなたの領く邦にを騒さわがせることになるだろう。リュシアン、やはり妹君を巻き込むことになってしまったよ。もはや洗いざらい話してもいいだろうか」

「最初から、そのつもりでいらしたのでしょう？　どうぞ、お心のままに」

　リュシアンにうなずいたノエルは、語りはじめた。

「わたしとリュシアンは、ここ数年、共にエンデ国各地を巡っていたわけだが……実はね、廷てい臣しん、官吏たちの横領、汚お職しよくについて徹てつ底てい的てきに洗い出していたのだよ」

　突然の告白に、ルノアリアはぽかんとした。

　にわかに信じられる話ではない。

「お、お兄様？　領地に寄りつかないのは、都みやこや保養地に遊びに行っていたのではなかったのですか……？」

　そのフリをしてもらっていたんだよ、とノエルが答える。

「王宮の臣しんを欺あざむくためにね。そのせいで、リュシアンに伯爵位を継つぐことをためらわせてしまった。フリとはいえ『ロワの女王』の誇りにかけて、ロワ伯爵という立場では、従者や領民たちに、放蕩者だと思われたくないと」

　兄はノエル王子のために、家族をも欺いていたというのか。

　妹の驚きよう愕がくのまなざしから、居い心地ごこち悪げに視線をそらしてリュシアンは言う。

「……さすがに、オーティスにだけは事情を説明した。彼は口の堅かたい男だからな。それに引き換かえ、父上は恐ろしく口が軽い。我が息子むすこが陛へい下かより密命を受けているんだ、と得意になって王宮中に広めかねない」

「ならばどうしてわたしに教えてくださらなかったの!?　わたしは父上ほど、おしゃべりではないわ」

「ルノアリア、おまえはうっかり口を滑すべらさないと言いきることができるか？　国の大事な秘密を厳守する自信があるのか？」

「う……」

「用心のためだ。おまえは隙が多く、正直すぎるし、間の抜けたところがある」

　兄の言葉に、ルノアリアは言い返すことができない。

　マヌケの自覚があったのか、というみなの視線に気づくことなく、彼女は兄に問う。

「ならば、お兄様が女性と浮うき名なを流していらしたのは……？」

「当然、表向きの芝しば居いだ。このヘンタ──ではなく、一国の王子のおそばに、役目とはいえ四六時中ついているのだぞ。心ない者たちに不ふ名めい誉よな噂を立てられるくらいなら、女道楽にうつつを抜かしていると思われたほうがマシだ」

「わたしとしては、噂になっても一向にかまわぬのだがな」

　胸を叩いてみせる王子に、リュシアンが冷ややかに言い返した。

「あなたとの仲を噂されるくらいなら、カメムシと噂になるほうが一万倍マシです」

「カメムシの一万分の一、か……」

　なぜか照れ笑いに頰を染めるノエルは、話を続けた。

「国王陛下は、ただの無む軌き道どうで王宮の貴族と道楽しているわけではないのだよ」

　エンデ国は贅ぜい沢たくを名誉なこととして、王宮貴族から忠誠を得ていた。

　しかし、この政策は着実に国庫をひっ迫ぱくさせる。いずれ蕩とう尽じんし、大増税に踏みきらねばならぬだろう。ひいては、民衆の暴動を起こしかねないのだ。

「陛下も、この事態を憂えていた。改革を実行に移そうとしていたのだが、政策の転換は予想以上に困難だったのだよ」

　仕事らしい仕事をせずとも、肩書きさえあれば優ゆう雅がに暮らしていける──その恩恵にあずかってきた者たちの掣せい肘ちゆうにより、改革に動き出すことができない。

　王位第一継けい承しよう者しやであるアラン王子は、すでに老ろう獪かいな臣に囲まれている。

「そこで、ノーマークのわたしが動いていた、というわけだ」

　ルノアリアは「おそれながら」と、ノエルに問うた。

「どうして、わたくしの兄をお選びに？　殿下の周りには、有能な方がたくさんいらしたでしょうに」

「前にも話したとおり、わたしとリュシアンは、国軍の訓練生時代に出会った。周りの貴族子弟たちは我先にわたしを褒ほめそやし、甘やかした。上官までもが、わたしがサボるのを見て見ぬふりだ。自身の保身に忙しい者たちの中で、わたしを諫めたのは、リュシアンとオルキアだけだったんだよ。ふむ……思えば、あのときに目覚めたのかもしれないな。リュシアンの厭いや味みはざっくり胸に突き刺さるし、オルキアは良識で責めてくるだけ、じわじわ堪こたえる」

　うっとりしているノエルを、オルキアは良識的に無視し、そのオルキアに『損な性しよう分ぶん』と称されるリュシアンは、律儀にざっくり突き刺した。

「『目覚めた』？　被害者ヅラするのはやめてください。こっちまであなたの同類と思われては心外です。なにより、あなたの性せい癖へきのことなど、フナムシの足の本数よりどうでもいいことですよ」

　ノエル王子は「うむ、これだよ」としみじみうなずく。

　これが、どれなのかはともかく、年若い王子には、実じつ績せきもなければ後ろ盾だてもなかった。そこで彼はエンデ国各地を巡り、慎しん重ちように味方を増やし続けたのだ。

　王宮にいる狡こう猾かつな臣を削けずり、地方にいる能力の高い者を探し出し、重職へ登用する準備をじっくりと、しかし着実に進めていた。

　少しずつ、改革は急せいてはならぬと水面下で活動し続け──それでも、とうとう残ざん滓しを嗅かぎつける者が現れはじめる。

「わたしの間かん諜ちようの情報では、宰相はフィンスタニスの秘密を探さぐっていたようだ。彼はわたしに、あれこれ嗅ぎまわられたくないはずだ。『ノエル王子が、王位継承権の簒さん奪だつを狙ねらっている』とでも兄上に吹き込んだのだろう。あとは、この地を悪の温おん床しようと示してみせればいい」

「悪の温床!?　とんでもない誤解ですわ」

　ルノアリアの訴うつたえに、ノエル王子はうなずく。

「まったくそのとおりだが──糾きゆう弾だんに訪れる者たちを追い返さなければ、このフィンスタニスは『第二王子の陰いん謀ぼうの枢すう軸じく』として宰相に押さえられるだろう。わたしは危険思想の持ち主と烙らく印いんを押され、二度と自由を与えられまい」

　ひとを食らう魔物を生み出す《門》の存在が知れれば、さらに誤解が生じることは間違いない。

「殿下、なぜです？　宰相閣かつ下かがあなた様を糾弾したい理由はわかりました。ですが、それがどうしてフィンスタニスの秘密を探ることに繫つながるのですか」

「ふむ。実は、父上にフィンスタニスのことを紹介したのは、このわたしなのだよ」

「え……!?」

　声をあげるルノアリアの隣で、静かに黙していたクレイルが口を開いた。

「おそれながらノエル殿下、この地に溢れる魔力の恩恵を受ける者として、この地の危機に黙ってはいられません。ひとつ、策の献けん上じようをお許しいただきたく存じます」

「ほう？　君は炎の魔法を使い、戦っていたが……わたしの兄を炎で迎え撃つとでもいうのか」

「王太子殿下を暴力でお迎えするなど、とんでもないことです。わたくしは、王宮の皆様方に、フィンスタニス流のおもてなしがしたいのです。今から一週間後──精霊祭の開かい催さいを提案いたします」

「祭り？　戦いくさではなく？」

　興味深げに首をかしげる、ノエル王子。

　不敵にほほえみ返す、クレイル。

　ルノアリアは驚いていた。

　いつもおだやかなクレイル──その金色の瞳に宿る、いつにない強気な光に。

「美しいものは、ひとの心を動かします。暴力や金品でひとを支配することはできるかもしれませんが──心までとらえることはできないでしょう」

　ひとにあらざる亜精霊の青年と、ただびとの若き王子は、しばし視線をぶつけ合う。

　なにごとかを納なつ得とくしたノエルは、ふむ、とうなずいた。

「なるほど、面白い。その地にはその地に適した戦い方があるものだ。そもそも、面倒ごとを呼び込んだのは、このわたし。好きにやってくれていい。責任はすべてこのノエルが持つ。かまわぬかな、フィンスタニスのルノアリア」

　戸惑うルノアリアは、クレイルを見つめる。

　彼は、力強くうなずきを返す。

「ご安心ください、ご領主様」

「クレイル、でも──」

「あなたは、まだご存じないのですよ。精霊や亜精霊が本気で人間をたぶらかせば、どういうことになるのかを。王宮の皆様方に、我らの武器がいかに抗あらがいがたく強力か、心ゆくまで教えて差し上げましょう」
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　一週間後に王太子がフィンスタニスを訪れるという予言が伝えられた、翌日。

　早朝からクレイルの提案は実行に移されていた。

　作戦の舞台は、森の奥深く──魔物を生む《門》の設置された場所だった。

　普ふ段だんは薄うす暗ぐらく静せい寂じやくな森は、働く者たちの声や楽がくの音ねで賑にぎやかだった。

「騎士隊を連つれてくるらしいからね。あちらは喧けん嘩か腰ごしでしかけてくるだろう」

　傭よう兵へい崩くずれのごろつきが攻め込んで来ただけのときも、ルノアリアには従者に護まもられることしかできなかった。

　緊きん張ちように青ざめるルノアリアに、ほほえみを浮かべたクレイルは言う。

「普段、格式ばった生活をしている方ほど、夢まぼろしに焦こがれるものですよ」

　木々が拓ひらかれ、土をさらした地面の上、石の建造物が置かれている。

　それを中心に、とりどりの貴石が埋め込まれた透とう明めいの柱が不思議な輝かがやきを放ち、みなの作業を照らしていた。

　来らい賓ひんを招まねき入れる『舞台』を広げるために、ルノアリアの呼びかけに集まった住民たちが、木々と下草を拓いている。

　オネエの《仕立て屋》は、人の姿をとった愛らしい中位精せい霊れいの助手たちと一緒に、ルノアリアの決戦のためのドレスを仕立ててくれている。

　フィンスタニスの楽隊が、クレイルの指揮に合わせて曲を奏かなでている。

　その曲に乗せて踊おどるのは、美しい娘むすめたちだ。見事なリズム感で、弾はずむように舞い踊る彼女たちへ、麦むぎわら帽ぼう子しの《詩人》が手を叩たたいて、気を引いた。

「はいはい、君たちが、踊り好きなのはわかったよ。歌の練習もしようねー」

　可か憐れんな娘たちは口を揃そろえて「いやでーす」と首を振り、くすくすと笑い合う。

「練習、つまらないから、きらい！」

「遊びたーい！」

　まるで幼おさな子ごのようにわがままな娘たちの正体は、森に住まう中位精霊である。

　普段は小さなネズミやリス、小鳥の姿をしているが、《仕立て屋》の精霊の助手と同じように『魔力丸』という薬を吞のみ、人間の姿をとっているのだ。

「時間がないから、がんばってくれないと困るんだけど……あ、お嬢じようさん、お嬢さん！」

《詩人》は、ルノアリアに向かって手を振りながら助けを求めた。

「この子たち、わたしの言うことを聞こうとしないんだ。精霊に好かれるあなたの言葉なら、きっと耳を貸してくれるはずだから」

　二十人余りの美しい娘たちは、全員が例外なく、くらむような美び貌ぼうの持ち主だ。

　その視線がいっせいに、ルノアリアへ集中するものだから、彼女はめまいを起こしかける。

「わぁ、ごはんだ！」

　精霊の娘のひとりが歓声をあげた。

　それを合図に精霊たちはルノアリアに、わっと殺さつ到とうする。

「え？　ちょっと、きゃあああああ!?」

「おやつ！」

「おいしい心、あまーい！」

　ぎゅうぎゅうと、精霊たちに取り囲まれたルノアリアはおしくらまんじゅう状態だ。

　亜あ精せい霊れいだけでなく、精霊からも『ごはん』扱あつかいされるとは──。

　情けないけど──あら？　なんだか、幸せ……。

　多幸感と酩めい酊てい感かんが同時に襲おそってきて、精霊の魅み力りよくの渦うずの中、その強きよう烈れつさにルノアリアの意識は急速に遠のいていく。

「た、助けて……」

　目を回していると、突とつ如じよ、腕うでをぐいと摑つかまれた。

　そのまま強く引き寄せられたかと思うと、ルノアリアはクレイルの腕の中に収まっていた。

　獲え物ものを奪うばわれた精霊たちは口を揃えて抗こう議ぎする。

「クレイルは、そのコをひとりじめする気なんだ！」

「よくばりー！」

　ルノアリアをよこせ、と声を揃える娘たちに、クレイルはにっこり笑顔で言い放つ。

「あなたがた精霊は、魔力に溢れるこの地が取り上げられれば、どうなるかわかっているんですか？」

　精霊たちのシュプレヒコールが、ぴたりとやんだ。

「亜精霊の僕らは、魔力が薄い世界でも生き延びることができますが、純じゆん粋すいな精霊のあなたがたは、みんな揃って消えてしまいますよ。それでもいいんですか？」

　クレイルをじーっと見つめていた精霊たちは、再びルノアリアに視線を集めた。

「ねえ、ごはんの女の子。練習したら、おいしい心をくれる？」

　宝石のように綺き麗れいな瞳が、期待をこめて自分に集中している。迫はく力りよくにひるみながらも、ルノアリアは、領主らしく威い厳げんをこめて言った。

「ええ、約束しましょう。フィンスタニスを護るために力を貸してくれるのなら、この地のあるじとして、みなにふさわしい褒ほう美びをとらせます」

　跳はね回って喜びを示した精霊たちは、《詩人》をぐるりと囲み、歌の稽けい古こを始めた。

「クレイル、楽隊の練習はいいの？」

「ええ、僕なしでも大丈夫。普段の練習のたまものですね」

　クレイルが、間近でほほえんだ。

　ほっと息をついたルノアリアは、まだ自分がクレイルの腕の中にいることに気がついた。

　昨日、彼と交かわしたキスが、鮮あざやかに脳のう裏りに蘇よみがえる。

　動どう悸きの激しくなった胸を押さえながら、助けてもらった礼を言うと、クレイルがせつなくつぶやいた。

「また……見つかってしまいました」

「え……？」

「ルノアリアが、また他の精霊に見つかった。僕は、ますますあなたをひとりじめできなくなってしまう」

　彼がひとりじめしたいものがルノアリア自身ではなく、『おいしい心』だとわかっているのに──彼に求められることがこんなにも嬉うれしくて、苦しい。

　想いを振り払うように、ルノアリアはクレイルから離はなれた。

「さあ！　みんながんばってくれているわ。わたしも、準備を手伝わないと！」

　大木の根元では、水の亜精霊のニナが、「正気を保たもったまま精霊化」の課題に取り組んでいた。《森番》とのマンツーマンでの修しゆ業ぎようである。

　地面に直じかに胡坐あぐらをかいて座る《森番》と、その向かいで水を張ったたらいの中に正座するニナ。

　無口なふたりは、じーっと睨にらみ合っているだけにしか見えないが、一応、意思の疎そ通つうはあるようだった。

　こくりとうなずいたニナが藍あい色いろの瞳ひとみを閉じた。

　青白い光に包まれ、彼女の姿がみるみる変へん貌ぼうを遂とげる。

　たらいの中に座るのは、先日、嵐を起こした大人の姿のニナだった。

「まあ、すごいわ、ニナちゃん！」

　手を叩いて賞賛しつつも、先日の事件の記き憶おくも新しいルノアリアは、密ひそかに警けい戒かい心しんがぬぐいきれない。疑うたがうわけではないけれど、問わずにはいられなかった。

「《森番》さん、ニナちゃんは、この姿で大丈夫？　その……暴れ出したりしない？」

「ああ、案ずることはない。いざとなったら土に埋うめるから」

　おだやかな声で物ぶつ騒そうなことを言う大男に、ルノアリアはぎょっと顔色を変える。

「ええっ！　ダ、ダメよ、埋めたりしたらっ」

「亜精霊はひととは違う。それくらいで死にはしない」

「亜精霊には、亜精霊のやり方があると思うから、人間のやり方を押しつけるわけにはいかないけど──それでも、ニナちゃんのおじい様は、彼女にはひとと一緒に生きてほしいって願ってる。わたしも彼女には、フィンスタニスのみんなと一緒に生きてほしい。だから、できるだけ人間の基準を身につけてもらいたいの」

　真剣なまなざしのルノアリアに、《森番》はうなずいた。

「心得た。ニナもクレイルも、土に埋めることは、金こん輪りん際ざいやめよう」

「……クレイルを埋めたことがあるの？」

「一度だけ」

　いったい、なにがどうなって埋められたのだろう……。

　当のクレイルのおだやかなほほえみがいつも以上に完璧で、なんとなく質問しづらい。それとも、赤い髪かみのクレイルが埋められたから憶えていないのだろうか。

「そ、そう。知らなかったわ……ごめんなさいね、なんだか偉えらそうなことを言って」

「いいや、精霊と人間とが共に生きる地で、あなたのようなひとがいれば心強い。なあ、ニナ？」

　呼びかけられたニナのまばたきしない藍色の瞳が、ルノアリアを見つめた。

　ゆるりと鱗うろこに覆おおわれた腕が動いた。

　たらいの水が音を立てて跳ね上がったと思うと、ニナの周囲で渦を巻く。

　ルノアリアが無意識にクレイルの腕を取ると、聞き覚えのある、よく通る声が言った。

「そう怯おびえるな、わたしの子分はあんたが来たから、喜んでいるだけだ」

　声に振り返ってみると、目の覚めるような美青年が腕組みをして立っているではないか。

　艶つややかな黒髪、明るい緑の瞳──人間離れした美貌の彼は、精霊が人型をとっているのだろうが──。

「その声──それに、ニナちゃんが子分って……あなた、カエル親分さん!?」

「いかにも。ニナもわたしも、おまえのために、こーんな陰いん気きな森の中までやってきたのだぞ。さあ、感謝しろ。崇あがめ、奉たてまつれ！」

　偉そうなカエル青年に気を取られていると、ひやりと冷たいものが手に触ふれた。

　音もなく傍かたわらに立っていたニナが、ルノアリアの手を取り、自みずからの頰ほおに当てる。

　彼女の立ち姿は、古いにしえの女神のように麗うるわしい。

　神秘的な藍色の瞳に見つめられ、胸がどきりとした。

　大人の姿をしたニナの放つ魅力は、子供姿の彼女よりも破は壊かい力りよくは数十倍だ。

　ルノアリアでさえ、めまいを覚えるほどの魅み了りようの力──こんなふうに手を取られた男性は、一いつ瞬しゆんで恋に落ちてしまうだろう。

「おい、セルバ。稽古が済んだら、わたしとニナをこの森の泉へ案内せい」

　ふんぞり返って《森番》に命じるカエル青年に、クレイルが呆あきれて言った。

「親分さん、困りますよ。作戦上、女性の姿をとるという約束で、ロゼから『魔力丸』を分けてもらったのでしょう？　それなのに、どうして男性の姿をとっているんですか」
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　カエル青年はつやつやした顔に「ふふん」と笑みを浮かべた。

「このわたしが、おまえよりも美しいものだから、嫉しつ妬としているのか？」

　クレイルに見せつけるように、気取った所作でルノアリアに手を差し出す。

「どうだ、娘。わたしが踊りの稽古の相手をしてやらんこともないぞ」

　ルノアリアはくすくす笑った。

　カエルの姿が脳裏にあるだけ、気き障ざなふるまいがかわいらしい。

「光栄ですわ、カエル閣かつ下か」

　エスコートを受け入れようと伸ばしかけたルノアリアの手を、横から伸びたクレイルの手がさらった。

「ダンスの練習が必要ならば、僕がお教えしたほうが効こう率りつがいいでしょう。なにしろ一週間しかありません。そうだ、カエルの親分さんは、フィーちゃんにお相手を頼んだらいかがです？」

　指さされた方向では、リュシアンとオルキアの指導のもと、有志の領民たちと共に剣の稽古にいそしむフィーの姿がある。

　フィーに、お昼ごはんにされそうになったことのあるカエル親分は震ふるえ上がった。

　その隙すきに、クレイルがルノアリアの手を引き逃のがれると、背後からカエル親分の悔くやしげな声がする。

「ひとりじめしおって、このよくばりめっ！」

　人間嫌ぎらいのカエル親分からダンスに誘さそわれたことに、ルノアリアは『精霊に好かれすぎて、さらわれたお姫様』のおとぎ話を思い出していた。

　──精霊の男のひとって、『おいしい心』の持ち主の女性を誘わなきゃいけない決まりごとでもあるのかしら……？

　精霊化した赤い髪のクレイルの「惚ほれた女にしかキスしない」という言葉が胸にちらついて、カッと頰が熱くなる。

　精霊と人間では、常識が違うのだと《詩人》が教えてくれた。

　それならば、恋愛の概がい念ねんもまったく違うのかもしれない。

　顔を上げれば、間近にクレイルの端たん整せいな横顔がある。

　視線に気づいた彼は、優しくほほえみを返してくれる。

　ルノアリアは、ますます赤くなってうつむいた。

　金髪のクレイルには、炎の精霊になったときの記憶がないのだと言っていた。

　──彼が炎の精霊になったときに、改めて訊きくべきよね。

　さすがに金髪のクレイルに「赤い髪のクレイルがわたしに『惚れてる』って言ったんだけど、どういう意味？」なんて訊くことは図ずう々ずうしい。

　今は、一週間後に備えることに集中すべきだと意識を切り替えようとするけれど、脳裏に蘇るのは、赤い髪のクレイルの情熱的なふるまいばかり。

　胸を焦こがすまなざし、頰に触れた綺麗な指、そして重ねた唇くちびるのあたたかさ──。

「ルノアリア」

「へっ、え!?」

　ぐらりとよろめいた身体からだを、クレイルが支えてくれた。

「疲つかれましたか、ルノアリア？」

「違うのよ、少し考えごとをしていて──」

「心配しないでください。あなたもフィンスタニスも、僕が必ず護ってみせますから」

　いつも優しげな金髪のクレイルが、今は強気にほほえんでいる。

　おだやかなクレイルも大好きだけど、こんなクレイルも凜り々りしくて素す敵てき──。

　ぽーっと見とれていたルノアリアは、ふと我に返り、昨日からの疑問を口に出す。

「ねえ、クレイル。今回、殿でん下かに自分から作戦を提案したのはどうしてなの？」

　好戦的で恐おそれ知らずな赤い髪のクレイルならいざ知らず、金髪のクレイルは、慎つつしみ深い青年だ。その彼が、自分から進んで策を申し出たことが、ルノアリアには意外だったのだ。

　クレイルは、ほほえんで答えた。

「僕は……これまで『自分は人間によって生かされている』と思っていました。魔力の薄い世界では、ひとの『喜びの心』にすがって生きていましたから。でも、このフィンスタニスは違います。ここは、ひとに寄りかかるのではなく、ひとと共に生きる場所。僕はいつまでも、ひとであるロゼやあなたに頼たよっていてはいけないと思ったんですよ」

　だから、自分からフィンスタニスを護ろうと奮ふるい立ったというのか──。

　ルノアリアは彼の決意に、胸が熱くなる。

「クレイル、あなたは本当に立派だわ……」

「こんなふうに考えられるようになったのは、あなたのおかげですよ、ルノアリア」

　ふたりのいる場所は、貴石の放つまばゆい光源から離れていたが、無数に舞う精霊の光が淡あわく優しくあたりを照らしていた。

「こうしていると、あなたがフィンスタニスに来たばかりの頃を思い出しますね」

　ここに来たばかりの頃、星灯あかりの下、ふたりきりでダンスを踊った。

　ルノアリアは、ふふっ、と笑みを漏もらした。

「ねぇ、クレイル。今はふたりきりだから平気なんだけど……実はわたし、大勢のひとたちが踊るダンスの輪に入ると、目が回ってしまうのよ」

　だから、ルノアリアは舞ぶ踏とう会かいに赴おもむくことが苦手なのだ。

　大勢のひとが踊る輪を見ているだけで、酔よってしまう。

「大丈夫ですよ、ルノアリア」

　優しく頰に触れられ、クレイルと視線を合わせる。

「ダンスの輪の中では、僕だけを見ていてください。どれだけ大勢のひとや、亜精霊、精霊が踊っていたとしても……どうか、この僕だけを」

　言葉は願いごとのように囁ささやかれる。

　真しん摯しに見つめる金色のまなざしは、星のごとくきらめいていた。

　どんなに高価な宝石を目の前に積まれようとも、精霊の光が降ふり注そそごうとも──。

　──クレイルが、この世界中で一番綺麗……。

　熱に浮かされたように、返事が口を衝ついて出る。

「ええ。わたし、あなただけを見ているわ。クレイル──」

　──あなただけを、愛している。

　身体の内に燃える気持ちが、熱の奥で痛みを訴うつたえる。

　このまま胸に秘め続ければ、痛みはやがて、痺しびれて麻ま痺ひするだろうか。

　報われることのない恋の苦しみも、いずれ訪れる別れの悲しみも、感じずに済むのだろうか。

　彼の腕に抱だかれていたルノアリアの耳に、呆れた声が届いた。

「亜精霊にたぶらかされるとは、あんたは心底マヌケだな」

　振り返ると、そこには漆しつ黒こくのマントを羽は織おるロゼの姿があった。

　悪あし様ざまな言葉とは裏腹に、ロゼの顔は案じるような色を濃こく映す。

　驚おどろいた顔をすぐにほほえませ、ルノアリアは「おほほ」と笑って言い返す。

「二十年も片想いしているあなたに、言われたくないわね」

　ロゼは、ふっと笑みを返してうなずいた。

　そうかもしれんな、と。

《偏へん屈くつ魔法使い》の素す直なおさに、ルノアリアとクレイルは驚いて顔を見合わせた。

「ど、どうしたのよ、ロゼ……変なものでも食べたの？」

「くだらぬ冗じよう談だんを言っている場合か。あんた、自分がなにをしようとしているのかわかっているのか？」

「なにって、フィンスタニス防衛作戦の準備だけど──」

　けろりと答えるルノアリアに、ロゼは額ひたいを押さえる。

「貴様は、これから王族同士の争いに巻まき込まれるんだぞ？　なにより、今のタイミングで宰さい相しようがしかけてくるというのが、不吉なんだ……」

「え？」

「先日の精霊化したニナが暴れた事件──あの混乱に乗じて《門》を奪いにきた者がいる」

　木立の間から見えている石の建造物を振り返りながら、ルノアリアは首をかしげる。

「奪うって……あんなに大きなものを、どうやって盗とっていくというの」

「あの石いし壇だん自体は、《門》ではない。あの中に置かれている石ころこそが《門》なのだ」

　ルノアリアは「ええっ!?」と声をあげる。

「あんなに小さなものが、恐ろしい魔物を生み出すというの……？」

「ロワのルノアリア・ストライサ。いまさらだ……ここまで踏ふみ入ったのだから、すべてを話すが──聞けばいよいよあんたは、引き返せなくなるぞ。本当にいいのだな」

　試すような言い方にむっとする。

　このフィンスタニスに領主として訪れたその日から、ルノアリアの心は決まっている。

「わたしは、最初から引き返すつもりなんてないわよ」

　ルノアリアの挑いどむような視線を真正面から見み据すえたロゼは、ひとつ息を吸って吐はき出した。

　精霊たちの歌声を遠くに聞きながら、彼は口を開く。

「そもそも……魔力と同時に魔物を生むあの小さな石ころ──《門の石》は、三百年前に作られたものだ。魔界からやってきた魔人が、現界の魔女と一緒に開発した。現在の魔法使いの技術では、その再現はおろか、壊こわすことすらできない代しろ物ものだ」

「魔人……？」

「魔界に住まう、人型をした魔物だ。この現界で目にする獣けものの姿をした魔物とは違い、優すぐれた知能を持つ。千年も前は、自由に現界と魔界を行き来していたが、完全に境界のできた今、おれたちが出会うことはないだろう」

「その魔人が、三百年前まではいたということね」

「ああ、たったのひとりだけな。そのたったひとりの魔人と共に、人間の魔女が暮らしていた。彼らふたりは、いずれ現界の魔力が枯こ渇かつする事態を憂うれえていた」

　彼らは現界の魔力を潤うるおす方法を考えた末に、魔界から魔力を引き出す《門の石》を創り出したのだ。

「あんたも知ってのとおり《門の石》には欠けつ陥かんがある。副産物として魔物を生むことだ。彼らは欠陥に心を痛めつつも手元に置き、生まれた魔物の駆く除じよに努つとめることにした」

「駆除するって……魔人さんは、同どう胞ほうを殺したということ？」

「……ひとの死と、魔物の死は違う。魔物がこの現界で滅めつされることは、魔物にとって死ではなく、魔界に還かえることを言う。魔人も同じ──ひととしての死は訪れず、魔界に還らぬ限り、現界にとどまり続けるのだ」

　時は流れ、魔女はひとつの苦く悩のうにさいなまれる。

　魔人を人間の世界にひとり残して死ぬことはできない。

　そこで、彼女は自らの魂たましいを材料に、《石の守もり人びと》としての役目を負おうよう作り直されることにした。

「その魔女こそが、ライアだ」

「それじゃあ……ライアが『純粋な人間とも違う』っていうのは──」

「あの女の肉体自体は生身だが、魂は違う」

　作り直された魂は《石の守人》として、人間の死を迎むかえることはない。

　何度でも転生を繰くり返し、この世を永遠にさまよい続けねばならないのだ。

「ライアは三百年間、石を護り続け──その間に、幾度も殺された。そのうちの幾度かは、貴族が殺した。《門の石》は、魔物を生む。戦いくさに利用しようとしたのだが、一緒についてくる《石の守人》が邪じや魔まだった」

「邪魔……？」

「《石の守人》であるライアは、石と共にある。どこに石を持ち去られようとも、彼女は必ず石のある場所に現れる」

　ライアは永遠に石に縛しばりつけられ、決して逃のがれることはできない。

「石が魔物を生めば、共にあるライアが『魔物を生む女』だと誤解を与え、魔物を生んだ罪人として処刑されたこともあったらしい。……魔物を生む気味の悪い女を、単なる余よ興きようとして面おも白しろ半分になぶり殺しにもした」

　言葉を失うルノアリアに、ロゼは説明を続ける。

「話を戻す。二百五十年前だ。魔女の心配は取り越し苦労に終わった。《門の石》を作った魔人が魔界に還り、そこから魔女は孤こ独どくになった」

「酷ひどいわ、魔人さん……ライアを置いて帰ってしまうなんて」

　つぶやくルノアリアに、ロゼはうなずき返した。

「ああ、酷い話だ。魔人は人間に滅ほろぼされた。魔物を生む石を作った魔王としてな。……残ざん酷こくなことに、魔人は還る前に、魔女にやっかいな呪のろいをかけやがった」

　ひとり取り残される《石の守人》にかけられた呪い。

『決して人間を憎にくんではならぬ』と。

「その呪いにより、あの女は、長きにわたりひとから与えられた苦痛や恐きよう怖ふを消化することができぬまま、腹の中にため込み続け、それは混こん沌とんの闇やみとなった」

　結果、ライアに狂くるいが生じた。

　どういう作用か、ライアの持つ『魔物を魔界に還す力』と結びつき、副作用として、彼女は新たな力を手に入れた。ひとの心にある闇に触れる力だ。

「そして、蓄ちく積せきされた闇は許容量を超え、『魔物を魔界に還す力』を発動すると、ライアの中では苦しみと恐れが再現され、外にまで漏れ出すようになってしまった」

　ライアの魂を作り変えた魔人にとって、予想外だったはずだ。

　人間の世を想い《石の守人》となったライアが、人間に痛めつけられるとは！

　ルノアリアは、呆ぼう然ぜんとして言った。

「……ライアは、いつまでも苦しい思いをし続けるということなの？」

「そんなことをさせぬため、このフィンスタニスがある。そもそもこの地は、石が生んだ魔物を適度に置いておくために創った場所──おれにできることは、ライアが『魔物を魔界に還す力』を発動させる代わりに、生まれた魔物を滅し、魔界に還すことだ」

「そんな大変な仕事を、ロゼがたったひとりで……？　どうして、他の魔法使いに手伝ってもらわないの？　話をすれば、きっと助けてくれる人がいるはずだわ」

「……おれも、そう思っていた」

　ライアに出会ったばかりの幼おさなかったロゼは、考えた。

　自分の一族は、魔法使い協会に属していなかったばかりに滅びたのか、と。

『魔法使い協会』というところに助けを求めれば、自分もライアも、もうなにに追われることもなく安全に暮らせる。ライアを幸せにしてあげられる──。

　純粋にそう信じたロゼは、ライアを魔法使い協会に連れて行き、保護を求めた。

　しかし実際には──協会は、ライアをもてあました。

　彼らはライアの持つ闇や、生まれ出てくる魔物を恐れた。

「『石が持ち出されて悪用されることのないように』という大たい義ぎのもとに魔法使い協会は、ライアを十年もの間、協会本部の地ち下か牢ろうに繫つないだ」

　まるで罪人のように。

　鎖くさりに繫がれ、満足な食事も与えられなかった。ライアの闇を恐れた協会員は、近づきたがらなかった。

「おれのせいで、ライアは十年間、たったひとり、暗くじめついた狭せまい牢の中で過ごした」

　過去に人間から与えられた、死の苦痛と恐怖の再現に打ちのめされながら、独りきりで石から生まれる魔物を魔界に還し続けた。

「愚かなことをした……今のあいつに『憎む』という感情が残っていれば、まず、おれのことを憎ぞう悪おしていたはずだ」

　ルノアリアは涙を流して首を横に振る。

「そんな……そんなこと、絶対にないわ……だって、あなたは彼女のために──」

　ロゼは力なく笑った。

「馬鹿王子　ノ　エ　ル　は、フィンスタニスが『陰いん謀ぼうの枢すう軸じくというのは誤解だ』などと吹いたそうだが──あながち誤解というわけでもない。王宮にいるおれの顧こ客きやくとは、あの王子のことだ。フィンスタニスは、ヤツの手のひらの上にある。王子の命令でこの地に連れてきた住人もいる」

　たとえば、《蔵くら元もと》の老人は、宰相派の貴族にワイン畑を取り上げられた。

　老人の故郷は、エンデ国民なら誰でも知るワインの銘めい醸じよう地ちだった。

「王子とは《門》については口外しないという契けい約やくだが、あんたの兄貴は、おれが王子の犬だと知っているはずだ。おかしいとは思わなかったか？　実の妹を、バケモノ谷に送り込むなど、正気の沙さ汰たではない。リュシアン・ストライサはおれが貴族に手を出せないことを知っていたから──フィンスタニスが王子の手中にあったからこそ、あんたをこの地に赴ふ任にんさせたのだ……これで、わかっただろう。ここは、あんたが思うような愛すべき場所などではない。お嬢さんが遊び気分で暮らしていい場所ではないんだ。ライアの言うとおり、ただの墓場なのかもしれん」

　権力は、簡単に手のひらを返す。

「また、ライアを魔物を生む女として──『悪』として処しよ刑けいしかねない。その『悪』に肩かた入いれをしていたとなると、あんたにもどんな咎とがが及およぶかわからぬ」

　すとんと腑ふに落ちた。

　そうだったのか、と。

　政治的な争いが起これば、伯はく爵しやく家けの一族を巻き込みかねない。

　ロゼが、ルノアリアをフィンスタニスから追い出したがった理由は──最初から、ルノアリアのためだったのだ。

　ルノアリアは涙を拭ふく。

　──今まで、わたしは護られてきたんだわ。

　泣いている場合ではない。

　たとえ、どんなに恐ろしいものが襲おそってきても、領主は泣いてはならない。

　なぜなら、領民を護ることこそが、領主の仕事なのだから。

　──今度は、わたしがロゼとライアを護ってみせる！

　胸の内、激しく燃える決意を秘め、ルノアリアは高らかに哄こう笑しようした。

「おーほほほほほ!!　このわたしが、遊び気分で暮らしているですって？　片腹痛くてよ！　ねえ、クレイル？」

　クレイルはほほえんで同意した。

「ええ、片腹痛いですね。ロゼ、ルノアリアが遊び気分だったことが、ただの一度でもありましたか？」

　なにをするにも、ルノアリアはいつだって全力の本気で挑んできたのだ。

「このわたしを、誰だれだと思っているの？　フィンスタニスのルノアリア──偉い大だいな『ロワの女王』の娘にして、悪名高いフィンスタニスを統すべる者！　『王子の企たくらみに巻き込まれる』ですって？　寝ね言ごとは寝ておっしゃいな」

　ルノアリアは、ふんぞり返って言いきった。

　こんな好機はまたとない！

「おーほほほほほ！　ノエル王子に売れるだけ恩を売りつけてやろうじゃない！」

　女王様スイッチの入ったルノアリアの宣言に、ロゼは言葉を失う。

「わたしは、ライアを護ってみせる。領民を護るためならば、なんだって巻き込んで利用する。たとえそれが、王族だろうと、《偏屈魔法使い》だろうとね！」

　高笑いは暗い森を貫つらぬき、呼び覚さまされた精霊の光がいっせいに舞い上がった。

　光の中で、希望を宿した碧あおいまなざしが、力強くほほえむ。

「領主命令よ、ロゼ。あなたも一週間後までに、基本のステップくらい踏めるようになっておきなさい」

　ぽかんと目を丸くしていたロゼは、やがて「ちっ」と舌打ちする。

「まったくもって、やっかいなマヌケがやって来たものだ！」

　悪態をつきながらもほほえんだロゼの銀色の瞳には、ルノアリアと同じ希望の光がともっていた。







　賑やかな精霊たちや住民たちの輪から外はずれ、より暗い森の中、ライアはひとり静かに木のうろの中で昼寝をしていた。

「お休み中のところ、失敬」

　ふと顔を上げると、土産みやげの酒さか瓶びんをかかげたノエルが笑顔で立っている。彼の後ろに控ひかえていた案内役であろう隻せき眼がんの《よろず屋》は、暗がりに姿をかき消した。

　いつまでも立ち去る様子のないノエルに、ライアは「やれやれ」と首を振った。

　うろの中から這はい出した彼女は、緩かん慢まんなしぐさで帽子をかぶりなおした。

「十年ぶりかね。大きくなったじゃないか、ぼうや」

「あなたは、相変わらずお若い。それに、ずいぶん元気になったようだ」

　十年前のライアは病的にやせ細り、死人のように生気が薄はく弱じやくだった。

　かつて十年間、魔法使い協会の地下牢に繫がれて過ごした魔女は、他人事のように肩をすくめる。

「まあ……あんときゃ、シャバに出たばかりだったからね」

「フィンスタニスでは、つつがなく暮らしているようでなによりだ」

「そう見えるかい」

「そうでなければ困る。それがロゼの望みであり、彼がわたしに仕つかえる条件だからな」

　ロゼが魔法の技わざを使い集める情報は、正確で詳しよう細さいだ。どんな諜ちよう報ほう員いんよりも信頼できる。ノエルは彼を手放すつもりはない。

「ロワ伯爵家の娘は、あなたの『つつがない暮らし』に水を差していないかな」

「ああ、よくやっているよ。これまで、何人か役人が来たけどね。お嬢ちゃんみたいにおかしなのは、初めてだよ。あたしに『悩なやみはないか』なんて訊いてきた」

　遠くから聞こえてくる、精霊たちの歌声。

　楽しそうに笑いさざめく住民たち。

　喜びの心に誘われ、森の中のそこかしこには精霊の光が舞い散っている。

　ライアは無感動に、飛びかう色とりどりの光を見上げた。

「あれよあれよで、やかましい場所になっちまった。あたしの力が影えい響きようしているせいかねぇ。ここに住みつくのは行き場をなくした、ろくでもない連中ばかりなのにさ。地面に打たれた杭くいに鎖で繫がれて、ぐるぐる同じ場所を回り続ける」

　ライアにとって《門の石》という逃れられない呪じゆ縛ばくこそが杭である。

「あたしに繫がった断たち切れない鎖を、ロゼは無理やり伸ばしてみせた」

　ロゼの作り出した特とく殊しゆな結界により《門の石》による呪縛の範囲が広められている。フィンスタニス内では、ライアが石から離れていても自由に歩き回れるよう、調整したのだ。

「……引き換えに、あの子は自分の人生と命をすり減らした」

　技を編あみ出すための十年間、ロゼは死に物狂いで修業を重ね、寝しん食しよくを惜おしみ研究を続けたはずだ。一日でも早くライアを魔法使い協会の地下牢から救い出すために。

　ライアはフィンスタニスから出ることはできないが、牢の中とは比べるまでもない。

「フィンスタニスにはわたしの手の者を、何人か置いているけど──」

　保守派の廷てい臣しんたちから葬ほうむられそうになった者、悪政を敷しく地方の諸しよ侯こうから迫はく害がいされた者、そして、様々な事情で魔法使い協会に属すことのできない特殊な力を持つ者……ワケありの者が、幾いく人にんも潜ひそんでいる。

《門の石》によって生み出された魔物は、ライアが還す代わりに、ロゼや亜精霊たちが滅するが、そのワケありの彼らも魔物の駆除に手を貸している。

「──持ちつ持たれつ、理想的な関係というわけだ」

「ロゼだけが貧びん乏ぼうくじ……憐あわれな話さ」

　魔物と同時に、石は魔力も生む。

　その魔力に依い存ぞんする精霊や亜精霊たちが住みついてしまったばかりに、フィンスタニスから石を持ち出すわけにもいかず、ライアは身動きがとれなくなった。

「あたしがまごまごしているうちに、あの子まで石にとらわれちまった。王子様、ここまで計算に入れてたんなら、あんたは大した慧けい眼がんの持ち主だ」

「わたしは『《石の守人》が自由を得られる規模の土地が欲しい』と希望していたロゼに、ここを紹しよう介かいしただけだよ」

「二十年前、魔法使い協会にあたしを保護するよう頼んだときは、ロゼはまだ六つの子供だったんだ。それなのに、いまだに悔くいているんだよ」

「ロゼの動く理由は、悔いだけだろうか」

「ならばあたしを憐れんでいるのかねぇ……優しい子だから」

　ライアの願いを聞き届け、女子供をフィンスタニスに入れたりしない。

　貴族や精霊狩人かりゆうどを、魔法や魔物をけしかけ脅おどしこそすれ、殺したりはしない。

　王宮の牢に入れられていたクレイルを、ノエル王子に借りを作ってまで助けたのとて、立場の弱い亜精霊に同情したからなのだ。

　黙だまり込むライアに、ノエルが訊たずねる。

「ふむ。あなたが憂えているというのなら、わたしはロゼの望みを叶えていると言えないようだ。あなたがつつがなく暮らしていくには……さて、どうするべきかな？」

「そんなこた、あたしが訊きたいくらいさ。だけど、ひとつ、お願いならあるよ」

「ほう、聞こう」

「一生独り身ってのは、あんまりだ。ロゼに、嫁よめさんを見つけてやっちゃくれないかい？　領主のお嬢ちゃんみたいなのがいいんだけどね」

「なるほど、あなたの言うとおり、ロゼは非常に『憐れな』男だ」

　闇の瞳をまばたく魔女に、王子は大げさに両手を挙あげて嘆なげいてみせた。

「二十年も心を寄せ続けた女性に、別の女性をあてがわれるなんて……そのような残酷な仕打ちを受ければ、このわたしでさえ興奮を通り越し、深い悲しみを覚えるだろう！」
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　予言の日から一日も違たがわず、フィンスタニスには近衛このえ騎き士し隊たいの旗を掲かかげた一行が到とう着ちやくしていた。

　悪あく名みよう高い谷は不ぶ気き味みに静まり返り、人っ子ひとり姿を見せない。

　エンデ国王太子アランをはじめ、宰さい相しようや官かん吏り、そして若い騎士隊が続き、列をなす。

　整ととのえられた田畑に挟はさまれた農道──存外に荒れていない谷の様子に戸と惑まどいながらも、導き手の男に従い、彼らはまっすぐ森に向かっていた。

　馬を置いて、薄うす暗ぐらい森に踏ふみ入った一行は、やがて魔物を生み出す《門》へ到達する。

　石の積まれた建造物を目の前にした導き手の男は、凍こおりついたように足を止め、寒さに耐たえるような震ふるえる手で指し示した。

「あ、あの石でございます、王太子」

　石の祭さい壇だんの前、その中に納められた小さな石ころに、王太子は眉まゆをひそめた。

「こんなものが、ひとを食う魔物を生むだと……？」

　宰相を通し、事前に話を聞いてはいたが、なにもかもが信じがたい。

　──国家転てん覆ぷく？　王位簒さん奪だつ？　バカバカしい……。

　ノエルは、幼おさない頃から少々……いや、かなり変わり者であるものの、愚おろかな王子ではない。

　その弟が無む軌き道どうな放ほう蕩とうに走りはじめたことは妙みようだと思っていたが……。

　行き先も告げることなく、頻ひん繁ぱんに王宮を空あけるようになった第二王子──宰相をはじめとする老臣たちは、ノエル王子へ不ふ審しん感かんを募つのらせていた。

　そこへなんと、ノエルがこの悪名高い地、フィンスタニスに邪よこしまな術を持つ魔法使いを隠かくし、虎こ視し眈たん々たんとエンデ国の覇は権けんを狙ねらっているという密告が入ったではないか。

　宰相はアランに訴うつたえた。

　陰いん謀ぼうの芽を摘つみ取ることができるのは、貴方あなた様さまだけです、と。

　宰相の手の者──この石を指さす導き手の男こそが、魔物を生む魔女がいるという確かな情報を摑つかんだという。

「危険でございます、アラン殿でん下か。それ以上近づきますな」

　宰相は、騎士のひとりに『魔物を生む石』を押おう収しゆうするよう命じた。

　王族に仕つかえる近衛騎士は躊ちゆう躇ちよせず、小さな石を手に取った。

　年若い騎士は王子のもとに戻もどり、片かた膝ひざをついて石を捧ささげ持つ。

　見れば見るほど、ただの小さな石ころだ。

　アランもまた、武勇に優すぐれる勇ましい王子だった。

　この一行の中で、誰よりも魔物を目まの当たりにしてさえいる。

　兵を率ひきいての遠えん征せい中ちゆう、辺境で幾いく度ども遭そう遇ぐうしたが……こんなものが、あんなにおぞましい生き物を生むはずがないだろう。

　いよいよ馬ば鹿かげている──そう言いたかったが、アラン王子は口をつぐむ。

　フィンスタニスについてきている官吏たちは普ふ段だん、仕事らしい仕事もせず、肩かた書がきだけで優ゆう雅がに暮らしている。さらに彼らのあるじは、高給を食はむ老臣なのだ。

　家柄ばかりの役にも立たぬ彼らは、気位ばかりが高く異い端たんには厳しい。

　それは王族の子弟でも例外ではなく、ノエルは格好の攻こう撃げき対象になっていた。

　これがただの石だと証あかしを立て、官吏たちの気の済む程度に視察して回れば、ノエルにかかる嫌けん疑ぎも晴れよう。

　引き上げの命令を下した、そのとき、薄暗い森に気配が揺ゆらいだ。

「……それを持っていかれちゃ、困るよ」

　陰いん気きなその声に、王太子は、ぎくりと背後を振り返る。

　大木の影、闇の中から染み出すように、ひとりの女が姿を現す。

　黒い髪に、真っ黒なドレス、妙な帽ぼう子しに隠かくれて見えない表情……なんとも不気味な女だった。

　背後で、ぎゃっと悲鳴があがった。

　振り返ると、騎士のひとりにすがりついた導き手の男が、がくがくと震える手で女を指さしている。

「あ、あいつだ！」

　指された女は「おや」と帽子をわずかに持ち上げる。

「石いし泥どろ棒ぼうの兄さんかい、また会ったね。調子はどうだい」

　親しげなセリフとは裏腹に、口く調ちようは淡たん々たんとしている。なにかが欠落したしゃべり方は奇妙に不安を呼ぶ。

「あ、あいつでございます、宰相閣かつ下か、あれが、魔物を生む女……！」

「今日はあんたひとりなのかい。集金係の下したっ端ぱ魔法使いはどうした？」

　以前現れた石泥棒はふたり組──この場に、魔法使いの男の姿は見えない。

「お、おのれ、魔女め、ぬけぬけと……！」

　男は、怒いかりと恐きよう怖ふに顔をゆがませる。

　宰相が、王太子に言った。

「先日、この地にこの者を使わしていたのです。もうひとり、魔法使い協会は、保守的な団体で──ようやく懐かい柔じゆうした魔法使いがおりましたが、その者は、そこにいる魔女に呪のろいをかけられ正気を失い、診しん療りよう所じよに繫つながれているのでございます」

　不吉さにざわつく胸を押さえ、王太子は努つとめて冷静に問うた。

「女。呪いをかける、というのはまことか。申し開きがあるのなら、申してみよ」

　ライアが口を開くよりも早く、導き手の間かん諜ちようが声をあげた。

「お、おそれながら申し上げます、王太子殿下、宰相どの！　わたくしは、その女の呪いのせいで、毎晩、恐怖と痛みに満ちた悪夢を見るのでございますっ」

　男の訴えるそれは、幾度もむごたらしく虐ぎやく殺さつされるという、おぞましいものだった。あまりのなまなましさに、官吏や騎士たちは嫌けん悪おに眉をひそめて顔をゆがめる。

　当の魔女は、ただ静かに耳を傾かたむけていた。

「闇の魔女、この呪いを解とけ！　毎日が、地じ獄ごくのようだ！」

「……悪かったね、兄さん。それは、この十年でずいぶん薄まったものなんだよ。あたしが闇にため込んじまった『死に際ぎわの苦痛の記憶』は、酒でもくらって、少しずつ薄めるしかないみたいでねぇ」

「なにをわけのわからぬことを!!　ああ、王太子様!!　その恐おそろしい魔女を殺してください！　呪いの元を断ちきれば、きっとこの悪夢から解放されるはずだ!!」

　剣を抜く騎士たちに取り囲まれたライアは、しかし彼らに目もくれず、石を手にした若い騎士に警告を放つ。

「……兄さん、その石、今すぐ離してこの森を出な」

　帽子のつばからのぞく、闇の瞳──そのあまりの昏くらさに騎士はぎくりとする。

　石から手を離したい衝しよう動どうに駆かられるが、石の押収は宰相閣下の命令だ。

　惑まどいひるむ騎士の手の内で、石がこまかに震えはじめる。

　立ち尽つくす騎士を中心に、ぞろりと闇やみが広がった。

　黒々とした闇から、次々と魔物が這はい出した。それらは、湯の沸ふつ騰とうする鍋底から気き泡ほうが沸わき上がるように、地からぞくぞくと現れる。

　灰色のオオカミ、巨大なムカデ、大だい蛇じや、大おお蜘ぐ蛛も──みな一様なのは、まなこが紅玉のように底光りしていることだ。

　不気味な光景に放心していた騎士は、悲鳴と共に石を放り出した。

　戦い方を知らぬ臣下をかばうように前に出て、魔物に対たい峙じしつつ、アラン王子は顔がん色しよくを失い愕がく然ぜんとしていた。

「なんと──なんということだ……！　ノエルは──我が弟は、本当に魔物を飼かっているとでもいうのか!?」

　初めて魔物を目にする貴族の子弟の近衛騎士たちは、すくみあがって身動きも取れない。

　ぐるぐると唸うなる獣けもの、蟲むしは脚あしをギシギシ鳴らし、くちなわはずるりとのたうつ。

　ひとの畏おそれに触しよく発はつされ、魔物たちはざわめき騒さわぎたてる。

　魔物を間近にしても、魔女は動どう揺ようを見せず、ただ、しんとしてたたずむばかり。

　迫せまる魔物の一匹を叩たたき伏ふせ、勇ゆう猛もうな王太子は叫さけんだ。

「女……！　おまえがこの魔物を生んだのか？　ノエルと共に、ひとの世を乱すというのか!?」

「これだけの魔物に囲まれながら、あたしに質問をくれるなんざ……ここしばらく会う貴族の子は、珍めずらしい子ばかりだよ」

　魔女の言葉に、どういうことかと問おうとしたアランを、悲鳴が阻はばんだ。おぞましい記憶に錯さく乱らんする男は、わめく。

「殺せ！　その女が魔物を生んだ！　呪われる！　ここにいる者、ひとり残らず呪いをかけられるぞ!!」

　恐きよう慌こうした騎士たちは、ライアを取り押さえた。

　落ちた帽子が、拍はく車しや付きの長ちよう靴かに踏みつけられる。

　長い黒髪を摑まれ、顎あごをそらされ、白い喉のどに剣が突きつけられた。

　動じる様子のない魔女は、命いのち乞ごいもせず、悲鳴はおろか、うめき声すらあげない。

　闇の瞳はいっそおだやかだった。

　生への諦あきらめとは違う、その静せい寂じやくに、王太子は違い和わ感かんを覚えた。

「待て、待つのだ！　その女、殺してはならぬ……！」

　王太子の命令は、しかし騎士たちには届かない。

　牙きばを剝むく魔物に囲まれ、みな、恐慌に陥おちいっていた。

「王太子殿下をお護まもりしろ！　魔物を生む女を殺せ……！」

　振り上げられた凶きよう刃じんが、魔女の首に狙いを定める。

「──ロゼ」

　小さく声を漏もらす魔女の脇わき、矢のように降ってきた魔法じかけの札ふだが、地面に突き刺ささる。

　札からまばゆい光が放たれ、目を射られた騎士たちは一様に動きを止めた。

「な、なんだ──」

　音もなく、ひとつの人影が黒いマントを翻ひるがえし、天から舞い降りる。

　ギイン！

　白刃が、下から上へと疾しつ走そうし、騎士の剣は火花を散らして跳はね上げられた。

「女ひとりを寄ってたかって手にかけようとは、たいそうな騎士道だ」

　殺気をはらむ言を吐はいたロゼは、片手に剣を、片手に魔女を引き寄せる。

　抱だきしめられた腕うでの中、魔物に向けて巡めぐらせ見開いたライアの瞳に──手のひらで目隠しをして、ロゼは彼女に囁ささやいた。

「やめろ、魔物たちを闇に還かえすな。もう悪夢を広げる必要はないんだ」

「あの兄さんたちが、魔物に食われちまう」

　たった今、首を落とそうとした男たちの身を、この女は案じている。

　ロゼは、いたわるように彼女の肩を抱いた。

「この地を初めて訪れた日に、言っただろう？　おまえはもう二度とひとから与えられた苦痛を再現せずともいい。おれを信じろとは言わぬ。だが、ほら、見てみろ──」

　高らかな哄こう笑しようが、森の中にこだまする。

「──《フィンスタニスの小さな女王レネツト》のおでましだ」

　ほほえんだロゼの指示した先で、闇を引き裂さく光が放たれた。







「おーほほほほほほほほ！」

　暗い森に、静寂を穿うがつ高笑いが響ひびき渡る。

　魔物の群れの中、ひと筋の光が漏もれ、ぱっと輝かがやきを増した。

　騎士たちの幾いく人にんかが手にしていた松たい明まつの炎ほのおが揺ゆらぐ。風はない。意思を持ち、示し合わせたように松明の灯あかりはいっせいにかき消えた。

　途と端たん、欝うつ蒼そうとした森が燃え上がるように、赤い光に満たされた。

「控ひかえなさい、無ぶ礼れいな獣たち！　この森は我が森──勝手なふるまいは許しません」

　貴石の埋うめ込まれた柱が光を放ち、その場は昼間のような明るさに包まれる。

　気づけば、祭壇の脇から、ひと組の男女がこちらに向かって歩いてくる。

　目もくらむような美しい青年は光の尾を引きながら、女性の手を引く。ふたりは間近で牙を剝く魔物たちにひるみも恐れもしていない。

　洗練されたあでやかなドレスに、高く結ゆい上げられた髪かみ、背筋を伸ばした威い厳げんある立ち姿。

　女は堂々として豪ごう奢しやなドレスの裾すそをさばき、前に出る。

　行く手をさえぎる魔物を、激しいものを秘めた碧あおい瞳ひとみがねめつけた。

「控えなさいと言うのが聞こえませんか？　下がりなさい」

　毅き然ぜんとした命令に、おぞましい魔物たちは、なんと彼女に道を譲ゆずったではないか！

　信じられない光景に、言葉もない王太子一行へと、女は優雅にほほえんだ。

「ようこそ、我が領地へおいでくださいました。歓かん迎げいしますわ、アラン王太子殿下」

「そ、そなたはいったい──」

「わたくしはこの谷の領主、フィンスタニスのルノアリア。国王陛へい下かよりこの地を拝領した、ロワ伯はく爵しやくの娘むすめでございます」

　取り巻く魔物たちの唸り声に身動きがとれないしもべたちの中で、青ざめながらもアラン王子だけが領主と名乗る娘に口を開いた。

「では、そなたが《ロワの女王》と呼ばれた、かの女じよ傑けつの……」

「いかにも。エレオノール・ストライサは、わたくしの母でございます」

「なんと！　噂うわさにすぎぬと思うておったが、そなたのようなむすめごが、このような地に滞たい在ざいしているというのか……!?」

「おっしゃるとおり、このルノアリアが、この地にとどまり統とう治ちしてございます」

「そなた、魔物を眼光で退しりぞけたが──あれはどういう魔法を使ったのだ」

　周まわりの臣たちは、取り囲む魔物たちの熾おき火びのように赤々とした視線に震えながら、進言する。

「王太子殿下、ただの娘がバケモノを退けるなど考えられませぬ！」

「あ、あの娘は、魔女に魂たましいを売ったに違いありませんぞ！」

　指をさされたルノアリアは、さもおかしそうに哄笑した。

「おーほほほほほ！　エンデ王宮の気高き殿との方がたがおっしゃることとは思えませんわ！　殿下、ルノアリアは『ロワの女王』の娘にございます。彼女の誇ほこりを継ついだこのわたくしにとって、自領に現れる魔物など恐るるに足らず！」

　ルノアリアの手にした扇おうぎが、優雅に振り上げられた。

「者ども、であえ！　王太子殿下にあだなす無礼な獣どもを成敗なさい!!」

　合図と共に、躍おどり出てきたオルキアとフィーが、あるじの脇にいた魔物を叩き伏せる。

　賞金稼かせぎ三人組が、見事なコンビネーションで魔物を蹴け散ちらす。

《森番》が成長させた木々の枝に搦からめ捕られた魔物は、ざらりと灰になる。

　鎖くさり鎌がまを手に斬きり伏せる《蜂はち飼かい》、見事な大剣を振るう《鍛か冶じ屋や》、他にも、普段は農夫をしていながら戦うすべを持つ者たちは、得物を手に、おおいに立ちまわる。

　勇ゆう敢かんな住民たちの働きに驚おどろくばかりの騎士たちの周りに、突とつ如じよ、炎の壁かべが現れた。

　今にも彼らに飛びかからんとしていた魔物たちは、業ごう火かにあぶられのたうった。

　ざあっと一陣の風が巻き起こり、膨ふくれ上がった火炎は次々に魔物を吞のみ込む。

　下草を舐なめるように、熱波と共に駆かける炎──しかし風の結界に阻まれ、騎士たちが熱に襲おそわれることはない。

　魔物だけを違わず焼き尽くし、木々に燃え移らない炎は、まるで意思を持つかのように、役目を終えると赤い光を残して消え失せた。

　再び静寂に満たされた森の中、フィンスタニスの住民たちはいっせいに王太子にかしずいた。ルノアリアの脇に控えたオルキアが、拝礼したまま進言する。

「おそれながら、申し上げます、王太子殿下」

「そなた……バルダーヌ侯こう爵しやく家けのオルキアではないか!?　なぜこのようなところに？」

「オルキアさん、王太子殿下とも知り合いなんですか？」

　フィーの素そ朴ぼくな質問をオルキアがとどめるより早く、アラン王子が答えた。

「そなた、娘ながらに魔物を蹴散らす勇、まこと見事であったな。このオルキアもまた、勇ある、名実共に優れた武人なのだよ。国境のバルダーヌ侯の城では兵を率い、隣りん国ごくからの侵しん入にゆう侵しん略りやくを決して許さない」

　オルキアを見み据すえる王太子のまなざしに宿るものは、絶大な信頼だ。

「アラン殿下、我が故郷バルダーヌが警けい戒かいすべきは、隣国の兵だけではございません」

　広大なバルダーヌ侯爵領は未開の地が多く、魔物が現れる森がある。

「わたくしは、幼き頃から父より教わってまいりました。魔物は、人間の臆おく病びような心に誘さそわれると。心が勇ましければ、恐れるに足らぬものなのです。フィンスタニスを統すべるルノアリア・ストライサ嬢じようは、《ロワの女王》にひけをとらぬ、領民を想う心を持っています。わたくしは各地でつわものの歴々を見てきましたが──娘の身でありながら、領民を護るため奮ふるう勇ましい心は賞賛に値します」

　オルキアの証言に、アランはうむ、と重くうなずく。

「あいわかった。エンデ国のため、おおいに尽くすそなたの申すことだ。ルノアリアどの、魔物に屈くつすることなきそなたの勇気、見事であるぞ」

　しかし、宰相はなおもアランに進言する。

「おそれながら、殿下。このフィンスタニスは、魔物を生む女を隠しておりました。ロワのルノアリア、これを、どう申し開きする！」

「宰相閣下。わたくしは、ライアを──魔女を隠してなどおりません。彼女は大切な領民なのですから」

「かばいだていたすか」

「魔女は魔物など生んではいません」

　おだやかに反論するルノアリアに、銀髪の魔法使いはうやうやしく石を差し出した。

　魔物を生んだ石を、若き領主は臆おくせず取り上げる。

「魔物を生んだのは、この石でございます。彼女は石の持ち主にすぎぬのです」

「な、ならばっ、その危険な石、我らが押収する！」

「なりません。この地のものを持ち出すことは、なんぴとたりとも許しません」

「こしゃくな小娘！　よもや、おまえもノエル殿下と共に国家転覆を企たくらむというのか！」

　ルノアリアは、たまらず、というように笑い出す。

「おーほほほほほほほ！　異なことを。フィンスタニスは国王陛下から賜たまわった、わたくしの領く邦に。宰相閣下といえども、法に従っていただきますわ。踊おどりの輪に入った者はみな踊る、これぞ我が領地の法──さあ、宴うたげを始めましょう！」

　合図と共に一陣の風が吹き抜けた。

　清せい浄じようを呼ぶ風は、じめついた、不吉にこごった空気をすべて洗い流し、甘やかな香りを運んでくる。

《門》を取り囲む貴石がぱっと光り輝き、暗い森をまばゆく照らし出す。

　あでやかに、薄うす紅べに色の花びらが舞い散った。

　気づけば、春にほころぶはずの花が、木々に咲き誇っているではないか！

　鳴り響ひびく楽の音ねに合わせて、精せい霊れいの光が舞い上がる。

　ひときわ大きな光がまばゆく弾はじけ、現れたのは、夢のように美しい娘たちだった。

　身を包んだ華はなやかなドレスの裾を柔やわらかに翻し、娘たちは、騎士たちの周りを軽かろやかに踊り、可か憐れんに歌う。




　光あらば　闇もある

　精霊舞えば　魔物が吼ほえる

　魔力溢あふるるフィンスタニス

　魔界の魔力と魔物を呼ぶ石

　石の守人　この地の柱

　闇の魔女はフィンスタニスの柱！




　くらむような花の芳ほう香こうが、その場を包み込んでいた。

　きらめく光の中で歌い踊る、麗うるわしい娘たち。

　惜おしげもなく振りまかれる魅み力りよくは抗あらがいがたく、引き寄せられた騎士たちは、彼女たちの美び貌ぼうにひざまずかずにはいられない。

　ダンスの相手を乞こう手に、精霊の娘たちは悲しげに首を振り、口々に訴えた。

「ああ、騎士様」

「わたしたちからフィンスタニスを──闇の魔女を奪うばわないで」

「魔女を失えば、この地は魔力も失います」

「魔力を失えば、わたしたちも生きてはいけません」

　魅み了りようされた騎士たちは、あるじを振り返りもせず、口々に嘆なげいた。

「おお、なんということだ」

「こんなに美しい娘たちが、はかなく消えてしまうなんて──」

　彼女たちがひとにあらざる存在だということに着目する者はいない。今の彼らの頭には、麗しい娘のすべらかな手を取り、踊りに誘うことしかないのだ。

「約束しましょう、美しい方。魔女を殺しはいたしません」

「な、なにを勝手に約束しとるんだ──!?」

　宰相のあげた声は、娘たちの歓かん声せいに打ち消された。

「まあ、嬉うれしい。頼たのもしい騎士様！」

「さあ、この喜びを歌いましょう」

「踊りましょう」

　王宮でもよりすぐりの、若く見目よい騎士たちは、可憐な花のような精霊の娘たちの手を取り、踊りだした。

　精霊の魅了の力は、春の嵐のように吹き荒れている。

　その渦うずの中、王太子と宰相たちはなすすべもなく立ち尽くした。

「フィンスタニスは、愉ゆ快かいなところでしょう、兄上」

　くすくすと楽しげな笑い声に、アラン王子は振り向いた。

「ノエル──おまえは……これはいったい、どういうことなのだ」

　混乱する兄王子を安心させるように、ノエルはほほえんだ。

「はるかな昔、魔物と精霊がひとと共に在あった時代があるといいます。その再現こそが、このフィンスタニスという地なのですよ」

「それがどうしたというのです、再現することに、なんの意味があると!?」

　宰相に、ノエルはへろりと笑って答えた。

「魔物を生む石は、魔力を生み、魔法使いの力の源になる。彼らは、誇るでもおごるでもなくこの国の農地を干かんばつから護り、飢き饉きん解消に努つとめてくれている。敬意と共に、国王陛下は魔法使いに興味を持たれた。陛下に代わり、わたしは執しつ行こう役やくとして、この地の魔法使いと親交を持っているのだよ」

　これは誇こ張ちようである。

　非常に興味を持っているのはノエルであり、父王には同意を得たにすぎない。

　初耳の弟王子の発言に、アランは声をあげる。

「おまえは、この地で邪じや悪あくな魔法使いを集め、国家転覆を企んでいるという嫌疑がかけられているのだぞ」

「それは事実無根です、兄上」

　官吏が口を挟んだ。

「噓うそをおっしゃいますな、ノエル殿下！　魔法使い協会に問い合わせてみても、彼らはフィンスタニスなど関知せぬとの一点張り──それはつまり、この地には非合法の術師を置いているということではありませぬか」

「アラン殿下、魔法使い協会の執行部の者の証言を、お許しくださいませ」

　ルノアリアの進言と共に、風が巻き起こり、そこからひとりの女が現れた。

　魔法使い協会の魔女、ベルティナだ。

　拝礼した彼女は協会の現状を訴える。

「フィンスタニスに関知せず、とは、旧ふるい考えを持った保守派の意向でございます」

「魔力を生むだかなんだか知れぬが、魔物を生み出す危険物を『関知せず』と放置するなど……！　やましいことがあるからではないのか！」

　咎とがめる宰相に、ノエルが意味ありげな視線を送った。

「所変われど、改革には掣せい肘ちゆうがつきもの。アルグ公、あなたとて承知しているだろう」

「──そ、それはどういう意味でございますか」

「そのままの意味だ、なあ、協会の魔女どの」

　ほほえむノエルに、ベルティナは「おっしゃるとおりでございます」とうなずく。

「魔力と同時に魔物を生む石──宰相閣下がお疑いのように、世間から取り返しのつかない誤解を受けることがなきにしもあらず。伝統ある我ら魔法使い協会は、扱いに慎しん重ちようになりすぎているのです」

「うむ。そなたのような新しい魔法使いと共に、少しずつ、この地を盛りたてていくことができれば、すばらしいことであるな。兄上、わたしはそう考えて王宮の貴族の視線を集めつつ、この地を見守ってきたのです。結果として、悪名高い地となってしまったのは心苦しいですが──これを機に、不幸な誤解は解けるでしょう」

　しゃあしゃあとのたまう第二王子を忌いま々いましげに睨にらみつける宰相だったが、気にした様子のないノエルは「それはそうと」と続けた。

「アルグ公、つい先日、貴殿の領地に観光に行ったのだよ。貴殿の城の中庭はまこと見事であったなぁ！　あのなんとも豪奢な噴ふん水すい！　水の精霊の彫ちよう像ぞうが、また荘そう厳ごんであった。兄上にも、ぜひお見せしたかった」

　氷のようなほほえみをたたえたリュシアンが、ノエルの隣となりから進言する。

「宰相閣下、水源に乏とぼしい貴殿の所領──水路を引くには、大がかりな工事が必要だったでしょうね」

　宰相はぎくりとして顔色を変え、アラン王子は「なんの話か」ときょとんとしていた。

　リュシアンが、すす、と前に出て、宰相の耳元に囁いた。

「ノエル王子の命により、その施せ工こう費ひをお調べしましたが──何度算出いたしましても、貴殿の資産と計算が合わぬのです。国庫の財務を預かっておいでの方は、資金繰ぐりもお上手なのですね。後学のため、どんな魔法を使ったのか、どうか、この青二才にご教授願えませんか」

「アルグ公……？」

　王太子の視線に、宰相は目に見えて焦しよう燥そうし、顔色を失う。

　と、そのとき、森の奥──闇の中から光が放たれた。

　光の中から現れたのは、黒髪に緑の瞳のつややかな貴公子だった。

　彼に手を取られて、音もなく近づいてくるのは、みずみずしく輝く美しい娘──。

　銀の髪は月のように輝き、透すきとおる肌はだは月光を映して白く輝く水面のよう。

　神秘的な藍あい色いろの瞳に、王太子は目を奪われた。

　激しい衝動を抑おさえるいとまもなく、アラン王子はその美貌にひざまずく。

　差し出した手──ダンスの誘いを、娘は受けた。

　宝石のようにまばゆく輝く娘と、堂々と彼女をエスコートする王太子。

　精霊の光の中でふたりは踊る。

　夢のような光景を呆ほうけたように見つめる宰相たちに、ノエル王子は言った。

「わたしは、兄上が誇らしい。なあ、ルノアリアどの」

　ルノアリアは、ほほえんで首しゆ肯こうする。

「王太子殿下と踊る、あの精霊の娘は、かつてはひとに虐しいたげられていたのです。彼女は、幾いく年とせ経たった今でも、ひとに対して怯おびえを見せます」

「その娘が兄上のダンスの誘いを受けた。精霊はひとの心を見抜く力があるという──彼女には、兄上の心の清さがわかったということだろう」

　焦こがれるように兄を見つめ、ノエルは言う。

　あの光の下でなら、わたしは影でいいのだよ、と。

「見ていただろう。兄上は魔物を恐れるよりも先に、貴殿たちの前に立ち剣を抜いたのだ。勇敢なあの方の、臣民を想うお心は、誰だれよりも強い。アラン王太子殿下こそが、我が国の王者となり、民を導く旗となる。貴殿たちは、その支柱。わたしも、その一本にすぎないのだよ」

　得体のしれない弟王子の兄を想う純じゆん粋すいなまなざしに、宰相をはじめ官吏たちは言葉を失う。

「エンデ国の各地の諸侯に問い合わせれば、おわかりになりますよ。いかにノエル殿下がアラン殿下を支持しておいでか。アラン殿下が国王に即位なされた暁あかつきには忠誠を誓ちかうため、いかに尽じん力りよくしておいでか」

　そして、リュシアンはひとりごとじみて続けた。

「──王位継けい承しよう権けんの簒奪を目論もくろむなど、ただのひとりも信じないでしょうが……さて、この不幸な嫌疑、いったいどこから湧いたものなのでしょうか」

　保身に忙しい官吏たちは、墓穴を掘ることを恐れ口を引き結ぶ宰相の青い顔と、ノエル王子のへろりとした笑顔を交互に見比べ、口々に声をあげる。

「ノエル殿下を告発？　なんと恐ろしい誤解を──」

「わ、わたくしたちは、名高いフィンスタニスへ、観光に訪れたのです。いやはや噂どおり、恐ろしい魔物がいると思えば、これはなんと、目もくらむほどの光景」

「美しいバラには棘とげがあると申しますが、まさにこの地のことですな！」

　やがて、官吏たちも美しい精霊の娘たちに踊りの輪へと誘われる。

　宰相までもが不思議な魅力に抗えなくなる。まるで青年時代に引き戻されたように──。







　石の積まれた建造物の脇、背を預けて座り込み、踊りの輪をぼんやりと眺ながめていたライアが、ふと顔を上げた。

　そこにいるのは、しかめっ面つらのロゼだった。

　目の前に差し伸べられている手に、彼女は不思議そうに闇の瞳を細める。

「一曲、お相手ください」

　嫌いやそうに棒読みする彼は、いつもの漆しつ黒こくのマントを外はずし、クラバットまで締しめた貴公子のような衣い装しようを身に纏っていた。

「どうしたんだい、らしくもないね」

「……好き好このんでこんな格好をしているわけではないぞ。貴族娘が、女装大会の優勝賞品だと言いやがった。なにが褒ほう美びだ。嫌がらせの間違いではないか」

　ぶつぶつぼやくロゼを、ライアはひっそりと褒ほめる。

「よく似合っているじゃないか」

　ロゼを見上げていたライアであるが、やがて、ふいと顔を背けた。

　差し出した手を無視されたことに、いささか傷つき眉をひそめたロゼは、ライアの視線の先を追う。

　そこには、気を失った宰相の間かん者じや──ライアの闇に当てられ、悪夢にさいなまれる憐あわれな男の姿がある。

　彼は今まさに《森番》に抱きかかえられ、運ばれていくところだった。

　しばらく見つめていたロゼは、ライアの前に片膝をついた。

　闇の瞳を覗き込み、うながすように視線を踊りの輪へ導いた。

「ライア、あの近衛騎士たちを見てみろ。さっきまで、おまえの闇や生まれてきた魔物に、あんなにも怯え震えていた連中だ」

　今の彼らは、恐ろしいことなど忘れてしまったかのように、精霊の光に魅み入いられダンスに興じている。

「ひととは身勝手なものだ。厚かましくて愚かしくて──強きよう靭じんだ。きっと、おまえの思う以上にな」

　心配ない、とロゼは言う。

「おまえの闇に当てられた男も、すぐに悪夢から目覚める」

「あんたは、優しい子だね」

　ライアのつぶやきに、むっと顔をしかめたロゼは、強引に彼女の手を取り立ち上がらせた。

「……おれのことなど、どうでもいい。いいから来い」

「あたしは、踊りゃしないよ」

「諦めろ。おれとて、こんな馬鹿げたことがしたいわけではないが……貴族娘の命令なんだ」

　言い訳がましいロゼは、無器用にライアの手を引いた。

「貴族娘から聞いた。墓場で踊るなんざ、悪趣味？　会うたびに墓場じゃないと教えろ？　別の人間に頼むまでもない。おれが何度でも教えてやる。ここは、墓場ではない……少なくとも、おれにとっては……その……おまえが、いる限りは」

　ロゼのしかめっ面が、みるみる赤くなった。

　気恥ずかしさのあまり「くそっ」と悪態をつく様子に、ライアはクスクス笑う。

「おまえ、笑わないのではないのか？」

「マネごとだけどね……だけど、こういうときは笑うもんなんだろう？」

　ルノアリアがフィンスタニスに来た当初、ライアに『あなたは、面おも白しろおかしく暮らしているように見える』と言ったとき、ライアは声をあげて笑っていた。

　ロゼは「ライアは壊こわれてしまったのではないか」と心配したのだ。

「あんたや、お嬢ちゃんの言うとおり……どうやら、ここは墓場じゃないらしいね」

　闇の瞳が、光を見つめる。

　光の中では、皆が幸せそうに踊っている。

　あの踊りの輪の中では、生まれも、身分も、貴き賤せんも、種別すらも意味をなさない。

「ロゼ。あたしには役目がある。石を護り、魔物を還す。ただ、それだけなんだよ。あたしの中にあったもんは……あのひとが魔界に還った日に、なにもかも吹っ飛んじまった」

　あのひと、というのが、かつて彼女の愛した男だとロゼは知っている。

　いまだに、ライアがその男に焦こがれていることも知っている。

　どんなに恋しく想い続けようとも、ライアは決して魔界の地を踏むことは叶わず、この現界をさまよい続けなければならないということも。

「笑い方も、その意味も、わからなくなっちまった。お嬢ちゃんがここに来てから、ためしに何度か笑ってみたけど、やっぱり思い出せそうにない。あんたのあたしに対する執しゆう着ちやくの意味だって、さっぱりわからない。なにもかもわからなくなっちまった女に、腐ふ心しんして居場所を作る意味も価値もないはずだけどね」

「価値のあるなしなぞ、おれが勝手に決める」

　同情なのかと訊きかれても、恋愛なのかと問われても、答えをくれてやるものか。

　言葉にする意味はない。

　そんなことは、くだらない。

　誰かに理解される意味もない。

　本当に大切なただひとりに、言葉を尽くし伝えてみようとしたところで、彼女から返る答えは『わからない』なのだから。

「おれとて『面白おかしい暮らし』なんざ、知ったことではない。あんたは余計なことを考えず、好きなだけ怠なまけてその腹に抱かかえる苦痛を薄めていればいい」

　この胸の内には、死にぞこないの魂の中には、祈りのような願いがあるだけだ。

　──闇の中、ひとりきりで泣かないでくれ。

「あんたの心が平へい穏おんに近づくというのなら……たぶん、それこそが、おれにとっての『面白おかしい暮らし』になるのだろう」

　闇の瞳にほのかな光を宿して、ライアは小さく囁く。

　ばかな子だね、と。

　そして、いつもよりも、いくぶんあたたかみのある声で彼女は続けた。

「あたしは今……さぞかし、面白おかしく暮らしているんだろうよ」







　ロゼとライアのダンスを見守っていたルノアリアは、クレイルの腕の中で涙を流していた。彼らを祝福する気持ちが胸に溢れているのに、こんなにもせつないのはなぜだろう。
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「ルノアリア？」

　呼びかけられて、ルノアリアは涙を払う。

　威厳ある領主として、背筋を伸ばし、無理やり笑って見せたが、泣いてしまったせいだろう、彼は不安そうな顔をしていた。

　これ以上心配をかけたくなくて、わざと権けん高だかにふんぞり返ってみせ、冗じよう談だんめかして訊いてみる。

「ねえ、クレイル。わたし、少しは頼もしい領主になれたと思う？」

「もちろんですよ。あなたがいらっしゃらなければ、ロゼは永遠に、ライアに真の言葉を伝えなかったでしょう」

　ああいうひとですから、とクレイルはほほえむ。

「ライアもですよ。ルノアリアが来る前は、もっと存在の希き薄はくなひとだった。ここは墓場じゃないと教えられたことが、よほど彼女にとって衝しよう撃げきだったのですね」

「墓場だなんて、あんまりだと思わない？　フィンスタニスは、あなたたち亜精霊や精霊にとって、天国みたいなところなんでしょう？」

「ええ。でも、ここはひとの世でもあるんです。あなたがいらして、それがはっきりしました。ひとと、ひとにあらざる者が共に生きる場所であると」

　──共に、生きる場所？　わたしとクレイルは、いずれ離れるのに？

　脳のう裏りに閃ひらめいた不平の声に、ルノアリアは愕然とする。

　なんということ……自分は、ロゼとライアを讃たたえる一方で、彼らを羨うらやんでいるというのか？　彼らは、大変な困難の末に、今、共にあるというのに！

　否定のしようがない羨せん望ぼうを、胸の内から追い出そうと、ルノアリアはほほえんで手を差し出す。

「クレイル。ここは踊りの輪の中よ」

　うなずき返した美貌の従者は、宝物に触ふれるように、あるじの手を取った。

　ダンスはいい──どんなに彼に触れていても、誰からも咎められないから。

　軽やかなリードにいざなわれながら、もしも、と思う。

　すべてをかなぐり捨てたとすれば、このひとと一緒にいられるだろうか？

　あなたの『ごはん』にしてくださいと頼めば、クレイルは喜んでくれるだろうか？

　それとも……。

　ルノアリアは、心の中で甘い夢想を嘲あざ笑わらった。

　クレイルや領民たちを護るために、そして自分自身が領民たちから護られるために、自分の立場を利用してきた。

　凡ぼん庸ようでつまらぬ娘だと言われ続けたルノアリアが、フィンスタニスで誇りを手にすることができたのだ。それをエゴのために、捨ててしまうなんて──領民たち、そして自分に対しての裏切りだ。

　今こ宵よい限りの夢にしよう。

　フィンスタニスは、夢まぼろしの谷だから。

　夢とうつつのはざまを確かめるように、クレイルの手に触れる。

　彼の胸に額ひたいを押し当て、まぶたを閉じた。

「わたしね、実家にいるときは上手なお茶の淹いれ方や、刺し繡しゆうや、歌、ダンス──ロワ伯爵家の娘として、恥ずかしくないふるまいをすることばかり練習していたのよ」

「ええ」

　あたたかな鼓こ動どうと、彼の相あい槌づちの優しさが耳に心地ここちいい。

「本当に、そればっかりだったの。笑わないでね。わたし、どんなことでも、たくさんお稽けい古こしないと人並みにこなせなくて。お嫁よめに行っても、嫁とつぎ先や実家に恥はじをかかせないようにって」

　なにをやっても凡庸にしかこなせない。できることは、せめて、未来の夫や姑しゆうとめを不快にさせないこと。

　貴族同士の集まりの、どんなに退たい屈くつな自じ慢まん話や噂話にだって、そつなく受け答えできるようになった。

　母の影を追いながらも、『ロワの女王』のようには生きられないと打ちのめされるばかりだった。自分では、偉い大だいな母のようになることなどできないし、そう望まれることもないのだと。

「でもね……ここに来て、あなたに出会って、フィーちゃんやオルキアさんと一緒に領主の仕事をして──こんなに『生きている』って気持ちになったのは初めて」

「僕もですよ、ルノアリア。僕は、あなたに出会って、誇りを手に入れることができました」

　クレイルの腕が、ルノアリアの背を引き寄せる。

「僕は長い間、自分自身を呪い続けていました。人間ではない、亜精霊である自分の血を疎うとんでいました。僕を引きとり、普ふ通つうの人間として扱ってくれた恩師が亡なくなったとき……僕は、自分の死も訪れたのだと思いました。そこから先は、ただ『人間の手の内で生かされている』と、空くう虚きよな気持ちで過ごしていましたが……今ならば、わかります。僕がそんな調子で自分自身を憎にくんでいたから……だから、ひととして扱あつかわれなくても、仕方のないことだったんです」

　仮に、ルノアリアがクレイルの心を食べることができたのなら、今の彼の心は、すばらしくおいしいだろう。

　クレイルの浮かべるほほえみは、鮮あざやかな、満たされたものだったから。

「亜精霊でなければ、炎を使し役えきできず、あなたを魔物から護ることができなかった。あなたに出会うことすらなかった。僕は自分が亜精霊であることに感謝します」

　ルノアリアは、心から思う。

　──フィンスタニスに来て、よかった。

　愛するひとができた。

　自分がいることで、そのひとが誇りを手に入れたと笑ってくれた。

　──お母様、わたしにあなたの誇りを教えてくださったことを感謝します。

　フィンスタニスを訪れた初日に、クレイルは言った。

『あなたはきっとここから逃にげ出しますよ』

　もしも母の教えがなければ、あの予言どおり、フィンスタニスから逃げ出していただろう。

　彼の、この笑顔を得ることはできなかっただろう。

　──お母様、見ていてください。

『ロワの女王』の名に誓い、最後まで教えを貫つらぬいてみせよう。

　任期の一年が過ぎたとしても、たとえ領主代理という肩書きを失ったとしても、ロワ伯爵家の娘であれば、フィンスタニスのためにできる仕事があるはずだ。

　伯爵家の娘にできる現実的な仕事は、貴族に嫁ぐことだ。貴族の娘は、むしろ貴族夫人となったほうが、自由な時間と財を手に入れることができる。

《釣つりじい》に、ニナのことは任まかせなさいと言った。

　ベルティナに、《詩人》を護ると約束した。

《詩人》に、ロゼを助けると約束した。

　ロゼに、ライアのことを見捨てないと約束した。

　そして──クレイルに、あなたを護ると約束したのだ。

　フィンスタニスを訪れた頃、ルノアリアは星に祈った。

　母のような、勇気が欲しい。

　みなを護る力が欲しい。

　見上げたクレイルの金色の瞳が、あの日祈りを捧げた星のように輝いていた。

　──大丈夫よ、クレイル。わたしは最後まで逃げ出さないから。

　目め頭がしらが熱い。

　心が痛くてたまらない。

「ルノアリア……？」

　涙がこぼれるのは、精霊の光に照らし出された彼があまりにも美しいせい──。

　自分に言い聞かせ、ほほえみを返した。

「ごめんなさいね、クレイル。おかしいのよ。まだ、任期の満了は先のお話なのに……フィンスタニスを離れる日が来ると思ったら、寂さびしくなったみたい……いつまでも泣いていたら、わたしの心、おいしくなくなるのにね……」

「いらない」

「え……？」

「『おいしい心』なんて、いりません」

「クレイル……？」

　クレイルはルノアリアを抱きしめた。

　柔らかな金髪が耳をくすぐり、こめかみに触れる頰ほおが熱い。

　背に回された彼の手に、力がこもる。

「あなたが悲しみに涙を流しているときにこそ、僕は、あなたのそばにいたいんだ」

　耳元でかすれる声が切々として、ルノアリアの胸に染み入った。

　軽やかな曲と、精霊たちの笑いさざめく声に合わせ、精霊の光が星のまたたきのように淡く、まばゆく、舞い散った。

　ダンスの輪の中では、このひとだけを見ていたい。

　このひとだけを感じていたい。

　泣いてはならぬと命じた母に、心の中で許しを乞う。

　──もう、今宵限りにします。だから今宵だけは、このひとの腕の中で泣くことを許してください。

　この悲しみが涙と一緒に流れて尽きるまで、どうか──。

　クレイルの背に回した手に、ルノアリアもまた力をこめる。

　精霊の光の中、ふたりは互いの魂をたぐり寄せるように、かたく抱きしめ合った。
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　夢のような舞ぶ踏とう会かいは翌朝まで続いた。

　領主館で休きゆう憩けいをとった王太子一行は、陽の高いうちにフィンスタニスを立つことになる。

　軍馬の手た綱づなを自みずからが持ち、名残なごり惜おしげに森のほうを見つめる王太子に、ルノアリアは別れの礼をとる。うなずき返したアランは言った。

「フィンスタニスのルノアリア、突然の訪問で領地を騒さわがせたな。ノエルの疑いも晴れ、よい宴であったよ」

「アラン殿下……お願いがございます。お聞きくださいますか」

「許す、申してみよ」

「昨日の精霊の娘たちのことは口外なさらぬよう、みなさま方にご指示願いたいのです。話が広まれば、わたくしの大切な領民である精霊たちを目当てに『精霊狩人かりゆうど』という悪党が襲い来るのです」

「うむ、なるほど。あの宝玉のごとき娘たち……手中にしたがる者がいても無理からぬことだ」

　神しん妙みようにうなずく王太子に、ルノアリアは訴えを続ける。

「連れ去られ、フィンスタニスから出てしまえば、彼女たちは消えてしまうのです。精霊は魔力の薄い地では、糧かてを失い、存ながらえることができません」

　ニナを想う王太子は、ふっとせつなく息をつく。

　そして振りきるように、ルノアリアにほほえみかけた。

「あの女ひ性とを城へ連れ帰ることはかなわぬか……あいわかった。エンデ国第一王子アラン・コルベールの名にかけて、他言は許さぬ。ここに誓おう」

「殿下──ありがとうございます」

　ひらりと馬にまたがり、さっそうと臣下たちの元へ向かう王太子をルノアリアは見送った。

「兄上は、よい王子だろう？」

　声に振り返れば、そこには兄の背を見つめる第二王子の姿があった。

「国王陛下は、放ほう埓らつに身動きが取れない日々に甘んじ、ぬるま湯に浸ひたりきってしまったようだ──わたしを信じている、という名目で、役目をわたしに任せきり。それが兄上の目には、『弟が甘やかされ好き放題にふるまっている』ように映っていたのだろうな」

　王太子は、宰相の噓を真に受けてなどいなかった。

「きっかけはどうあれ、兄上はわたしを諫いさめるつもりで、この地に乗り込んできたのだろう。あの方は誰よりも高潔で、民を想っている。ただ、純粋すぎる。そこが心配なのだよ」

「だから、あなた様は、憎まれ役を買っておいでなのですか？」

　新たな人材を登用するということは、旧臣を切り捨てるということだ。

　いくら機を待ち仕事を進めたとしても、敵を作り続ける。

　ノエル王子はへろりと笑った。

「わたしには、こういうやり方が似合いなのだよ。陰でちまちまと悪だくみすることがね。さて──あなたの兄上が伯爵位を継げば、あまり相手をしてくれなくなる……次の遊び相手を探すとしようか！」

　騎士の手を借り馬に乗ったノエル王子は、兄王子の背を追った。
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　王太子一行と、ノエル王子がフィンスタニスを去って、三日が経たっていた。

　フィンスタニス創成以来、最も盛大な精せい霊れい祭さいの残り香がも消え、おだやかな日常が戻っていた。

　クレイルは、《釣つりじい》から食材の魚を受け取るために、海に来ていた。

　いつもは岩場で釣りをしている小さな老人は、砂浜で焚たき火を前にして、椅い子す代わりの流木に腰こしかけていた。

　彼は左手に書簡を数通持ち、右手に開いた一通の紙面へと視線を走らせている。

　その表情は、眉み間けんに皺しわを寄せ、不ふ機き嫌げんも露あらわだった。

　悪い知らせを受けたのだろうかと、声をかけるのをためらっていると、老人が口を開いた。

「読むか？」

　突き出された手紙を、クレイルは反射的に受け取る。

「う……こ、これは──」

　熱ねつ烈れつな恋こい文ぶみだった。読んでいるこっちが恥はずかしくなるような内容にクレイルはひるみ、記しるされた署しよ名めいに、さらにひるんだ。

「アラン……王太子殿でん下か？　もしかして、これはニナへ向けての──？」

「速そく達たつで送ってきおったわ」

　取り戻もどした手紙を、《釣りじい》は焚き火に放り込む。

「よろしいんですか!?」

「親切心だ。こんな若わか気げの至いたりが後世に残ってみい、死んでなお、恥はじかきとうないだろ」

「しかし、それは曲がりなりにも王太子から賜たまわった──」

「ちいと惜おしいかの？　王位を継ついだ後、取引材料のひとつくらいにはなったやもしれん」

　とりたてて惜しくもなさそうに肩かたをすくめ、《釣りじい》は、手にしていた書簡の束の中から一通をクレイルに手渡した。

「ほれ、これはあんたにやろう」

「え──あの、なんですか？」

「あんたが男だん爵しやく家けの養よう子しになるっちゅう、証明書だよ」

　書簡を受け取った格好のまま、クレイルが動きを止めた。

「……誰が、誰の…………なんですって？」

「バクチの借金で、首が回らなくなった男爵──その老夫婦には、子がない。わしが借金を肩代わりするから、その見返りに、養子を取れ言うたら飛びついてきおった。やれやれ、ちいと骨が折れた。七十四歳より年上で爵位持ちの、借金持ちを探さにゃならんのだからのぅ」

　クレイルは、この老人に、自身の年ねん齢れいを教えたことはない。

　顔色を変えたクレイルに《釣りじい》は「すまんすまん」と手を振り詫わびた。

「さすがに、まったく素す性じようの知れん男に投資できるほど無む謀ぼうではないからのぉ。おぬしの生家、けっこうええ家だったんだな」

　こちらの知らぬ間に、過去を洗い出されたというわけか。

「どういうつもりか知りませんが……お返しします」

　差し出された書簡を受け取らず《釣りじい》は首をかしげてみせる。

「借金持ちは嫌きらいか？　あんたの音楽の師し匠しようも大借金しとったが、弟子のあんたはそれをひとりで返しきったんだってな。立派なもんだ」

「……なにがおっしゃりたいのですか」

「あんた、生家が落ちぶれたのは、自分のせいだと思っとりゃせんか？」

　心の内をえぐられた衝しよう撃げきに、クレイルは呆ぼう然ぜんとした。

　母は幼おさない自分に、いつもそう言い含ふくめていた。

　自らの不幸をなにかのせいにしたかっただけかもしれないし、実際に、そのとおりだったのかもしれない。彼女は、クレイルの実父をひどく憎にくんでいた。

　亜あ精せい霊れいの父は、母を置いて姿を消した。素性の知れぬ、純じゆん粋すいな人間ですらない男──伯はく爵しやく家けの娘でありながら、その子を産んだことで肩身が狭せまくなった母。

　彼女は、ひとにあらざる息子むすこを憎ぞう悪おしていた。

「あんたの実家は、バクチの借金で首が回らず断絶したんだ。そういう輩やからを、わしは山ほど見てきたよ。珍めずらしい話ではないし、少なくとも、あんたのせいではない」

　我に返ったクレイルは、心の内を覆おおい隠かくす淡あわい笑みを浮かべる。

「……これをいただいても、僕には、使い道がありません。宝の持ち腐ぐされです」

　借金を肩代わりする者として文書に記された名を、クレイルは知っていた。

　テオドール・ゴール。エンデ国一の豪ごう商しようゴール家の当主だ。

　フィンスタニスに来る直前、二年前のテオドールは、身辺に自みずからを暗殺しようという影を嗅かぎ取っていた。酒に毒を混ぜられたこともあるし、馬車を降りたところを暴漢に刺さされそうにもなった。

　犯人には、心当たりが多すぎた。

　一族の者や部下が、当主の独裁に業ごうを煮にやしていることを彼自身知っていた。

　そんな折、王宮より招まねかれた晩ばん餐さん会かいにて、ノエル王子から囁ささやかれた。

　フィンスタニスという場所にいる精霊を食せば不老不死になる、と。

「そんなに死んでほしけりゃ、不老不死になってやるわい」

　自分を暗殺しようとした者たちへ向け、あてつけのつもりでフィンスタニスに乗り込んだ結果──テオドールは、ニナの美しさに魅み入いられたのだった。

　一連の出来事が、ノエルの計算だったのか、偶ぐう然ぜんだったのかはわからない。だが、今の暮らしはなかなか気に入っている。

　ここにいれば、暇ひまを持て余すこともない。『釣り好きじいさん』とは仮の姿、実態はフィンスタニス維い持じのため、ロゼの資金集めの助言者である。

「これがなかなか面おも白しろくてな。フィンスタニス産の物品、どう値を吊つり上げるか──血沸わき肉躍おどるわい」

　一代で富豪に成り上がった老人は、くつくつ笑う。

「ここで暮らすようになって、やたら体調がええんよ。《医者》の見立てだと、どうも、わし、都みやこではメシに〝ヒソ〟いう毒をちぃとずつ混ぜられとったらしい」

　共に暮らしていた家族からさえも命を狙ねらわれていたことに気づいて以来、彼は家族の元へ戻るつもりはなくなった。

　一方、彼の血族たちは、怪あやしい土地での当主の隠いん遁とん生活を黙もく認にんしている。

　死亡税や莫ばく大だいな相続税を払わずに済むと、歓かん迎げいすらしているというのだから、呆あきれた話だ。

「血ではないよ、クレイル。おぬしは『人間』だ『精霊』だとこだわるが、純粋な人間でも、魔物みたいな者もおるんだよ。それに、おぬしの血の四分の三は、人間だということを忘れてはおらんか？　ならば、おおむね人間だ。……さあ、ここからが本題だ。男爵家の養子になるなんぞは、ただの土台にすぎん」

《釣りじい》はもう一通の手紙をクレイルに渡す。

　王族の印章の封ふう蠟ろう──記されているのは、ノエル王子の署名だった。

「ノエル殿下はな、おぬしの言語能力とコネを買いたいとおっしゃっている。通訳として、外交を手伝わないかと。エンデ国の官かん吏りとして成果を上げれば、フィンスタニス伯という新たな爵位につけるよう、王に推おすと」

　──なんて性た質ちの悪い冗じよう談だんだ。

　突とつ拍ぴよう子しもない夢物語に、クレイルは青ざめて首を横に振る。

「僕は協会所有の亜精霊です。亜精霊が伯爵位なんて……聞いたことがありません」

「そりゃ、めでたいのぅ。あんたが初ということか」

「認められるはずがない」

「エンデ国も、国益になるとわかれば逆に手放そうとはするまい。あんたの仕事の首しゆ尾び次し第だいということだ。後ろ盾だてもおるしな。……あの第二王子は恐おそろしい男だぞ。獲え物ものに逃にげられんよう、周到に糸を張り巡めぐらせて搦からめ捕る、蜘く蛛ものような男だ」

　各国の『クレイルは処しよ刑けいされたのか？』という真しん偽ぎの問い合わせに、処刑を歓迎するものはただのひとつもなかったという。

「なんにしても、ひとつも恨うらみごとなし。おぬし、なかなか別れ上手だな」

「僕はただ……逃げ続けただけなんです」

　これまで仕つかえてきた女性たちの望みを忠実に聞き届け、跡あとを濁にごさず立ち去ることにだけ腐ふ心しんしてきた。

「あのお嬢じよう様さまからも、逃げるのか」

　こんな話は、もうしていたくなかった。

　みじめな過去も、輝かがやかしい他人事の未来も、人間と語り合いたいとは思えない。

　亜精霊の、この身にあるのは現在だけ。

　ルノアリアの涙を思い出し、口の端はしを嚙かむクレイルに、《釣りじい》は言った。

「ルノアリアは、諦あきらめなかったぞ。逃げずに仕事をやってのけた。『普ふ通つうの人間』の娘が、ニナをひとの世に引き戻すため、命を張った。おぬしらのために、王太子や宰さい相しようをも相手にしたのだぞ？　自分の立場をあやうくするのも恐れずに、フィンスタニスを護まもるため立ち向かった。それを、おぬしが逃げ腰でどうするか」

　ふー、と息を吐はき出し、首を横に振る《釣りじい》は「歳としをとると、説教くさくなっていかんわ」とぼやいた。書簡を指さして言う。

「どう使うかは、あんたが決めなさい。必要なければ燃やせばよろしい。……エンデ国の人間は噂うわさ好きだが飽あくのも早い。フィンスタニスが王宮の『面白ネタ』でなくなる前に手を打っておくべきだとは、ロゼとも話をしておった」

　貴族の興味を失うということは、資金源をいくらか失うということだ。

「それにの、ノエル王子にすれば、このフィンスタニスは自分の手の者を繫つないでおく枷かせにすぎん。くびきを脱だつさねば、王子の心変わりに怯おびえ続けねばならん」

　クレイルがフィンスタニス伯と公式に認められれば、伯爵領として盤ばん石じやくになろう。

「またとない好機だと思うが……ま、無理にとは言わん。なにしろ、ここは『まぼろし谷』。未来を見ることが恐ろしければ、いつまでも夢まぼろしを追っているがええ」

　砂を払い立ち上がった《釣りじい》は、釣り竿ざおを手に岩場へと歩み去る。

　残されたクレイルは、手元の書簡にいつまでも視線を落としていた。
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　翌日、領主館の前に、館やかたの一同が顔を揃そろえていた。

　王太子の襲しゆう来らいにより中断していた視察を続行するため、フィンスタニスに残っていたリュシアン・ストライサが、ロワ伯爵領へ帰る、その見送りのためだ。

　結局、ルノアリアのフィンスタニス赴ふ任にんの『賭かけ』は続行されることとなり、任期終了まで務つとめる、という話で落ち着いた。

　旅装に身を包んだリュシアンは妹に言う。

「おまえがつけた帳ちよう簿ぼのすべてに目を通した。やはり、領民の申告した数字には疑わしい点がいくつか見受けられる。近日中に、改めて精査するように」

「……はい」

　しゅんとしてうなずく妹に、リュシアンは「だが」と続けた。

「おまえの計算には、間違いがひとつもなかった」

　兄は帳簿をすべて検算してくれたのだ。

「小こ姑じゆうとめ」

　オルキアが呆れてつぶやくが、ルノアリアは素す直なおにありがたく、嬉うれしかった。

「精霊祭での領民たちの働きぶりは見事だった。みな、おまえを頼たよりにし、信用している証しよう拠こだ。わたしは、思い違いをしていたようだな。おまえが母上に似たのは、頑がん固こなところだけではないらしい」

　リュシアンは、母によく似た面おもざしで妹にほほえみかける。

「ルノアリア、おまえはまぎれもなく『ロワの女王』の娘だ」

　それは最高の褒ほめ言葉だった。

　他の誰だれでもない、母によく似たこのひとに──悔くやしいけれど、やはり誰よりも母の血を受け継いでいる兄に認められたのだから！

「……お兄様、ありがとう」

　熱くなった胸に手を置き、ルノアリアは笑顔を返す。妹の言葉にうなずいたリュシアンは、ふと笑みをおさめた。

「ロワへ帰るまえに、ロワ伯爵家の次期当主として、新参の従者と面談しておきたい」

　と、クレイルに視線を向ける。

　そのまなざしは、刃やいばのように鋭するどく、冷たく輝いていた。

「滞たい在ざい中ちゆう、ろくに話もできなかったからな……クレイルくん、かまわぬだろうか」

　露ろ骨こつに警けい戒かいしたルノアリアが、クレイルの前に立ちはだかり、リュシアンは形よい眉まゆをわずかにひそめた。

「……なにも取って食うつもりはない。いいから来たまえ、クレイルくん」







　広間にふたりきりになった男たちは、テーブルを挟はさんで向かい合う。

　人じん畜ちく無む害がいのほほえみを絶たやすことのないクレイルは、しかし内心恐きよう々きようとしていた。

　顔に出さずクレイルがじりじりしていると、リュシアンが口を開いた。

「わたしは、君が気に入らない」

　いきなりの切り込みにも、クレイルはたいしてショックを受けなかった。

　妹に対してもこれだけ直球であれば、不幸な誤解がないのでは、と余計なことを考える余裕すらあった。

　リュシアンを怒おこらせたのは当然のことだ──炎ほのおの精霊の自分が、ルノアリアにキスをしたのだから。

　考えなしにべたべたするものだから──。

　せっかく、こちらが手て管くだを駆く使しして触さわってきたというのに、あっちの自分は時も場合もおかまいなしだ。さて、どう言い逃のがれようかと、他人ごとのように考えを巡らせるクレイルに、しかし、リュシアンは思わぬことを言った。

「……君は、王宮の庭園で顔を合わせた日のことを覚えているだろうか」

「え……？」

　ルノアリアと初めて出会った日のことだろうか。

　王宮で晩餐会の催されたあの日、花の咲き誇る庭園で、彼女は慣れないドレスの裾すそを踏ふみつけて、転んでしまったのだ。

　助け起こそうとクレイルが近づいたとき、兄のリュシアンが現れた。そして──。

「君は、わたしの姿を見て立ち去った。わたしが来た途と端たん、逃げ出した」

　いったい、なにを咎とがめられているのか、クレイルにはわからない。

　同性の、特に嫉しつ妬と深い男に理り不ふ尽じんな因いん縁ねんをつけられることには慣れている。

　クレイルは反省顔を作り、肩を落としてみせた。

「その……お気に召めさないことがあったなら、申し訳ありませんでした」

「そこだ、そこが気に入らない」

　リュシアンの剣けん幕まくが、めちゃくちゃに怖こわい。

　ますますわけがわからないクレイルに、リュシアンはため息をつき続ける。

「わたしの妹は、素直だ。そう思わないか」

「え、ええ、思います」

「いささか──いや、かなり間の抜けたところもあるから、悪い男に騙だまされるのではないかと、いつもひやひやしている」

　とっくに『悪い男』認定されていそうなクレイルは、小さくなって震えるしかない。

「しかし──あの娘は、母のことが絡からんだ途端、驚くほど強情になるのだ」

　ルノアリアが崇すう拝はいしていると言っていいほど憧あこがれ、深く愛した『ロワの女王』エレオノール。

　母のようにはなれぬと言いながらも、ルノアリアは母の影を追いたがる。

　生前の母は多た忙ぼうだった。一番甘えたい幼少時に触れ合えなかったことが、その憧れに拍はく車しやをかけた原因かもしれない。

「……一年前の話だ。ルノアリアは、生前の母に影えい響きようされ、馬の稽けい古こをしたがった。危険だからとわたしが反対すればするほど、あの娘こはむきになった」

　しかし馬から落ちて怪け我がをした途端、ルノアリアはぴたりと乗馬の稽古をやめてしまう。

　いつか、強情がたたって足の怪我だけでは済まないことになるのでは？

　案じていたところに、ロワ伯爵家にフィンスタニス拝領の話が持ち上がった。

　リュシアンは、ある計画を思いついた。

　ルノアリアを、悪名高い地に送り込むことを。

　無謀な仕事をさせ、大きな挫ざ折せつを味わわせておけば、二度と偉い大だいな母の影を追おうとは思うまい。──二度と、馬に乗ろうとしなかったように。

「あの子には、母と同じ轍てつを踏ませるわけにはいかない。それは、母の願いでもあった。ルノアリアには、娘らしい幸せを望んでいた。そんなときだよ──君が、再び妹の前に現れた。どうも、うちの家系の女は君のような軽けい薄はくな柳やなぎ腰ごしに弱いらしい」

　リュシアンの碧あおい瞳に、皮肉な笑みが浮かぶ。

「うちの父は、その『軽薄な柳腰』でね。母はそんな父に熱ねつ烈れつな恋をした」

　クレイルは、疑問に首を捻ひねる。熱烈……？

「あの、まことに失礼ながら……ルノアリアから、ご両親の仲は冷えていた、と伺うかがっているのですが」

「結婚から三年目まで、母はどっぷりと色ボケしていた、とわたしは聞いている」

「い、色ボケ、ですか……」

　ひるむクレイルに、リュシアンは深刻にうなずいた。

「ロワの統とう治ちは取り返しのつかないくらいに乱れそうになった。父、ヴァンサンは商人の家系出だ。商才はあるのだが、統治の才はない。民の慣習を理解しようとせず、利のために公平を欠く行いを平気でする」

　恋に呆ほうけていたエレオノールを諭さとしたのが、執しつ事じのオーティスだった。

「母は元々、器用なひとではなかったらしい。ルノアリアと同じでね」

　夫への恋心と領地を天てん秤びんにかけ、深く悩なやみ苦しんだ揚あげ句く、領地と領民を選んだ。

　ヴァンサンを遠ざけ、オーティスと共に指揮権を握にぎり、仕事に生きた。

「父もまた、母に深く恋していた。事情を説明されていても、父には納なつ得とくができなかった。母とオーティスが男女の仲ではないかと疑いもした。父は今でも、オーティスを嫌っているよ。彼が母を追い詰つめたのだとね。同じくらいに、父は自身を責めている。結果として、自分が彼女の命を縮めたのだと」

　ヴァンサンは、かつての恋こい敵がたきバリエ卿きようから『おまえがエレオノールを殺した。ルノアリアも同じように殺す気か』と詰め寄られた。

　もしも、エレオノールが統治の才あるバリエと婚こん姻いんしていれば？

　答えのない自問に責めたてられ続けたヴァンサンは、バリエと娘との婚約を承しよう知ちしたのだ。

「父上は、つらいのだよ。年々母上に似てくるルノアリアを見ているのがね」

　だから父は、娘から遠ざかろうと領地に寄りつかなくなった。

「……なぜ、そんなに重大なお話を、僕などになさるのです」

「君のせいで、計算がおおいに狂くるってしまったからだよ。わたしが、ルノアリアをこの地に赴任させたのは……オルキアに惚ほれさせるためでもあったんだ」

「……なんですって？」

　聞き間違いかと我が耳を疑うクレイルに、リュシアンは真顔で言った。

「わたしの計算では、フィンスタニスで魔物に怯えたルノアリアは、魔物に耐たい性せいのあるオルキアに惚れるはずだった」

　クレイルには返す言葉もない。

　お兄様……その計算、ずいぶん粗あらくはないですか？

「オルキアは、バルダーヌ侯こう爵しやくの庶しよ子しなんだ。頑がん丈じようで、優秀で、あんなおひとよしは他にいない。婿むこ養よう子しとして、最適な物件だと思わないかい」

　バルダーヌ侯は国境沿いの辺境とはいえ、広大な領地を持つ由ゆい緒しよ正しい大貴族。

　リュシアンは自らの左目の脇わきを指さしてみせる。

「オルキアのあの傷、実家でのもめごとの結果らしくてね。家出中の彼を、うちに置いていたんだよ。『バルダーヌ侯爵に君の居場所をばらすぞ』と前置きしてお願いしてみたら、快こころよくルノアリアのお守もり役やくを了りよう解かいしてくれた」

　お願い。

　クレイルは、心の中で涙を流してオルキアに同情した。

「……オルキアさんは、承知しておられるのですか？　ルノアリア様のお婿さんに望まれていることを」

「知っている。だがあいつは『ルノアリアが自分に惚れることはない』と言いきった。『おまえを義に兄いさんって呼ぶのはごめんだ』ともね」

　クレイルは、後者に心底同意した。

「さて、クレイルくん。君は、うちの妹を自分のものだと寝言を言い、キスをした。できることなら、即そつ刻こく、この館から追い出したい──というか、むしろ今すぐに斬ざん首しゆしたいが、残念なことに、ここはルノアリアの領く邦にだ」

　リュシアンの顔が、本気で残念がっている。

「そこで、君にもお願いするとしよう、クレイルくん。自主的に、館を出てはもらえまいか？」

「え──」

「わたしの手元には、君の華はな々ばなしい過去の情報が、数多く用意されているのだよ」

　これは、脅きよう迫はくだ。

　このひとは、クレイルが領主館を出なければ、過去の女性遍へん歴れきをルノアリアにバラしてやる、と脅しているのだ！

　蒼白になったクレイルは息を吞み込んだ。

　それらを知れば、ルノアリアは自分に幻げん滅めつするだろう。

　信しん頼らいは崩くずれ、二度と口を利きいてもらえないかもしれない。

　彼女との心地ここちよい主従関係がどうなってしまうのか、想像もつかなかった。

　答えあぐね、逃げ出したい切せつ迫ぱく感かんに駆られた心の内で、不敵な声が囁いた。

　──そんなに怖けりゃ、またオレが代わってやるぜ？

　代わる──また、精霊に心を預け、逃げ出す？

　くつくつ笑う、もうひとりの自分。

　クレイルは、ふと思い出していた。

　ルノアリアが赴任してきた夜、彼女に言った言葉を。

『きっとあなたは逃げ出すはずだ』

　逃げていたのは、自分のほうだった。

　つらいこと、怖いことがあれば、精霊に心を預けて耳をふさいでいた。

　不満があれば、自分の中の精霊の血に責任を押しつけていた。

　クレイルは心の中の精霊に詫びた。

　──ごめん。

　──あ？

　──もう、逃げたりしないから。

　言葉に秘めた決意。

　これまで、心を預かり護り続けてくれていたもうひとりの自分が、愉ゆ快かいそうに笑う気配がした。

　──だったら、おまえがあの娘をさらってみせろよ！

　からかうような挑ちよう発はつの声は、しかし不思議にあたたかく背を押した。

　クレイルは、挑いどむようにリュシアンに向き直る。

「わたしはこれまで、多くの女性にお仕えしましたが、それを恥じるつもりはありません。ルノアリアに知らせる必要があるのならば、そうなさってください。亜精霊であるわたしが、彼女たちの心によって生かされてきたのは、まぎれもない事実ですから」

　たとえルノアリアが自分の過去を知り、軽けい蔑べつされたとしても、嫌われたとしても、真正面から振られよう。

　クレイルは、彼女と同じ色の碧い瞳から、視線をそらさなかった。

　リュシアンは軽く肩をすくめ、つまらなそうに言った。

「なんだ……今回も睨にらみつければ、すぐに逃げ出すかと思ったのだがな」

　そうだったのか、とクレイルは気がつく。

　リュシアンがクレイルを『気に入らない』と言った真の理由──。

「君が少しでも逃げ腰になれば、どんな手段を用もちいてでも、ルノアリアをロワに連れ戻したのに」

　王宮の庭で──今のようにリュシアンに睨まれたあのとき、ルノアリアを助け起こすことをしなかった。

　彼女に「怖がらないで」と言えず、碧い瞳に背を向けたのだ。

「リュシアン様。わたしは、あなたの妹君を愛しています」

　ルノアリアは、このフィンスタニスを護ろうと立ち向かった。

　今度は、自分が戦う番なのだ。

「ノエル殿下から官職に就つくよう、誘さそっていただきました。わたしは、それをお受けします。この地を護り、彼女を護るために」

　彼女にふさわしい存在になってみせる。

　未来をこの手にしてみせる。

　夢まぼろしで終わらせたくはない。

　魔物や悪漢だけではなく、あらゆるものから彼女を護り、あの美しい瞳と共に未来を見るのだ！

「一年の期限を満了し、ルノアリアが故郷に帰ったとしても──このフィンスタニスに、彼女を迎むかえられるように」

「認めるつもりはない」

「諦めません」

　亜精霊の青年と、伯爵家の嫡ちやく男なんは、火花が散るほど睨み合う。

　やがて、リュシアンはため息をついた。

「ノエル王子殿下は……変人だ。あの方は一度気に入れば、貴き賤せんも過去の名声、汚お名めいも人種も立場も眼中になくなる。エンデ国をよりよい国に導くための人材に、能力だけしか求めておられない。しかし、それでは成り立たないのが政治──本人もそれがわかっておいでで、各地の視察、人材発はつ掘くつには常にわたしを供につけた」

　困ったことだ、とリュシアンは続けた。

「君の仕事を『掣せい肘ちゆうする者あらば、排はい除じよせよ』とのお達しだ。王女殿下の件での、罪滅ほろぼしもあろうが……それを差し引いても君はずいぶん気に入られているらしい。ここまでお膳ぜん立だてされているんだ、一度引き受ければ逃げ場はない。覚かく悟ごはあるのか」

　あのヘンタ──ではなく、個性的な王子殿下に気に入られているとは、少しばかり背筋が寒いが、こんな好機は二度とはあるまい。

　ルノアリアなら高笑いしているところだが、代わりに強気にほほえんでみせた。

「望むところです。やり抜いてみせます」

「……少し、見直した。少しだけな。君が伯爵位を摑つかむことができるか、見ものだ」

　席を立ったリュシアンは、扉とびらへ向かう足を、ふと止める。

　クレイルに、背を向けたまま問うた。

「わたしがロワ伯爵家の当主になったなら、『ロワ領の安あん寧ねいか、妹か』と問われれば……ロワをとらねばならぬ」

　先ほどまでの皮肉な調子のないリュシアンの声は、真しん摯しなものだった。

「仮の話だ。もしも、フィンスタニスがノエル王子から見限られたとしよう。そのとき、君は妹をあらゆる脅きよう威いから護り抜く自信はあるか。決して妹を見捨てて逃げぬと誓ちかえるか」

「誓います」

　迷いはなかった。

　彼女が、フィンスタニスを護ってくれたように。

　襲おそい来るものに立ち向かい、精霊の自分を恐れずに受け入れ、この地から逃げ出さなかったように。

「なにからでも、なにに代えても、ルノアリアを護り抜きます」

「少しでもひるめば、館から叩たたき出してやっていたのに──」

　振り向いたリュシアンは、にこりとも笑わず続けた。

「任期中、従者として妹を任まかせる。何度も言うが、君のことを認めたわけではない。とりあえず……交換日記からだ」

「すみません、こうかん……なんですって？」

「覚悟しておくがいい、クレイルくん。わたしの特技は、粗あら探さがしだ。君の中にいる無ぶ礼れいな『炎の精霊』とやらにも伝えておきたまえ。『スプーンで内ない臓ぞうをかき出す』？　『スープのダシにする』？　わたしはそんなヌルいことをするつもりはないとな」

　リュシアンは、母親譲ゆずりの美しい顔に氷のような笑みを浮かべて宣告する。

「もしも、ルノアリアの身に大事あらば──」







「──キサマを王都の男だん娼しよう館かんに叩き売ってやる」

「…………!?」

　扉の前で、ルノアリアは戦せん慄りつしていた。

　広間からなかなか出てこないふたりが心配になり、いけないと思いつつも扉の前で聞き耳を立てていたのだ。

　間が悪いことに耳に入ってきたのは、兄による世にも恐ろしい宣告だけだった。

　──クレイルの身が危険だわ……！

　兄の魔の手から、彼を護らねば！

　ルノアリアが部屋に踏み込もうとした、その瞬しゆん間かん。両開きの扉が内に開き、彼女は前のめりに床ゆかに転がった。

　広間から出てきたリュシアンは、無ぶ様ざまに転んだ妹に冷ややかな視線を落とす。

「……なにをしているんだ、愚ぐ妹まい」

「そ、それはこっちのセリフです！　お兄様、クレイルになにをしたんです!?」

「なにをしたか、だと？」

　いつも飄ひよう々ひようと厭いや味みをたれ流す兄が、苛いら立だちを隠さず吐き捨てた。

「猶ゆう予よをくれてやった。感謝されてもされ足りない」

　それは、どういう意味か？

　剣幕にひるんで質問をためらう妹に、兄はさっさと背を向ける。

「見送りは必要ない。残りの任期、せいぜい務めに励はげみなさい」

　ルノアリアの脇を通りすぎ、リュシアンは振り向きもせずに立ち去った。

「……お兄様？」

　そのそっけなさに、せつない気持ちになるのはなぜだろう。

　床にしりもちをついた格好で兄の背中を見送りながら、そうだわ、と気がついた。

　子供の頃から、ルノアリアが転べば「どんくさい妹だ」と厭味を言いながらも、リュシアンは必ず手を伸べてくれていたのだ。

「ルノアリア、大丈夫ですか」

　声に顔を上げると、クレイルが手を差し出してくれていた。
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「ありがとう、クレイル」

　ルノアリアは、素直にその手を借りて立ち上がり、驚いた。

　手を引かれた勢いをそのままに、抱きすくめられたのだ。

　片方の腕うでにルノアリアを抱だきしめるクレイルは、空あいた片手で後ろ手に広間の扉を閉めてしまった。

「ルノアリア。今は、どうしてもあなたに触ふれていたい」

　耳じ朶だをくすぐる彼の囁きは、まるで星に祈りを捧ささげるように真摯な響ひびきを宿していた。

「どうしたの、クレイル？　お兄様が、あなたに酷ひどいことを言ったのかしら？」

　クレイルは、小さく首を横に振る。

「いいえ……あなたのお兄様は、やはりすばらしい方ですよ」

　声に、悲しみや怯えの気配は感じられない。

　ルノアリアは、ほっとしてほほえんだ。

　事情はわからないが、兄に傷つけられたわけではないらしい。

　回された腕の中のあたたかさ。

　包まれるような安あん堵どに、ルノアリアは目を閉じ、実感する。

　──クレイルの中の精霊が、わたしの心を食べているのなら、代わりに心を満たす幸せを彼からもらっているんだわ。

「ルノアリア、ご報告があります」

　クレイルは身体からだを離はなして、彼女の碧い瞳を見つめる。

「まあ、なにかしら」

　幸福な予感に、ルノアリアは胸を弾はずませた。

　それは、嬉しい報告に違いない。

　なぜなら今のクレイルの笑顔は、綺き麗れいな作りもののようではなく、こんなにも鮮あざやかで力強いのだから。

　美び貌ぼうの従者は優ゆう雅がなしぐさであるじの前にひざまずいた。

　まるで、愛する女ひ性とに求きゆう婚こんするように──。
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　ごきげんいかがでしょうか、くりたかのこです。

　この度は『フィンスタニス統とう治ち記き　小さな女王と精せい霊れいの谷』をお手に取っていただき、本当にありがとうございます。

　夢のように嬉うれしい気持ちで書かせていただいた『お嬢じよう様さまのへんてこ統治生活』、最終巻です。

　一、二巻とも難なん航こうしたタイトル決めですが、この巻は担当編集様の力をお借りして、あっさり決定しました。第二候補……もとい裏タイトルは『闇やみの魔女と訪れの貴公子』です。

　続刊希望のお声をかけてくださった読者様、重ねてありがとうございました。なににも代えられない励はげみにさせていただきました。

　どうしたものでしょう……書きたいことが多すぎて、逆になにを書けばいいものか……。

　最後ですので、本編中に消化しきれなかった登場人物のことを、少しばかり書かせていただきます。以下、本編のネタだだもれです。未読の方はどうか本編をご覧になってから、お読みください。







　ルノアリアとクレイルの交換日記……要提出な上、いちいち添てん削さくが入るのでしょうか。怖いです。十七歳の初う心ぶなお嬢様と、七十四歳にして初めてマトモなお付き合いをする美青年（中のひとは遅れてきた反抗期）──改めてオカシイ＆ややこしい組み合わせです。そりゃ、お兄ちゃんも添削したくなります。

　ライアの事情は書くべきか書かざるべきか迷ったのですが（メインではない上に、暗くなるので）、書かねばロゼがいつも怒っている理由が伝わらないしな、と。

　ロゼはライアの代わりに怒っていたのですね。頼まれてもいないのに。他に愛情の示し方が分からないんですね。ライアさん、ニョ○ニョ○というより、モ○ン的な危険生物でした。遠くから、優しい気持ちでお酒を与えてあげましょう。

　ルノアリアとロゼは、よいコンビになる気がします。それぞれ極端にひとを信じたり信じなかったりするので、逆によき均きん衡こうを保たもてるのではないかしらと。ロゼは人間不信の割に押しやノリに弱いようです。文句言いながらも、コスプレしまくりでした。

　ルノアリアがお母様のアレコレを知らされていなかった理由は、お母様の意向によるものです。誇ほこり高きお母様、色ボケしていたことを知られたくなかったのでしょう。そして、ルノアリアが自分と同じような道をたどるのでは、と恐おそれてリュシアンに託たくしました。

　愛が遠回しすぎるお兄ちゃん……結局、彼が一番損している気がします。ノエル殿でん下かとの関係についても、気の毒です。なにが嬉うれしくて、妹の目の前で変態を喜ばせる発言させられなきゃならないのか……わかっててやらせるあたり、殿下の本性はＳっぽいです。

　……なんて書いているうちに、お別れのお時間がきました。




　山下ナナオ先生、すばらしいイラストをありがとうございました。担当していただけたこと、幸運に思います。最終巻の表紙を受け取らせていただき、あまりの美しさと、ふたりの幸せそうな表情に涙が出ました。

　最初にいただいたラフの「金クレイル」、「赤クレイル」の表情の違いに驚きよう嘆たんしたことが昨日のことのようです。このヤンチャそうな「赤」にリュート持たせたら、弾ひかずに床に叩きつけて壊こわしそうだわ……なんて楽しく妄もう想そうさせていただきました。ルノアリアに毎回、愛らしいドレスを着せていただき、重ねてお礼を。本当にありがとうございました！




　担当編集様、今回も大変お世話になりました。

　校正様、デザイナー様、営業様、販売店様、出版に関わってくださったすべての皆様に深く御お礼れいを申し上げます。

　なにより誰より、最後までお付き合いくださったあなた様に、言葉に尽つくせない感謝を──。
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